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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「さて、問題ですっ。私は、いったい誰でしょうっ？」

「は？　いや、えっと……」

　雪のように白い肌。僅かに紅潮した頰。綺き麗れいな曲線を描く整ったスタイル。長いまつ毛をパチパチと揺らしながら俺を見つめる、どこかいたずらめいた瞳。

　まるで絵画から飛び出してきたかのような美女が、俺の腕を優しく包み込むように抱きしめ、白い息と共に甘く囁ささやいている。

「チックタック……、チックタック……」

　札さつ幌ぽろ時と計けい台だいの前で、時計の針の音のような声をあげながら、美女は首を右へ左へと揺らす。

　頰に当たるサラサラとした髪。甘く寄り添ってくる上品なシャンプーの香り。

　それらが俺の思考力を奪い、ただただ混乱と緊張だけが増していく。

　降り積もる雪。気温は氷点下一歩手前。

　だというのに、俺の全身は真夏の太陽の下にでもいるかのような、熱を帯びていた。

「はい、時間切れっ」

　キュッと、僅かに強まる腕を抱きしめる力。

　もう放さない……。もう離れない……。

　言葉ではなく体で、その美女は俺に伝えているような気がした……。

「それでは、正解は……」

　ほんの僅かに湿った唇が、徐々に俺へと近づいてくる。

　その唇が、俺の視界から消えると、




「貴方あなたを大好きな女の子ですっ」




　頰に、柔らかな感触を伝えてきた……。
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　徐々に肌寒さを感じるようになった、冬の到来を感じさせる十一月下旬の月曜日。

　繚りよう乱らん祭さいというビッグイベントを終えた後、俺の周囲には様々な大きな変化が起きていた。

「ツバキ様、見て下さい！　この迅速な洗いっぷりを！　ピッカピカですよ！　ピッカピカ！」

「ん。そうだね。たんぽぽが働いてくれて、大助かりかな」

「注文、聞いてきたっしょ！　えっと、まずは飲み物が烏龍茶と生ビー……はやっ！　もうでてきたっしょ！　相変わらず、ツバキっちのお店の人はすごいなぁ！　じゃあ、早速──」

「よし！　飲み物を運ぶのは僕に任せてよ、チェリーちゃん！」

「わっ！　金かね本もとさん、それはうちが……もう行っちゃったっしょ！」

　現在地は、俺のアルバイト先『ヨーキな串カツ屋』。厨ちゆう房ぼうに響く、聞きなれない二つの声。

　それは、野や球きゆう部ぶのマネージャーにしてアホを司つかさどるアホ神様のたんぽぽこと蒲かま田た公きみ英えと、唐とう菖しよう蒲ぶ高こう校こう元生徒会長にしてドジを司つかさどるドジ神様のチェリーこと桜さくら原ばら桃もものものだ。

　すでにお察しかと思われるが、この二人……たんぽぽは臨時アルバイトとして、チェリーは正式なアルバイトとして、俺と同じ『ヨーキな串カツ屋』で働き始めたのである。

「やややっ！　こんな所に、ギャラクシーもりごっさ可愛かわいい天使がいます！　いったい、この子は誰な……んもぉ～う！　ピカピカのお皿に映ったたんぽぽちゃんじゃないですかぁ～！」

　安定のアホである。途方もないアホである。

「ですが、こんな完璧に私を映し出すくらいピカピカの貴方あなたも十分すごいです！　特別に貴方あなたにはたんぽぽちゃんから、ピカピカ天使『ピカエル』の名を進呈してあげます！　むふ！」

　なんか、自分の洗った皿に話しかけている上に、名前までつけ始めた。

　いよいよ、本格的にやばくなったか？　いや、元からだ。

　よほどピカエルを気に入っているのか、丁寧に水気を布巾でふき取った後、自分のそばに配置までしてしまう始末である。

「ねぇねぇ、たんぽぽっち！　うち、少し手が空いたし、洗い物を手伝──」

「ち、近づかないで下さい！　悪あく魔ま原ばら先せん輩ぱいは、ずぇぇぇぇぇぇったいに近寄らないで下さい！　私は、ここでピカエルと二人で洗い物を頑張るんです！　むしゅるるる……」

「あちゃー……。たんぽぽっちは、相変わらずだなぁ……」

　能天気が服を着て歩く、たんぽぽをここまで恐れさせるとは……。

　チェリーの力の片へん鱗りんが感じられる瞬間だな。

　悪あく魔ま原ばら先せん輩ぱいって呼ばれてるんだね……。気持ちは分からないでもないけども。

「中学生の時から、うちには懐なついてくれないんだよねぇ～。どうしてだろ？」

　ドジだからだね。中学時代、君のドジでたんぽぽが色々とひどい目にあったって、前にフーちゃんから聞いたことがあるよ。詳細は知らんが。
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「チェリーさん。今はピークの時間だから、慣れないことをするよりも、慣れてるオーダー取りに専念したほうがいいかな。洗い物は、難しいしね」

「あっ！　やっぱり、難しいんだ！　道理で初心者のうちが、少し割っちゃうわけっしょ！」

「ん。チェリーさんが、かなり割っちゃうのは仕方が無いことかな」

「よかったぁ～！　それを聞いて安心したっしょ！　ありがと、ツバキっち！」

　大人の対応をしつつも、『初心者』を『チェリー』に、『少し』を『かなり』に訂正しちゃう辛辣なツバキさんであった。チェリーは、まったく気づいてないけど。

「でも、難しいからって、いつまでもできないわけにはいかないっしょ！　というわけで──」

「僕もツバキちゃんに賛成！　洗い物は夏休みに経験して慣れてるたんぽぽちゃんに任せて、ピーク時の今は、チェリーちゃんにはオーダーに専念してもらえると助かるな！　チェリーちゃんは、すごく可愛かわいいってお客さんからの評判もいいしね！」

「え!?　そうなんですか！　うわぁ！　嬉うれしいっしょ！」

　あっという間に飲み物を運び終え厨ちゆう房ぼうに戻ってきたのは、バイト仲間みんなを集めてのボウリング大会を虎こ視し眈たん々たんと企たくらむバイトリーダーの金かね本もとさん。尚なお、言っていることはあながち間違いではない。チェリーはドジだが美少女だ。だから、ドジッ娘こ新人さんとして常連さんから、やけに評判がいいのである。

「うん！　チェリーちゃんの笑顔は元気が出ていいね！　じゃあ、今はオーダーをお願いしてもいい？　他の仕事は、少し落ち着いたら如月君がちゃんと教えてくれるからさ！」

「はーい！　分かりましたっしょ！」

　助け舟を出しつつも、面倒事はしっかりと俺にパス。ちゃっかりさんである。

「如月きさらぎ君は、料理の準備ができたら、三番テーブルさんの所に持っていってよ！　それでピークが過ぎたら、天然きけ……っと、チェリーちゃんに仕事を教えてあげてね！」

　そこまで言ったら、言い直しても手遅れだと思うよ、金かね本もとさん。

　はぁ……。バイトという世界で最も偉い、土日祝日入れるバイトリーダーに逆らう権利なんて俺にはあるわけがねぇし、

「……はい。分かりました」

　新人研修って、大変だな……。




　ピーク時の忙しさは過ぎ去り、落ち着いた店内。

　ホールのほうは金かね本もとさんに任せ、先程の指示通り俺は……

「じゃあ、新しいお仕事教えて！　ジョーロっち！」

　この『天然危険物』に、仕事を教える時間になったのであった……。はぁ……。

「そうですね。じゃあまずは、このバイトで最も重要ともいえる……ひざをしっかり伸ばしてかかとから着地して、足の裏で地面を踏みしめる練習から……」

「ジョーロっち！　うちがほんのちょっと人より転びやすいからって、バカにしすぎっしょ！」

　ほんのちょっと？　今日だけですでに五回も転んでいる貴女あなたが、ほんのちょっと？

「他のお仕事！　うち、まだオーダーと清掃しか教わってないから、別のもやりたいっしょ！」

　ドジのくせに、プライドだけは一人前に持ちやがって……。

「……分かりましたよ。なら、今日は比較的安全な在庫確認と補充について教えますから」

「むぅ～……。なんか引っかかる気もしたけど、分かったっしょ！　うち、頑張るね！」

　新しいことが教われるからと、子供みたいにウキウキしてるのは可愛かわいいんだけど、子供より遥はるかに危険なのが考えものだよな……。




「それにしても、驚きましたよ。まさか、チェリーさんがここで働くなんて」

「うしし！　うちは今年で卒業だからね！　最後の春休みに目一杯遊ぶために、今からお金をいっぱい貯ためておくんだぁ！　……あ、豚肉が減ってるから、解凍しておくね！」

　厨ちゆう房ぼうの在庫確認＆補充をしながら軽い雑談。

　本来であれば、三年生には大学受験という大きな関門が控えているので、この時期からアルバイトを始めるなんてのは以もつての外ほかなのだが、チェリーは例外。実を言うとこの女、ドジだが成績は中々に優秀なのである。加えて、唐とう菖しよう蒲ぶ高こう校こうで生徒会長をやっていたという経歴持ち。

　それらで向上した内申点を利用して、一足先に推薦入試で受験を終わらせたのだ。

　だから、本来は受験勉強に専念する予定だった時間を使って、アルバイト。

　ちなみにもう一人、身近に推薦入試を終わらせた奴やつがいて……

「ねぇねぇ。コスモスっちは、どうなったの？　うちと同じで推薦入試だったよね？」

「はい。コスモスも推薦入試で希望の大学に合格しましたよ」

　うちの元生徒会長も、推薦入試で無事に希望の医大に合格したのだ。

　イルミネーション事件の時は、推薦入試の話が消える一歩手前までいったから、コスモスが合格したと知った時は自分のことのように嬉うれしかった。

「よかったぁ～！　うちだけ合格して、コスモスっちが不合格だったら……って、あれ？　今のジョーロっちのコスモスっちの呼び方……そっか！　唐とう菖しよう蒲ぶもだけど、西にし木き蔦づたも代替わりが終わったんだね！　それで、そういう風になったと！　うししし！」

　ドジなくせに、こういうところはよく気づくな。

「まぁ、本人からそうしてほしいって頼まれて……」

「あはは！　なるほどね！　うちは、コスモスっちの気持ちがよく分かるっしょ！　自分だけ三年生なのって、ちびっと寂しいからさ！」

　みたいだな。コスモスもよく、その件については不満を漏らしてるよ。

「特に寂しいのが修学旅行！　みんないなくなっちゃうから、一人だけ残されるのがきついんだよねぇ～！　もちろん、同級生の友達はいるんだけどさ！」

「そうですよね……。普通、そうやって大人しく待ちますよね……」

「あり？　ジョーロっち、なんか憂鬱な表情になってない？」

「いえ、そんなことありませんよ」

　目下、修学旅行がらみで一つ問題が発生しててな……。その件については、また後ほど。

「よしっ！　こっちの在庫確認と補充は終わったっしょ！　ねぇ、次は？」

「そうですね、なら……、厨ちゆう房ぼうの調味料の補充をしますか。……くれぐれも塩と砂糖を間違えないようにして下さいね」

「そんな初歩的なミス、しないっしょ！　だから、安心してだいじょーぶ！」

　つまり、もっとすごいドジをすると。一瞬たりとも、気を抜けないな……。

「……ふふっ！　アルバイトするのって、新鮮で楽しいっしょ！」

　ソースの補充をしながら、やけに弾んだ声を出すチェリー。

　俺としても、チェリーが自分のバイト先にいるってのは、やけに新鮮味を感じる。

「チェリーさんは、今までアルバイトをしたことはなかったんですか」

「そだねぇ～！　前までは生徒会長をやってたし……、それ以外の時間は……、その、ほら、図書室の手伝いとかしてたからさ……あはは……」

　しまった。そんなつもりはなかったんだが、余計なことを思い出させちまった……。

　チェリーが表情を曇らせたのは、繚りよう乱らん祭さい直後にあった一つの大きな変化が原因だ。

　その変化とは、今まで『幼おさな馴な染じみ』だった二人の関係が、『恋人』へと進展したこと。

　これだけ聞くとおめでたい話なのだが、チェリーにとってはそうではない。

　なにせ、その変化の代償として、チェリーの絆きずなは消滅してしまったのだから……。

「やっぱり、なんていうかさ、まだ前みたいに話すのは難しくてさ……。も、もちろん！　嫌いなわけじゃないよ？　でも、複雑な気持ちになっちゃって……。実は繚りよう乱らん祭さい以降、一度も話してないんだよね……。あ、つきみっちとフーちゃんとは普通に話してるからね！」

　チェリーの大切な絆きずなが全て消滅していなくてよかったと安心する反面、複雑な気持ちも生まれる。やっぱり、今はオーストラリアにいるあの男との絆きずなは消滅したままか……。

「チェリーさんなら、友達として仲良くしていけるんじゃ？」

「そんな簡単に切り替えられないっしょ……」

　そうだよな……。今までずっと好きだった奴やつに恋人ができたからって、そんな簡単に諦めて、気持ちを『友達』に変えられるわけがないか……。

「あー、そんな悲しそうな顔をしないでよ！　うちは大丈夫だから、気にしないでいいっしょ！　それよりも、ジョーロっちは自分のことを気にしないと！　まだまだ大変でしょ？」

　ソースの補充を終え、塩用の缶に補充をしながら、パッと笑顔を浮かべるチェリー。

「俺が大変？　それって……」

「みんなと約束してるんだよね？」

　チェリー、その話知ってたんだな……。

「……はい。『二学期のおしまいに一人にだけ気持ちを伝える』って、約束をしてます」

「え！　そんな約束なの!?」

　そんなにビックリする内容か？　俺おれ達たちの現状を考えると、ベストな約束だと思うのだが……、

「うーん……。それじゃ、ダメだと思うけど……まっ！　ジョーロっち達たちがそう決めてるなら、うちが余計なことを言うのはなしっしょ！」

　やけにつまらなそうというか、不服そうな声だな。後半はいつも通りだけど。

「どういう意味ですか？」

「なーいしょ！　今、余計なことは言わないって言ったばっかだしね！」

　なんか肝心なところだけ、はぐらかされてモヤッ……いや、すっげぇモヤモヤする。

　正直、恐ろしいまでに不安が募っていくよ。この先は、もうダメかもしれないな……。

「そんな暗い顔しなくても、大丈夫っしょ！　なるようになる！」

　いや、どうにもならないだろうな……。

「それに、うちはジョーロっちに何があったとしても、ここで一緒に働くバイト仲間っしょ！　だから、安心してね！」

「……ありがとうございます」

「うしし！　どういたしまして！　うちは、優しくて頼りになる年上のお姉さんだからね！」

　そうだな。人をからかうのが少し好きな優しいお姉さんだよ。

　ただし……

「よーし！　あとちょっとで塩の補充が──」

「チェリーさん、それは小麦粉です」

　宣言どおり、塩と砂糖を間違えるよりも遥はるかにすごいドジをやらかしたな……。

　視界がすっげぇモヤモヤして、状況を理解した時には恐ろしいまでに不安が募ったぞ。

　はぁ……。この先は、もうダメかもしれないな……。

「わっ！　わわわっ！　ジョーロっち、どうしよぉ～……」

　な？　どうにもならないだろ？

「落ち着いて中身を取り出して下さい。いいですか？　ゆっくりとですよ？　本当にゆっくりと慎重にやって下さいよ？　ここには、火があるんですから」

　バトルアニメ御ご用よう達たし、みんな大好き粉ふん塵じん爆ばく発はつをこの店で起こすわけにはいかんからな。

　チェリーを頼りになる年上のお姉さんと思える道のりは、まだまだ長そうだ。




「よしっ！　ちょっち間違えちったけど、今後こそ補充は終わったっしょ！」

　君の『ちょっち』って、常識の十倍ぐらいあるよね。

　どういう物差しで計っているのか、気になって仕方がないよ。

「ねぇねぇ、次は？」

「そうですね……。なら……」

　大人しくチェリーの慣れている清掃をやらせるか？　あれなら、少しの被害で済むし。

「あっ！　そうだ！　たんぽぽっちとの関係がこのままなのは寂しいし、この機会を活いかして仲良くなるっしょ！　というわけで……」

　天然危険物さん、貴女あなた様さまは何を笑顔でほざいて移動を始めていらっしゃるのです？

　そちらにあるのは洗い場だけですよ？

「むふふふ！　どうですか、ピカエル？　ちゃんと、ピカフィムとピカトロンと仲良くしていますか？　もうすぐ、新しいお友達ができますからねぇ～。むふふぅ～ん！」

　たんぽぽ、今すぐ逃げろ!!　のん気にピカピカ天使を量産してる場合じゃねぇから！

「たんぽぽっち～、うちもお皿洗いをやるっしょ！　一緒に仲良く頑張ろっ！」

「ひょわっ！　悪あく魔ま原ばら先せん輩ぱいが、無む垢くな笑顔でこっちに近づいてきています！　ダ、ダメです！　貴女あなたはこっちに来ないで下さい！　ここは、私が一人でやりますから！」

「あはは！　遠慮しないで大丈夫っしょ！」

「だ、大丈夫じゃありません！　ひぃぃぃぃ！　誰か……誰か助けて下さいぃぃぃぃ!!」

　普段はロクでもないことをする担当のたんぽぽが、完全にビビッてやがる……。

　その気持ちはよく分かるんだけどね。いや、ほんとチェリー、止まって。

「そんなに脅おびえないでよ！　ほら、今は手が空いてるし、一緒に……うきゃぁぁぁ！」

　案の定、何もないところでずっこけたチェリーは、そのままたんぽぽのほうへダイブ。

「……ととっ！　よし、踏みとどまったっしょ！」

　おおっ！　洗い場につかまって、どうにか転倒を阻止した……のだが……

「ひょぉぉぉぉぉ!!　ピカフィム！　ピカトロン！　ピカエルゥゥゥゥゥ！」

　代償として、ピカピカ天てん使し達たちが悪魔によって粉々に砕け散らされたのであった……。

「ご、ごめんね、たんぽぽっち！　うちの不注意で……」

「ピカエルが、ピカエルがぁ～……。私の天てん使し達たちが、見るも無残な如月きさらぎ先せん輩ぱいの顔面みたいになっちゃいましたぁ～！　びゅぇぇぇぇん！」

「これで、三十枚目。お店の記録更新はまだまだ続きそうかな……」

　さて、何だかとても面倒そうな状況だし、俺は自分の仕事に専念するとしようか。

　ちょっとだけたんぽぽに同情したけど、最後の台詞せりふで一気にその気持ちは失うせたわ。

「ひっく！　ひっく！　うぅぅ……、これだから悪あく魔ま原ばら先せん輩ぱいは怖いんです！　ですが、私は負けません！　一生懸命お皿を洗って、必ず辿たどり着ついてみせるんです！　むしゅるるる！」

　どうでもいいけど、なぜたんぽぽは野や球きゆう部ぶで忙しいのに臨時アルバイトを始めたんだ？

　欲しいものでもあるのか？　謎である。





※






　──翌日。

　繚りよう乱らん祭さいではほとんど人が訪れなかった図書室だが、あくまでそれは繚りよう乱らん祭さい期間だから。

　再び活気付いた図書室には大勢の生徒が訪れていて、今日も大忙しだ。……ただし、俺は休憩時間に突入したので、今はまったりと平和に──

「ジョーロ君！　今日こそは、首を縦に振ってもらうからね！」

「そうなの！　いい加減、我わが侭ままを言うのはめっ！　なの！」

　過ごせそうにないのが、非常に大きな悩みだ。

　俺の左右にそれぞれ座って、やけに鋭い視線でにらみつけてきているのは、元生徒会長のコスモスこと秋あき野の桜さくらと、ツバキの幼おさな馴な染じみであるヒイラギこと元もと木き智ち冬ふゆ。コスモスの片手には愛用のコスモスノートが、ヒイラギの片手には札さつ幌ぽろのガイドブックが握り締められている。

　はぁ……。今日もこいつらの相手をしなきゃなんねぇのか……。

　実を言うとここ最近、コスモスとヒイラギは、俺にしつこく訴えてきてることがあるのだ。

　で、それが何かという話だが……

「いい加減、私の修学旅行参加を認めるんだ！」

　というわけである。

　まさか、自分だけが修学旅行で取り残されるのが嫌だからって、三年生にもかかわらず参加を目論もくろむとは……。生徒会の代替わりが終わってから、コスモスのアホ化が深刻で困る。

「そうなの！　コスモスさんがいなくなったら、大変なの！　北ほつ海かい道どうという異国の地には、危険がいっぱいなの！　鉄壁に鉄壁を重ねないと死んじゃうの！」

　黙れ、人見知り。そもそも、北ほつ海かい道どうは日本国内だ。

　はぁ……。今日の図書室の休憩時間は、コスモスとヒイラギ……それにひまわりと一緒だったから、またこの話をされると思ったが案の定だ。ほんと、いい加減諦めろよな。

「あのですね、コスモス会ちょ……」

「呼び方！　それに喋しやべり方かたも違う！」

　ムスッと頰を膨らませて、思い切りクレームを飛ばすコスモス。

　まだ、みんながいる場所で呼ぶのには慣れてねぇんだよ……。

「あのな、コスモス……」

「うん！　なんだい？」

　言い直すと、パッと明るい表情に戻って俺を見つめてきた。

　……これも俺おれ達たちの間で起きた、一つの変化だ。

　コスモスは少し前に、無事に任期を終えて生徒会長という役職を後輩へと譲った。

　その際、『もう、私はコスモス会長じゃない。だから、そう呼ばないでほしい。……あ、あと、できれば喋しやべり方かたも……他の皆と同じほうが、いいな』と俺は頼まれた。

　やけに、可愛かわいい表情で甘えるように言うもんだから、ついつい俺は了承。

　結果として俺は、コスモスを『コスモス』と呼び、敬語もやめることになったわけだ。

「ジョーロ君！　なぜ、何も言わないんだい！」

　おっと、いかんいかん。つい、どこの誰とも知らぬ人への説明に専念して、コスモスへの返答を失念していた。俺、うっかりである。……さて、面倒でしゃあないが、ここ最近の定番イベント、『コスモス修学旅行参加大作戦』を今日も阻止させてもらうとするか。

「前から言ってるが、修学旅行で札さつ幌ぽろに行くのは二年生だけだ。だから、コスモスは来るな」

「ふっ……。そう言うと思ったよ……」

　そのドヤ顔、なに？

「ジョーロは、私わたし達たちを過小評価してるの！　私わたし達たちの実力を見せてやるの！」

　妥当な評価をしている気しかしないけどね。

「ということで、最初の作戦なの！　ジョーロを上機嫌にするために、焼き鳥をあげるのぉ～！　とってもとっても美味おいしいから、ちゃんと食べるの！　はよはよ！」

　なんか口にグイグイ焼き鳥を押し付けられた。美味うまいけどうざい。

「ほんなほほひへも……んぐ。こんなことしても、俺の意見は変わらねぇぞ」

「ジョーロは愚か者なの！　これは、あくまでも作戦の第一段階！　ここからが、私わたし達たちの作戦の本領発揮なの！　……さぁ、コスモスさん！　後は全部お任せするのぉ～！」

　本領発揮と同時に戦線を離脱すな、愚か者。

「任せてくれ、ヒイラギさん！　では……うぉっほん！」

　何やら仰々しく、咳せき払ばらいをしている。もはや、その仕草が軽くアホである。

「じゃっじゃーん！　ジョーロ君、これを見てくれ！」

　愛用のコスモスノートを広げ、体半分を俺に密着させるコスモス。年不相応な無邪気な笑顔とは逆に漂ってくる上品で大人びた香り。

　こいつ、わざとやってんのか？　いや、そんな器用な奴やつじゃない。

「ジョーロ君の『修学旅行は二年生がいくもの』という話だが、その通りだ！　だから私は、あくまでも個人の札さつ幌ぽろ旅りよ行こうとして参加することにしたよ！　幸い、修学旅行は土曜日から！　学校はお休みだし、これなら私がついていっても問題ないだろう？」

「修学旅行が三泊四日で、月曜日と火曜日が食い込む件については？」

「そこも問題なしさ！　中間テスト以降、三年生は受験勉強に専念するために自由登校になっている！　だが、私は推薦合格のおかげで受験勉強の必要がない！　何か学校で問題が起きた場合も、山やま田だに対応するようお願いしておいたからバッチリさ！」

　ちなみに山やま田だっていうのは元会計の人だ。

　大して重要でもないし、紹介は軽く済ませるぞ。

　山やま田ださん、モブキャラ。以上。

「ふふっ。あとは……分かるね？」

　せめて、日曜日に帰るから大丈夫と言ってほしかった……。

　完全に頭の中がお花……いや、ここは北ほつ海かい道どうにちなんでラベンダー畑状態と言っておこう。

「この時のために、ヒイラギさんのお店で臨時アルバイトとして働かせてもらって、旅費もバッチリ準備したからね！　学校や家族には迷惑をかけないよう考慮した、ジョーロ君を好きにつれまわせる完璧なプランさ！」

　俺への迷惑が、完璧に考慮されてないプランだね。

「コスモスさんはすごいの！　お料理も上手だし、手て際ぎわもいいし、お手伝いしてくれて大助かりだったのぉ～！」

「ははは。褒めすぎだよ、ヒイラギさん。それに、感謝するのは私のほうさ！　今まで、アルバイトの経験なんて一度もなかったから、すごく有意義だったよ！」

　その経験、次からはツバキの店でやってくんない？　うちのドジっ娘こ新人と交代で。

「さぁ、ジョーロ君！　これなら私が一緒に修学旅行に行っても──」

「コスモスは大人しくこっちにいろ」

「えぇぇぇぇぇぇ!!」

　なに衝撃面をぶちかましてやがる？　むしろ、てめぇの発想が衝撃的すぎるわ。

「なぜだい、ジョーロ君!?　私のプランは完璧だったじゃないか！　それに、私はすごく役に立つよ！　去年の経験を活いかした、完璧な旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんのナビゲート！　スノーボードの指導！　もはや私は、北ほつ海かい道どうに欠かせない人材と言っても過言ではないはずだ！」

　北ほつ海かい道どうに謝れ。去年行った程度で制した気になるな。

「そうなの！　ジョーロが首を縦に振ってくれないと、コスモスさんとツバキに甘えに甘える、私のプランが木こっ端ぱ微み塵じんに砕けちゃうの！　そんなことになったら、死んじゃうの！」

　どうやらこいつらの反応からして、作戦とやらはここまでのようだな。

　せめてもう少し綿密に、俺を説得するプランを用意しろよ……。

「何を言われようが知らん。ついてくるな」

「そ、そんなっ！　私はこの時のために、一生懸命勉強をして推薦入試で合格したんだよ!?　なのに、こんなのって……こんなのって、あんまりだぁぁぁ！」

　その理由があんまりだよ。この女、とんでもねぇ理由で推薦入学を決めてやがる……。

　いちいち、ヒイラギと二人で俺の腕をつかんでブンブン振り回すな。

「やだやだやだぁ～！　私もジョーロ君と遊ぶぅ～！」

「ジョーロ、お願いなのぉ～！　私はただ、楽して生きたいだけなのぉ～！」

　どっちもひどいが、特に後半のヒイラギがひどい。

「うぅぅぅぅ……！　こうなったら、奥の手を使うしか……」

　コスモスが泣なきっ面つらでパラパラとノートをめくり始めたのだが、何を企たくらんでいる？

「ひまわりさん！　君からもジョーロ君に言ってやってくれ！」

「ふぇ？　え？　わ、わたし？」

　まずいぞ……。ひまわりは、謎のひまわり理論を問答無用で押し通す力を持っている。

　そして、俺はそういう時のひまわりには、なぜか分からないが絶対に逆らえない。

「ほら！　幼おさな馴な染じみの君から我わが侭ままなジョーロ君に言ってもらえれば、きっと伝わると思うんだ！　私が、北国の雪を全て溶かす程に熱き想おもいを秘めているということに！」

「ナイスアイディアなの！　ひまわりちゃん、駄々っ子のジョーロに言ってやってほしいの！　幼おさな馴な染じみのひまわりちゃんが言えば、きっとジョーロはイチコロなのぉ～！」

　絶賛、我わが侭ままな駄だ々だっ子こ娘むすめ達たちが全力で自じ分ぶん達たちを棚に上げている。

「……っ！　んと、その……」

　まずいぞ！　このままだと、コスモスがマジで修学旅行に参加しちまう！　絶体絶命だ！

　──と、普段なら考えていたかもしれんが、今だけは例外だ。

「えとね……。わたしには、何もできないよ……」

「なっ！」

「うぇっ！」

「ほら、ジョーロも困っちゃってるしさ。あははは……」

　これも俺の周囲に起きた変化の一つで、…………あまりいい変化ではないのだが、どうにもここ最近、ひまわりの様子がおかしいのである。今までも修学旅行の話にもまるで参加せず、静かに飯を食うだけ。いつものひまわりなら、こんな態度は絶対に有り得ない。

「そ、そんなっ！　……ひまわりさん！　君だけなんだ！　幼おさな馴な染じみの君だけが、ジョーロ君を無理矢理にでも丸め込むことができる！　そうしないと、私は修学旅行に──」

「コスモスさんは去年行ったでしょ？　今年は、二年生がしゅーがくりょこーに行くんだから、ちゃんと我慢しないとダメだよ」

「はぅっ！　正論が……、ひまわりさんの口から正論が……」

　ひまわりの力を借りて、修学旅行に行こうと目論もくろんでいたコスモスの狼ろう狽ばいっぷりがすごい。

　確かに、ひまわりの口から至ってまともな正論が出てくるのは、ちょっと怖いよ。

　が、しかしだ。現状においては、これは俺にとって非常に好都合な展開なわけで、

「二人とも、話は聞いていたよな？　ひまわりの言う通りだから、コスモスは大人しくこっちで待っとけ。ちゃんと土産は買ってきてやるから」

「やだ！　元生徒会長として、そんな正論を聞き入れるつもりはない！」

　聞けや。元生徒会長として、そんな正論を聞き入れろや。

「代替わりも終わって、生徒の模範として行動しなくなってもよくなった！　受験も推薦入試で終わらせた！　だから、私は自由！　自由に自分のやりたいことをやるって決めたんだ！」

　昔の冷静沈着なコスモスは、いったいどこにいってしまったのやら……。

「ジョーロ、ちゃんと考えるの！　北ほつ海かい道どうの冬空の下、たった一人美味おいしくジンギスカンを頰張ったり、楽しく白熊さんを見たり、雪山でスキーをはしゃぐ私が可哀かわい想そうだと思わないの!?」

「まったく、思わない」

　全力でエンジョイする気満々じゃねぇか。

　なに、すげぇ勢いでガイドブックを広げて、こっちに見せつけてきてやがる。

「そろそろ休憩時間も終わるし、話はここまでだ。コスモスは、修学旅行にはついてくるな。……いいな？」

「うぅ……。分かったよ……。ジョーロ君がそこまで言うなら……」

「あぅ～……。さみしいのぉ～……」

　ひまわりという味方を得られなかったからか、コスモス達たちはションボリとしながら、俺の言い分を聞いてくれた。無事、『コスモス修学旅行参加大作戦』を阻止できてよかったのだが、

「あははは……。コスモスさんも、ヒイラギちゃんも元気だね……」

　本当に、ひまわりの奴やつはどうしちまったんだ？





※






　帰りのＨＲが終わりを告げ、放課後に突入。

　今日の予定は、図書室の手伝い。アルバイトは入っていないが、さっきチェリーから『今日は金かね本もとさんから色々教わって、メキメキ腕をあげとくっしょ！』と連絡がきた。

　ついでに金かね本もとさんから『今日、本当に入れない？』と連絡も来たが、そっちは未読スルー。

　頑張れ、法律よりもシフトを守る、我らがバイトリーダー。

「なぁ、どこ行く？　……あ！　時計台は絶対な！　あと、テレビ塔も！」

「お土産はやっぱり、白い恋人だよな！　北ほつ海かい道どうの代名詞みたいなお土産だし！」

「私、中学校の時はスキーだったから、今回はスノボに挑戦しようと思ってるんだぁ！」

　教室内に響く、クラスメート達たちの弾んだ声。

　みんな、どこか浮き足立っているように見えるのは、今週末の修学旅行の影響だろう。

　ただ、そんな浮かれモードのクラスで、唯一沈んだ表情を浮かべているのは……

「部活、行かなきゃ」

　我が幼おさな馴な染じみのひまわりである。

　丸めた背中に背負うようにラケットを持ち、トボトボと教室をあとにしようとする姿。ただでさえ小さい体が、より小さく見えた。……さて、今日も少しばかし挑戦してみるか。

「なぁ、ひまわり」

「う？　なーに、ジョーロ？」

　虚うつろな瞳が目立つ、弱々しい表情で振り向くひまわり。

　以前にあったイルミネーション事件の時とは異なり、すぐに逃げ出さないでくれるのはありがたいのだが、それがひまわりの元気を回復させることとは直結しない。

「どうしたんだ？　何かここ最近、やけに元気がないように見えるんだが？」

「あはは……。そんなことないよ」

　そんなことあるわ。愛あい想そ笑わらいしかしねぇひまわりなんざ、長い付き合いで初めてたぞ。

　今日こそは元気を出せずとも、せめて事情くらいは……

「じゃ、わたし、部活いくね。ジョーロも、図書室がんばってね」

「あっ！　待ってくれ！　まだ俺の話は──」

「ひまわり！　部活に行くのでしたら、私も一緒に行きますよ！　今日は新しん聞ぶん部ぶで、テニス部の取材をさせてもらうつもりでしたから！」

「あすなろちゃん。……うん、分かった」

　しまった。もっと詳しく話を聞こうとしたら、あすなろがやってきたぞ。

　こうなると、ひまわりとこれ以上話すのは難しそうだ……。

　あの男とチェリーの話じゃないが、実は俺とあすなろの関係も、あまりいいとは言えない状態なんだよな……。仲が悪いわけではないが、必要最低限の交流だけ。事実、俺は繚りよう乱らん祭さい前日に行われた灯火式以降、自分からあすなろに一度も話しかけられていないのだから……。

「ふふっ！　ジョーロ、ひまわりと話したいかもしれませんが、またの機会にして下さいね！　今は、私と一緒に部活へ行くんですから！」

「お、おう……。分かったよ……」

　こうして、あすなろに笑顔で話しかけられても、つい他人行儀な態度をとってしまう自分が情けない。色々とうまくいかねぇな……。

「では、ジョーロ！　失礼しますね！」

「ばいばい。……ジョーロ」

　明るく微笑ほほえむあすなろ、暗く沈むひまわり。対照的な態度で、二人は教室を去っていった。

　はぁ、今日も失敗かよ……。なら、俺も図書室に──

「ちょ、ちょっと、ジョーロ！」

「どわっ！　なんだよ、サザンカ？　いきなり腕を引っ張ってきて」

「ジョーロに話があるから、引っ張ったの！　えっと、ここじゃなくて……」

　背後からグイと引っ張ってきたと思ったら、自分的に腕をつかんだ場所が気に入らないのか、手を移動させてはニギニギとつかみ心地を確認している。

　いや、これ、結構恥ずかしいんだけど……。

「うん！　ここねっ！」

　どうやら気に入るスポットを発見したようで、そこでニギニギはストップ。

　ほんの少し赤く染まった頰のまま上機嫌に微笑ほほえんでいて、正直とても可愛かわいい。

　さて、これまで紹介してきた様々な変化も、いよいよ大詰め。

　繚りよう乱らん祭さい以降、最大の変化をしたともいえるサザンカこと真ま山やま亜あ茶さ花かさんのお出ましだ。

　以前までのサザンカは、ちょっと素直じゃなくて恐ろしい存在だったのだが、繚りよう乱らん祭さい最後でのあの一件以来心境が大きく変わったのか、今のサザンカは素直というか、今まで押しとどめていた感情が決壊したかのごとく溢あふれ出だしているのである。……では、その様子をご覧あれ。

「やったっ！　今日もちゃんと話しかけられたっ！」

　こんな素直に笑うサザンカなんて、ちょっと前まで滅多に見られなかったよな。

　すげぇ可愛かわいいし、なんだかいい雰囲気ではあるんだが、

「「「「アッセンブル！」」」」

　背後に立つカリスマ群の皆様が、雰囲気をぶち壊しちゃってるんだよね……。

『アッセンブル』って、『集める』とか『組み立てる』って意味なんだけど……、多分どこぞの映画に影響されて、あまり意味を考えずに言っているのだろう。

「あ、あのさっ！　ジョーロって、前に生徒会で書記をやってたわよね？」

「まぁ、やってたな……」

「そ、そうよねっ！　そうよねっ！　じゃ、じゃあさ……、こ、今度あたしにその時のことを教えてくれない？　ほ、ほらっ！　ノウハウの共有って大事でしょ？」

　ああ、そういうことか。サザンカが、何のために話しかけたか理解できたぞ。

　実を言うと、サザンカは繚りよう乱らん祭さいの後に行われた生徒会の代替えで、『生徒会　書記』の座についたのだ。ちなみに生徒会長になったのは、パンジーと同じクラスでソフトボール部のキャプテンのプリムラこと早さ乙女おとめ桜さくら。

　ソフトボール部をやりながら、生徒会もやるっつーのはかなり大変だと思うが、いつもの飄ひよう々ひようとした態度で『ま、何とかやってみまひょ！』とカラカラと笑っていた。

　で、そんな新生徒会長プリムラから直々に生徒会役員として指名されたのが、サザンカ。

　プリムラとしては、副会長になってもらいたかったそうだが、サザンカに『書記ならやってもいい』と言われて、そこは折れたらしいが。

「ちょっとっ！　なんで何も答えないのよ！」

　おっと、いかんいかん。つい、どこの誰とも知らぬ人への説明に専念してしまって、サザンカへの返答を失念していた。俺、またもやうっかりである。

「も、もしかして、迷惑、だった……？」

「別に迷惑じゃねぇぞ。ただ、俺の後に書記になった奴やつがいるから、そいつからノウハウを教わったほうがいいとも思うんだが……」

「大丈夫！　そっちはもう、バッチリ終わってるから！　引継ぎは完璧よ！」

　それ、俺いらなくね？

「ね、ねぇ、だから教えてよ！　そ、その……あれよ？　何も教えることがなくても大丈夫だから！　ただ、一緒にいたい口実だから！」

　な？　すげぇ変化だろ？　ダムが完全に決壊してるんだわ。

「……分かった。なら、俺が知ってる範囲のことでよければ教えるよ」

「ほんと！　やったぁぁぁぁ！」

　キュッと俺の腕を握っていない手を握り締め、尻尾でもついていたらパタパタと左右に振ってそうな笑顔を浮かべている。ほんと、仕草までも俺の好みドストライクすぎて困る。

「ただ、今日の放課後は図書室があるから……」

「うん！　今度、ジョーロの家で教わるね！」

　ん？　どういうことかな？

「いや、普通に学校で教えれば……」

「何考えてんのよ！　それじゃ、二人きりになれないでしょ！」

　こっちの台詞せりふだ。てめぇこそ、何を考えてやがる。

「別に俺の家じゃなくても……」

「な、なにがそんなに嫌なのよ……はっ！　まさか、ジョーロの家じゃなくて、あ、あ、あ、あたしの家ぇ!?　えと、色々準備しなきゃだけど、それはそれで……」

　違う、そういうことを言ってるんじゃない。一人で大盛り上がりせんでくれ。

「でも、大丈夫かな？　パパが最近、色々うるさいし……あ、そうだ！　パパをちょっと丸一日家から追い出そっ！　これで、問題解決♪」

　父親の扱いが大問題である。

　んなことされたら、真ま山やまのおっさん泣き狂うぞ。……主に、ツバキの店で。

「分かったわ！　じゃあ、今度あたしの家で──」

「いや、俺の家にしておこう」

　ツバキの店に、父の災害を持ち込むわけにはいかんからな。

　少し……っていうか、大分恥ずかしいが、そっちのほうがいいだろう。

「そ、そう？　分かったわ！　じゃあ、今度ジョーロのお家うちで教えてね！　そんな心配しなくても大丈夫よ！　ちゃんと親御さんにも挨拶するし……、もし、親御さんがいなくても、それはそれで……はっ！　ダメよっ！　さすがに、その段階にはまだ至ってないわ！」

　現段階がどこに至ってるか、まず詳しく教えてくれ。

「と、とにかくそういうことだから！　あたしは、生徒会行くわね！　バ、バイバイ！」

「あ、はい」

「やった！　やったぁぁぁぁ！」

　言いたいことを言いまくって、目的を達成したことに満足したのか、サザンカはパタパタと足と声を弾ませて生徒会へと向かっていった。そして、取り残された俺に、今日一緒に図書室業務をやるカリスマ群Ｅ子さん……改め、アイリスこと目め崎ざき恵え文ふみが近づいてきた。

「サザンカはああ言ってたけど、ジョーロが本気で頼めばどこまでもやってくれると思うよ！　というわけで、まずはよからぬ頼み事を考え──」

「何も頼まねぇから、その情報は必要ない」

　目を輝かして、ロクでもねぇことを言わんでいい。

「ちぇ～……。ま、いっか！　もうすぐ修学旅行だしね！　そこで、サザンカによからぬアドバイスをすれば……ぐへへ……いける！　いけるよ、これ！」

　率先してよからぬアドバイスを考え、ぐへへする親友とは、これいかに？

　どうやら歯止めがきかなくなったのは、サザンカだけではないようだな……。





※






　教室をあとにして、アイリスや他のカリスマ群の皆様と一緒に図書室業務。

　放課後も昼休み同様大忙しの図書室だが、それなりに落ち着いてきたので、少し休憩をさせてもらうことにした。もちろん、一人で休むのではなく、

「ったく、みんな修学旅行だからって、浮かれすぎなんだよ」

「あら？　それはつまり、ジョーロ君も浮かれていると思っていいのかしら？」

　西にし木き蔦づた高こう校こう図書委員、昭和を感じさせる三つ編み眼鏡……パンジーこと三さん色しよく院いん菫すみれ子こも一緒だ。今日もわざわざ準備してくれたクッキーと紅茶を、読書スペースのテーブルに配置。

　相変わらずの絶品で、思わず頰が緩みそうになる。

「……まぁ、それなりにな」

　なんとなく、素直に認めるのが癪しやくだったので、濁した形で返答。

「ふふっ。今日も素直じゃないのね」

　ま、こいつに通用するわけがねぇんだけどな。

　二学期最後のビッグイベント、修学旅行。大きな不安もあるが、もちろん俺だって楽しみだ。

　初日の札さつ幌ぽろ観かん光こう、二日目の旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えん、三日目のスキー・スノボ教室。宿泊する香こう峰ほう旅りよ館かんも、露ろ天てん風ぶ呂ろから見える星空が絶景という、中々にいい雰囲気の旅館だ。

　折角そんな場所に行くんだし、やりたいことは沢山ある。……特に一つ、向こうに行かなきゃ絶対にできないことがあるから、そいつだけは何が何でもやり遂げるつもりだ。

　まぁ、本当にできるのかと聞かれても、堂々と胸を張れないのが悩みではあるが……。

「で、パンジーのクラスはどうなんだ？　こっちと似たようなもんか？」

「そうね。私のクラスも、ヒイラギを除いてみんなとても楽しみにしていたわ」

　つまり、パンジーも修学旅行が楽しみってわけね。

　てめぇだって、素直じゃねぇじゃねか。

「ヒイラギは、修学旅行が楽しみじゃねぇのか？」

「『ジョーロを説得するのを手伝ってほしいの！　このままだと、私とコスモスさんがかわいそう過ぎるの！　修学旅行、怖いの！』と言っていたわ」

「……ヒイラギといい、コスモスといい……本当に諦めの悪い奴やつらだな……」

「そうね。さすがに今回のコスモス先せん輩ぱいの考えには、私も同意できないわ。他人に迷惑をかけてまで自分のやりたいことをやるなんて、感心しないもの」

　おっ。なぜか知らんが、今日のパンジーはいつもと比べると随分と常識的だな。

　こいつなら、あっさりと『別に認めてあげればいいじゃない』とか言うと思ってたわ。

「ところで、その修学旅行でコスモスさん達たちの件とは別に、一つ困ったことがあるの」

「ん？　困ったこと？」

「ええ……。しかも、それはジョーロ君が大きくかかわっていることよ……」

　ちょっと待ってくれよ……。俺が大きくかかわる修学旅行の困ったことだと？

　まさかこいつ──っ！

「これを見てちょうだい」

　ふむ。こいつは、修学旅行の部屋割りが書いてある紙だな。

　パンジーの部屋は、ヒイラギにプリムラ、……それに、繚りよう乱らん祭さいで俺にトラウマをゴリゴリ刻み込んだパインちゃんがいるのか。して、これがどうしたというのだ？

「なぜか分からないけど、ジョーロ君と私が同じ部屋じゃないの」

「…………俺は、てめぇがその発想に行き着いたのが、なぜか分からないのだが？」

「仕方がないから、夜に私の部屋にジョーロ君が忍び込める侵入ルートを確保しておいたわ。この地図のとおりに移動すれば、先生に見つからずに私の部屋に来れるわよ」

「俺の発言を全力でスルーして、話を進めてんじゃねぇよ！　てめぇが一番、俺に迷惑をかけて自分のやりたいことをやろうとしてんじゃねぇか！」

　俺が思い浮かべた内容と全然違うけど、すっげぇ困らせてきてるんですけど！

　ついさっきまで、コスモスに言ってた言葉はなんだったんだ!?

「心外ね。私は、至っていつもどおりの常識の範はん疇ちゆうで行動しているわ」

「そうだな！　てめぇの常識の範はん疇ちゆうは迷惑極まりなかったな！　ぜってぇ、いかねぇよ！」

「はぁ……。本当にジョーロ君は、動物園で飼育されている豚以下の危機管理能力ね」

　危機管理能力がたけぇから、いかねぇんだっつうの！　余計な毒舌を挟んでくんじゃねぇ！

　──と、言いたいところだが、何やらパンジーの余裕ぶった笑みが気になる。

「どういうことだよ？」

「もしジョーロ君が自分の部屋にいた場合、私は間違いなく貴方あなたの部屋に向かうわ。……いえ、私だけじゃなく他にも何人か……、貴方あなたの部屋に向かう可能性のある女の子がいる」

「……で？」

「つまり、ジョーロ君は私の部屋に来ないと、大勢の女の子が貴方あなたの部屋に訪れて、先生の見回りの際に全員がジョーロ君のお布ふ団とんに入るという珍事態が発生するわ」

「全員、自分の部屋で、大人しくしてればいいだけじゃねぇかよ！」

「それができれば苦労はしないわよ……。だから仕方なく、特別にジョーロ君を私の部屋に招いて、ブッキングを阻止してあげようとしているのよ？」

「さも親切してる風に語ってんじゃねぇ！」

　なんの変化がなくても、一番迷惑なのはぶっちぎりでこいつだよ！　ほんと、なんなの!?

「……だって、そうでもしないと一緒にいれないのですもの」

「何でだよ？　修学旅行には一緒に行くわけだし……」

「私、ジョーロ君とクラスが違うわ……。修学旅行中、一日目も二日目も、クラスで割り振られた班で行動する。だから、ほとんど一緒にいられない……」

　うっ！　急にしおらしくなったと思ったら、変なことを言い始めやがって……。

「折角の、高校生でたった一度の修学旅行なのに、一緒にいられないなんて……さみしいわ」

「仕方ねぇだろ。クラスが別なのは、どうしようもねぇことだし」

「……さみしいわ」

　まずい……。何か変なスイッチが入ったのか、パンジーがドンドン落ち込み始めたぞ。

　小さく俺の制服をつまんで、顔をうつむかせちまってる。

「だ、大丈夫だって！　三日目のスキー・スノボ教室はクラス合同の自由時間があるじゃねぇか！　だから、そこで一緒に──」

「あら。つまり三日目は、私と一緒にいてくれるのね？」

「ぐっ！　て、てめぇ……」

　……やられた。こいつ、初めからこれを俺に言わせるために……。

「い、いや、そうなるとは──」

「ふふふっ。修学旅行でジョーロ君と一緒に遊べるなんて、とても楽しみだわ」

　もはや、俺の意見を聞くつもりはないと言わんばかりに、問答無用で話を進めてやがる。

　かなり強く否定すれば止められるかも知れねぇが、それをした場合、この女が何をしでかすか分からなくて、恐ろしくて止められない。

「はぁ……。分かったよ……。んじゃ、三日目の自由時間はてめぇと一緒にスキーかスノボをやってやるよ。ただ、他のみんなも一緒だからな」

　そう言うと、幸せそうな笑顔を浮かべ、ソッと俺の手の甲に自分の手を重ね──

「ええ。ジョーロ君と一緒にいられれば、それで十分満ぞ……」

　──ようとしてきたので、即座に撤退。これ以上、調子に乗らせるわけがないだろうに。

「左手は添えるだけよ」

「どっかのバスケ漫画の名言っぽく言っても、やらせねぇもんはやらせねぇから！」

　本当に、この女のメンタルはどうなっているんだ？

　この不屈の精神を少しくらい、ひまわりに分けてやれれば……あ、そうだ。

「あー……。つかよ、パンジー。一つ聞きたいことがあるんだが、いいか？」

「何かしら？」

「最近、ひまわりの様子がおかしいだろ？　何か知ってるか？」

　俺が話を聞こうとしてもダメだったが、パンジーならすでに事情を知っている可能性が高い。

　聞かずとも、察する能力が超一流のエスパー女だからな。

「……その件ね」

　やっぱりな。この表情からして、パンジーは事情を把握している。

「知っているけど、ジョーロ君には教えないわ」

「は？　なんでだよ？　ひまわりの元気がないってのは、俺としては──」

「ジョーロ君。貴方あなたがひまわりを心配で、力になりたいという気持ちはよく分かるわ。……だけど、あれはひまわりが解決しなければいけない彼女自身の問題よ。だから、お昼休みにコスモス先せん輩ぱいも何も言わなかったでしょう？」

　コスモスは、ただ修学旅行についてこようと目論もくろむことに一生懸命だったからでは？

　と、言いたい気持ちもあるが、それはすんでのところでストップ。

　いや、力になれないとしても、せめて悩みの内容くらいは知りたいんだが……

「さ。そろそろ休憩時間は終わりにして、図書室業務を始めましょ」

「あ、ああ……。分かったよ……」

　が、それも教えるつもりはないと言わんばかりにパンジーは静かに立ち上がり、図書室の受付へと向かっていった。……結局、俺が得られたのは、ほんの少しのヒントだけ。

　ひまわりの悩みが、ひまわり自身で乗り越えなければならない問題ということだけだった。





※






　駅でパンジーと別れて、一人家を目指す俺。すでに日は完全に落ちていて、この時間になると肌寒さをより一層感じる。そろそろ、コートを着てもいいかもな。

「……ん？　あれって？」

　街灯に照らされた夜道で確認できたのは、一人の少女の後ろ姿。

　毎朝、俺の背中に多大なダメージを負わせてくるのが印象的なせいか、歩いている時の後ろ姿を見ると、新鮮味を感じてしまう。何度も見てるはずなのにな……。

「よう、てめぇもちょうど帰りか。……ひまわり」

「あ……、ジョーロ」

　少し歩幅を広げて追いついた後、今度は逆に歩幅を狭める。

　小柄な分、普段は大股で歩くひまわりだが、一人で歩いている時はそうではないようで、むしろかなり小股で歩いている。……いや、一人で歩いていることが原因じゃないだろうな……。

「うん。ちょーど、部活終わったから……」

「そっか……」

「「…………」」

　普段なら、一緒にいれば部活で何があったとか、クリームパンが美味おいしかったとか、ほっといても色々と喋しやべるひまわりだが、今日は何も喋しやべらねぇな。

　だとしたら、ここは俺から話題を振ったほうがいいのだろうが、どうする？

　本音を言えば何があったかを教えてもらいたい。ひまわりに元気になってほしい。

　けど、パンジーが『ひまわりが自分で解決すべき問題』って言ってたしなぁ～。

　だとすると、ここは……

「色々、変わったよな」

「……え？」

　ここ最近、俺が感じていることでも話すとするか。

　それがきっかけで、ひまわりが元気になってくれりゃ万々歳だ。

「俺おれ達たちの環境だよ。一年の時はさ、俺とひまわり……それにサンちゃんの三人でばっか過ごしてただろ？　でも、今はあの時と比べると随分と変わったからさ」

「そだね……」

　パンジー、コスモス、サザンカ、あすなろ、ツバキ、ヒイラギ、たんぽぽ、カリスマ群の皆様、それに他校では唐とう菖しよう蒲ぶ高こう校こうの奴やつら。

　一年の頃と比べて、一緒に過ごす奴やつが格段に増えている。もちろん、悪いことではない。

　この変化はいいことだと思っているし、不安がないといえば噓うそになるが、これからどうなっていくのだろうという楽しみもある。

「知ってるか？　チェリーさん、俺と同じ……ツバキの店でアルバイトを始めたんだぜ」

「うん、知ってるよ。ヒイラギちゃんが、ツバキちゃんに『ずるいの！　私もチェリーちゃんと一緒に働きたかったの！　そしたら、甘やかしてもらえたの！』って怒ってたもん」

「ま、そこばっかしは、チェリーさんが決めることだから仕方ねぇよな」

　ぶっちゃけ、チェリーがツバキの店で働くのを選んだのは、今はオーストラリアに行っているとある男が、ヒイラギの店でバイトすることになったからだが……それはいいだろう。

「みんな、色々変わったよね。パンジーちゃん、あすなろちゃん、サザンカちゃん、コスモスさん……それに、つきみちゃんも」

　なぜ、そこにつきみが入っているのだろうと一瞬疑問を感じたが、確かにつきみも変わった。

　なんせ、一足先に決着をつけて、あの男とそういう関係になったんだからな。

「色々変わってく……。わたし達たちの周りは、どんどんどんどん変わってくんだよね……」

「ああ。だけど、変わらないもんだってあるよな」

「う？　変わらないもの？」

　そう。今までの経験を通して、色々なことが変わっていった。

　初めて会った時と同じイメージを持ってる奴やつなんて、一人もいやしねぇ。

　だけど、一人だけ……、一人だけ変わらずに同じ関係でいてくれる奴やつがいる。

　それは……、

「ひまわりだよ。てめぇだけは、ずっと変わらないで一緒にいてくれるじゃねぇか」

　だから、俺にとってひまわりはありがたく、大切な存在なんだ。

　いつも天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、明るく自分のやりたいことをするひまわり。我わが侭ままでメチャクチャなくせに、気づけば俺や他のみんなも笑顔にできる奴やつなんて、ひまわり以外にはいねぇよ。

「そだね……。わたしは、ずっと変わらないジョーロの幼おさな馴な染じみだね……」

　おっ。ほんの少しだけだけど、ひまわりが笑ってるぞ。

　なら、この調子で……

「だから、これからもよろしくな。幼おさな馴な染じみ」

　我ながら、随分とキザったらしいことを言ったと思う。

　けど、これでいいんだ。いつも素直に感情をぶつけてくれるひまわりには、俺だって素直に自分の感情を伝えよう。それに、これで少しでもひまわりの元気が出てくれれば……

「……ジョーロ。わたし、先に行くね……」

「え？　いや、帰り道は同じなんだし、このまま一緒に……」

「ダメ。わたし達たち、このまま一緒にいちゃダメ……。それじゃわたし、何もできない……」

　おいおい。何もできないってどういうことだよ？

　俺は俺なりに、ひまわりを元気づけようと思った。

　だが、その効果はまるでないどころか、むしろ状態を悪化させちまってるじゃねぇか。

「ま、待てよ、ひまわり！　なんで俺おれ達たちが、このまま一緒にいちゃいけねぇんだよ!?」

　徐々に俺から離れていくひまわり。

　街灯が照らすのは、普段の面影をまるで感じさせない悲しい笑顔だけだ。

「簡単だよ。だって、わたしとジョーロは……」

　そして、今にも涙がこぼれ落ちそうなほどに、潤んだ瞳をまっすぐに俺へ向けると、

「幼おさな馴な染じみだもん」

　そう言って、ひまわりは走り去ってしまった。

　なんでだよ？　幼おさな馴な染じみだから、今までずっと一緒にいたんじゃねぇのかよ？
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　なのに、幼おさな馴な染じみだから一緒にいれないって……、

「意味、わかんねぇよ……」







[image: 第二章　俺は出会ってしまった]
















　──修学旅行　一日目。

「うひゃぁ!!　やっぱこっちは寒いな、ジョーロ！」

「そうだな。コートを持ってきててよかったよ。……サンちゃんは、着なくていいのか？」

「へっ！　熱き魂があれば、そんなものがなくてもへっちゃらだぜ！」

　午前九時に羽はね田だ空くう港こうに集合し、午前十時発の飛行機に乗って新しん千歳ちとせ空くう港こうへ。

　そこからバスに揺られること、約六十分。俺おれ達たちは、目的地である札さつ幌ぽろへと辿たどり着ついた。

「雪もすごいよな！　まだ十一月の下旬なのに、こんな積もってるなんてさ！」

「こっちだと十一月から降ってるのって、割と当たり前らしいぞ」

　やはり……というか当たり前なのだが、段違いで寒い。加えて、普段の生活ではまず見ることのできない、降り積もった雪が彩いろどる街の景色。

　もしも、俺おれ達たちの地元でこんなに雪が積もっていたら、記録的積雪とか言われるだろう。

「有ある不ふ和わ君、見てくれ僕の息を！　こほー！　こほー！」

「むむっ！　そんなに部べ江え田た君の息が白くていいんですか!?　いいんです！」

「ふっふっふ！　感じるぞ！　今日、俺は運命の出会いをする！　そして、勇気を出して声をかけた瞬間、ゲレンデがとけるような恋が始まるんだ！　待ってろよ、俺のエンジェル！」

「穴あな江え。それをするなら、サンちゃんを連れて来い。お前だけじゃ、厳しいぞ」

「サザンカ！　私、パフェ食べたい！　……はい！　というわけで、これから行くのはパフェに決定！　ロイヤルスペシャルが私を呼んでいる！　じゅるり……」

「え～！　なら、アイリスは先に行っててよぉ～。私は、お昼終わらせてから合流するから。……つまり私の行き先は一つ！　札さつ幌ぽろ味み噌そラーメン！　じゅるり……」

「ちょっと、あんた達たち！　班行動なんだから勝手なことはしないでよね！　ちゃんと前もって決めた予定があるんだから、その通りに……」

「あはは！　今のサザンカ、なんか生徒会っぽ～い！　……分かってるよ！　サザンカが行きたいのは、ジンギスカンだよね！　じゅるり……」

　純粋に札さつ幌ぽろを楽しむ有ある不ふ和わ君と部べ江え田た君。失敗の予感しか感じさせない、ゲレンデの破壊者候補の穴あな江え。昼食を済ませていないからか、食に飢えているカリスマ群の皆様。

　みんな、普段とは違う環境にやってきた解放感からか、どこか浮ついた様子だ。

「お前ら、自由行動だからと言って、羽目を外して他の人に迷惑をかけるようなことをするんじゃないぞ！　それと、何かあったらすぐに担任の先生……もしくは私に連絡するように！」

　いつもより少々厳しめの口調で、注意を促す学年主任の教師。

　浮ついた生せい徒と達たちの気を引き締めさせるためだとは思うのだが……悲しきかな。

　片手に握られた北ほつ海かい道どうグルメガイドブックが、その厳格さを全て消し飛ばしてしまっている。

「何も問題が起きなければ、初日はグルメ観光に……、この学年の主任でよかった！」

　どうやら浮ついているのは、生徒だけではないようだ。

　……ついに、始まった修学旅行。

　初日の予定は、札さつ幌ぽろ観かん光こう。バスを降りたところで、前もって決めていた四人もしくは五人毎ごとの班に分かれて自由行動となり、午後五時に旅館へ集合という段取りだ。

　うちのクラスだと、サザンカはカリスマ群の皆様と五人の班。

　有ある不ふ和わ君と部べ江え田た君は別の男子達たちと四人の班。

　そして、俺の班のメンバーはというと、

「いける！　いけるぜ！　俺の熱き魂が昂たかぶって、ふるえが止まらないぜ！」

　今日も熱血ボイスを響かせるサンちゃんが、同じ班。

　俺も含め他の奴やつらは、少なくともコートは羽織っているというのに、平然と標準装備。

　熱き魂が昂たかぶってるんじゃなくて、普通に寒くてふるえてるんだと思う。無茶しやがって。

　んで、残りのメンバーだが、

「縦型の信号機を見ていると、北のほうに来たと実感がわきますねぇ～！」

「あすなろは、北ほつ海かい道どうに来たことがあるのかな？」

「いえ！　実を言うと初めてです！　ですが、青あお森もりも信号機が縦だったので！　ふっふっふ！　ツバキは知っていますか？　なぜ北ほつ海かい道どうや青あお森もりの信号機が縦なのか──」

「雪がいっぱい降るからだよね？」

「もう！　ここは、私がちょっとした豆知識を披露するところじゃないですか！」

　北国うんちくを披露するあすなろと、その披露を悪気なく阻止するツバキも同じ班。

　二人とも寒さ対策でコートとマフラー、それに手袋を着用。あすなろは、そこに加えて耳あてまで装着してる。青あお森もり出身だから寒さに強いと思ったが、むしろ対策が万全だった。

　そして、最後の一人は……

「ほら、ひまわり！　砂箱ですよ、砂箱！　北ほつ海かい道どうでは、雪で滑らないように防滑材が道路の脇に設置されているんです！」

「そなんだ……。すごいね……」

　幼おさな馴な染じみのひまわりこと日向ひなた葵あおいだ。

　格好は、普段の制服の上から少し大きめのベージュ色のフード付ダッフルコート。そのサイズが原因か、はたまた本人のテンションの問題か、普段よりもひと回り小さく見える。

　相変わらず、ひまわりの様子はおかしいまま。

　修学旅行前に何度か事情を聞き出そうと挑戦したが、ことごとく失敗。

　今日だって一緒に羽はね田だ空くう港こうまで行こうとひまわりの家を訪ねたのだが、俺が行った頃にはもうひまわりは出発していた。ひまわりの母親から、『先に他の友達と行ったよ』と言われたので、恐らくあすなろと一緒に向かったのだろう。

　同じ班ではあるのだが、まるで別の班みたいな気がしてくるよ……。

「なぁ、ひまわり。今日の札さつ幌ぽろ観かん光こうで、どこか行きたいところとかあるか？」

「……だいじょぶ。ジョーロ、わたしのこと気にしないでへーきだよ」

　話しかけても、どこか遠慮がちに拒絶される始末。やはりダメだ……。

　はぁ……。そろそろ引き時かな……。

　パンジーも、『ひまわりが解決しなければいけない、彼女自身の問題』って言ってたし、話しかけても最低限の対応だけで、どう見ても避けられてるんだ。

　だから、俺からひまわりの問題に首を突っ込むのはこれで終わりにしよう。

　もう、いい加減心が折れたよ……。

　──なーんて…………んなわけあるかぁぁぁぁ!!

　ひまわりの問題は、ひまわり自身で解決しなきゃいけない!?　露骨に避けられている!?

　知ったことかぁぁぁぁ!!　これまで、誰よりもながぁ～く付き合ってきたこの俺が、ひまわりの元気がないのを『仕方ないから、放っておこう。気まずいし、かかわらないでおこう』で済ますと思うか!?　否！　断じて……どぅわぁ～んじて、否である！

　大体、もうバッチリ分かってますから！　ひまわりの悩みの正体！

　こないだの帰り道にあんな意味ありげに、『幼おさな馴な染じみだもん』とか言われて立ち去られたら、普通分かるわ！　……え？　『意味、わかんねぇよ……』って言ってた？

　あんなん噓うそだよ！　ちょっと悩める主人公感出しただけだよ！　あの男の影響だよ！

　というわけでひまわりの悩みだが、……『自分が幼おさな馴な染じみであること』だ！

　こう、自分で言うのもちょっとアレなんだけど、俺にとって他の女の子達たちが、『女の子』なのに対して、ひまわりは自分が俺にとって『幼おさな馴な染じみ』であると思ってしまっている。

　なぜ、最近になってそんな悩みを抱えてしまったかは謎だが、そもそもそんな悩みを抱えること自体大間違いだ！　ひまわりだって、すげぇ可愛かわいい『女の子』なんだからな！

　つまり、それをちゃんと分かってもらえれば……帰ってくるぜ！　我らが天然系ビッチが！

　女の子と色々と縁のある俺だが、なぜか知らんがムフフなイベントは夏以降、ほぼ皆無！

　そんな俺の唯一の心の拠より所どころが、天然系ビッチの無自覚お色気アタック！

　天然系ビッチのない修学旅行なんて、餡あんの入ってない最中もなかも同然よ！

　もう、パッサパサ！　そんな渇ききった修学旅行など絶対に認めん！

　……そもそも俺には、修学旅行で絶対に果たしたい大いなる目的があるのだ！

　それはズバリ、『素敵な思い出』を作ることである！

　二学期最後のビッグイベント……修学旅行。ここでしか絶対に作れない『素敵な思い出』のために、ひまわりの復活は超重要な必須事項！

　だからこそ、俺はひまわり復活のために全力を注ぐ！　もう、すっげぇ勢いで！

「じゃあ、そろそろ行こっか。もしはぐれちゃったら、すぐ先生かボクに連絡してね」

　うちの班のリーダーであるツバキがスマートフォンを掲げ、俺おれ達たちはそれぞれ頷うなずく。

　くっくっく……。ひまわりよ、いつまでもションボリしていられると思うなよ？

　初日の札さつ幌ぽろ観かん光こうで、俺と同じ班になったのが運の尽きよ！

　普段であれば、他の奴やつらに邪魔をされて上手うまくいかないケースが多々あるが、今だけは別！

　ストーキングのプロフェッショナルと、どこぞの崩壊したダムは別の班！　コスモスは、そもそもこっちにいない！　つまぁり！　俺はひまわりに集中することができるのだ！

「それと、修学旅行だからってあまり羽目を外さないで──」

「ツバキ！　ツバキはどこなの!?　うぇぇぇぇ！　パンジーちゃん、異国の地は怖いのぉ～！」

「ヒイラギ、落ち着いてちょうだい。大丈夫よ、北ほつ海かい道どうは日本だし、そんなに強く抱きつかなく……っ！　少し、苦しいわ……。仕方ないわね、何とかツバキにヒイラギを──」

「さ。みんな、急いで移動するかな。これ以上ここにいると、パンジーにヒイラギを押し付け……こほん。時間がもったいないからね。まずは、ご飯を食べに行くかな」

　修学旅行のしおりを広げつつ、凄すさまじい速度でツバキが歩き出した。

　いつもは真面目なツバキも、修学旅行では羽を伸ばしたいんだな。

　しかし、あれだな。あそこのヒイラギとパンジーの班は……

「大丈夫さぁ、元もと木き！　そんなに脅おびえる必要はないぜい！　何かあっても同じ班のパインと芝しばが守ってくれるからねぇ～ん！　そうだろい、パイン、芝しば！」

「ふっ！　ふっ！　ふっ！　私の高速シバリングがあれば、コートなんていらないわ！　でも、念のためたんぱく質は多めに摂取したいわね。ここは、こっそり班を抜けて北ほつ海かい道どうで一番たんぱく質の多い食べ物を食べに……あら？　何かしら、プリムラ？」

「妹へのお土産は何にする？　生半可なお土産ではダメだ……。吟味に吟味を重ねなければ……。ここは、こっそり班を途中で抜けてお土産屋さんに……ん？　何か言ったか、早さ乙女おとめ？」

「なんでもないさぁ～。はぁ……、なんでわたしゃ、この班のリーダーになっちまったんかね？　北ほつ海かい道どうでは、色んな重荷から解放されたかったさぁ～……」

　ヒイラギの他にも、随分と面倒な奴やつらが揃そろっている気しかしないな。

　頑張れプリムラ。生徒会長の君なら何とかなるはずだ。





※






　俺おれ達たちが最初に向かったのは札さつ幌ぽろの駅ビル。

　目的地はそのビルの六階にある、ツバキが事前に調べていた、有名な回かい転てん寿ず司し屋やさんだ。

　こっちの寿す司しは段違いに美味うまいという話を聞いていたので、楽しみだったのだが、

「うわっ！　すげぇ人！　これは、味に期待ができそうだな！　あすなろ、ひまわり！」

「ふっふっふ！　青あお森もりとどちらが美味おいしいか、味比べといきましょうか！」

「人、いっぱいだねぇ……」

　駅構内のビルの六階。そこの一角にある回かい転てん寿ず司し屋やさんは、軽く見積もっても三十人以上の人が順番待ちをしている。想像以上の繁はん盛じようっぷりに驚いた。

「ツバキ、大丈夫なのか？　この後の予定を考えると……」

「元々混んでることは想定済みだったし……ん。待ち時間は一時間か。ボクの予想よりも早くお店に入れそうだから、スケジュール的にも問題ないかな」

　店の入り口にある発券機から番号札を取り出しつつ、液晶モニターで待ち時間を確認。

　となると今から約一時間、ここで待機ってわけか。……チャァ～ンス！

　それでは、早速！　『ひまわり復活大作戦』を実行するとしましょう！

　作戦の第一ステップは、ひまわりのテンションを上げること！

　現状のしょんぼりひまわりに、『元気になろうよぉ～』とか『可愛かわいいよぉ～』とか言っても、効果がないことは誰が見ても分かる。しかし、テンションの回復したひまわりなら、

『ほんと!?　わたし、モリンゴモリモリスペシャル可愛かわいい!?』

　と、言ってくれるに違いない！　ごめん、ちょっと変なキャラにした。さすがのひまわりでも、ここまでは言わない。今のは、どこぞのアホが言いそうな台詞せりふだ。

　とまぁ、そんなわけでひまわりのテンションを上げる方法だが……今回は共同作戦である！

　俺だけではひまわりを復活させられないことは、今日までの失敗で十分に理解している！

　だけど、ここにはいるんだよなぁ～！　俺にとって、頼りになりすぎる男が！

「サンちゃん……いいか？」

「へっ！　まかせとけよ！」

　ボソボソと小さな声で話しかけると、ニカッと熱血笑顔にサムズアップ。

　本当に、サンちゃんが同じ班でよかった！　こんな頼れる男、他にいねぇからな！

　それでは早速、俺おれ達たち二人でひまわりの興味がありそうな話題を振りまくりましょう！

　一つでも食いつけば、こっちのもんだ！

「なぁ、ひまわり！　せっかくだし、寿す司し屋やさんで勝負しないか？」

「しょーぶってなぁに？　サンちゃん」

　さすが、サンちゃん。早速、ひまわりに効果ありだ。

　どれだけ弱っていても、体育会系のひまわりの根っこにある勝負への灯火。

　そいつに、ドバドバとガソリンを注いでくれているじゃねぇか。

「どっちが高く皿を積めるかの勝負だぜ！　言っておくが、俺は飢えに飢えているからな！　今のひまわりじゃ、勝ち目はないだろうな！」

「むぅ……。そんなことないもん」

　きたきたきたぁ！　しょんぼりしている、ひまわりのアホ毛がピクリと立ったぜ！

　そして、さり気ないサンちゃんからの目配せ。言葉にせずとも伝わってくる『ジョーロが審判をやると言って、勝負を成立させろ』というメッセージ。

　任せろ、親友！　そのパスを、しっかりと決めてやるぜ！

「へぇ～。面白そうな勝負だな。だったら、俺が審判をやって──」

「ひまわり。調子に乗って食べ過ぎると、あっという間にお小遣いがなくなりますよ？」

　あすなろさんから、正論が飛んできちゃったんですけど！

　まずい！　このままだと……

「……そっか。じゃ、しょーぶはしないほーがいいね」

　やっぱりぃぃぃ！　ひまわりのアホ毛がしょんぼりしちゃったよ！

「はい！　西にし木き蔦づた高こう校こう野や球きゆう部ぶのエース、大おお賀が太たい陽ようさんとの勝負はやめておきましょう！　大おお賀が太たい陽ようさん！　申し訳ありませんが、そういうことでよろしいでしょうか？」

　なぜあすなろは、やけにでかい声でサンちゃんのフルネームを呼んでいるのだ？

「お、おう……。分かったぜ！」

　くそっ！　せっかく、上手うまくいきそうだったのに失敗かよ！

　だが、この程度で俺おれ達たちが諦めると思うなよ！　俺とサンちゃんがいれば……

「おい！　あの人、やっぱりそうじゃん！　今、確かに名前を呼ばれてたよな！」

「だよね！　うわぁ～！　なんでこんな所にいるんだろ？」

「ど、どうする？　声かけてみる？　でも、迷惑じゃないかな？」

　はて？　修学旅行に来ている学生が珍しいのか？

　俺おれ達たち以外の順番待ちをしているお客さんが、こっちを見てやけにソワソワしてるじゃねぇか。

　なんつーか、まるで芸能人でも見るような目で……

「あのー、すみません……」

　とそこで、我慢ができなくなったのか、二人組の女子大生っぽい人が話しかけてきた。

　今は、『ひまわり復活大作戦』の最中だからちょっぴり困る。

「どうしました？」

「いえ、貴方あなたじゃなくて……」

　ん？　俺じゃない？　このお姉さん達たちはいったい何を……

「お、大おお賀が選せん手しゆですよね！　西にし木き蔦づた高こう校こうの！」

　そうだ、そうだった……。うちの班には、芸能人に匹敵するレベルで有名な人がいたわ……。

「あ、えーっと……うす！　そうっす！」

「わぁ～！　やっぱり！　あ、あの、よかったら一緒に写真を撮ってもらってもいいですか？　今年の甲子園の決勝戦、すごく感動して！　大ファンなんです！」

「本当っすか！　ありがとうございます！　あ、写真ですよね？」

「はい！　その、め、迷惑、ですか？」

　可愛かわいく上目遣いをしても、クソ迷惑だから今すぐ失うせろ、ミーハー女子大生が。

　──と言えたら、どれだけ楽なことでしょう！　そんなことはできません！

　あぁ……。サンちゃんが、申し訳なさそうな目で俺をじっと見てるよ……。

「い、いいんじゃねぇか？　待ち時間の間は暇なわけだしよ」

「お、おう……。サンキューな、ジョーロ！　えっと……全然いいですよ！　ただ、ここじゃ他の人の迷惑になりますし……あっちのほうで！」

「はい！　是非、お願いします！」

　俺の親友がぁぁぁ！　……くそっ！　あすなろが、あんなでかい声でサンちゃんの本名を呼ばなければ、こんな事態にはならなかったのかもしれないのに！

　いや、大丈夫だ！　写真撮影なんて、そんなに時間はかからない！

　だから、それが終わった後にもう一度……

「あの、よかったら俺も！」

「私も！　私もお願いします！」

「分かりました！　ただ、俺おれ達たちの順番が来るまででお願いしますね！」

　ドンドンくるよぉ！　北の大地に、その名が轟とどろきすぎてるよぉ～！

　こうなったら、俺一人でひまわりと──

「皆さん！　大おお賀が太たい陽ようさんと写真を撮るなら、カメラマンはそこの人がやってくれますから、遠慮せずにお願いして下さいね！」

　あすなろ、てめぇぇぇぇぇぇ!!　北の人ひと達たちに、気が利ききすぎだろ！

　さっきからそう思っていたが、今ので確信したぞ！　てめぇ、俺の邪魔をしてやがるな!?

　正論で勝負をつぶしたり、サンちゃんの本名をでかい声で叫んだり、俺に問答無用でカメラマンをやらせたり……っていうか、冷静に考えたら今だけじゃねぇ！

　修学旅行に行く前から、俺がひまわりに話しかけようとすると、ほぼ確実にあすなろが現れていた！　今朝だって、羽はね田だ空くう港こうにひまわりと一緒に行こうとしたのを阻止したのは……

「ふふっ！　頑張って下さいね、ジョーロ！」

　西にし木き蔦づた高こう校こう新しん聞ぶん部ぶ……羽はね立たち桧ひ菜なである。

「わぁ～！　助かります！　じゃあ、これ、お願いしますね！」

　ちくしょぉぉぉぉ！　さっきの女子大生が、すげぇ笑顔でスマホを渡してきたよ！

　しかも、他の人ひと達たちからも視線が俺に集中してるし……

「はい。分かりました……」

「ありがとうございます！　助かります！」

　俺は、全力で困ってるけどね！

「うわぁ！　大おお賀が選せん手しゆと一緒に写真撮れるなんてラッキー！　まさか、修学旅行でこっちに来てるなんて思わなかったね！　しかも、カメラマンまでセットなんて！」

「ねっ！　一緒にいる人、幸薄そうで引き立て役として完璧だよね！」

「ほんと、そう思う！　絶妙なダメラマンだよね！」

　前から思ってるんだけどさ……、どうして繚りよう乱らん祭さいの時といい、修学旅行の時といい、衆人達たちは俺をバカにせずにはいられないわけ？　たまには褒めろよ。

　誰がダメラマンだ。れっきとした親友だっつーの。




　──四十分後。

　それから、予定の一時間よりも早い段階で俺おれ達たちの番号が呼ばれて入店。待ったことには変わりはないんだが、少しだけ得をした気分だ。ダメラマンとしての職務から解放されたし。

「いやー！　腹減ったな！　何から食べるかなぁ……」

「ネタが大きくてビックリかな。これで百三十円……驚きの価格かな」

「ひまわり、高いお皿ばかり取ってはダメですよ？」

「うん、だいじょぶだよ。あすなろちゃん」

　俺おれ達たちは五人組だったということもあり、カウンター席ではなくテーブル席。

　くっくっく……。来たぞ！　新たなるチャンスが！

　ひまわりを復活させるにあたって、最も必要なこと！　それは会話である！

　いつもなら、普通に話しかければ応じてくれるひまわりだが、今のしょんぼりひまわりは、何やら俺を避けている上、津つ軽がるの防壁が構えているため、まともな会話すらできない。

　しかし、ここならば、とある条件を満たせば会話ができるのだ！

　回かい転てん寿ず司しのテーブル席は、カウンター席とは異なり、個人でネタを取るのではなく、レーン側に座った奴やつが、他の奴やつの希望するネタをとるのが一般的なシステムだ！

　なので、レーン側の席にひまわりを配置！　これによって、発生する可能性があるのだ！

『なぁ、ひまわり。……そこの生うに、取ってもらっていいか？』

『いいよぉ！　わたしにお任せだよぉ！　雲くも丹たん！　クモタン！　クモタンタンタン！』

　みたいな、楽しい会話が！

　……うん。これは、アホな奴やつとの会話だね。

　とまぁ、ここまでイカれた会話にはならないだろうが、最低限の会話はできるようになる！

　逆だと、ひまわりが俺に頼んでくれそうにないからな。

　くっくっく……。ここまでスムーズに配置ができてよかったぜ。

　てっきり、またあすなろに邪魔をされるかと思ったからな。

　では、今度こそ──

「あの、ジョーロ。少し聞きたいことがあるんですけど、よろしいですか？」

「お、おう……。どうした、あすなろ？」

　まずい……。まさか、俺の作戦に気づいたのか？

　だが、すでに席についてしまった以上、ここから席替えなんてことはないはずだが、

「ジョーロは、コスモスさんが修学旅行に来たがっているのをずっと止めていましたよね？」

　なーんだ！　全然気づいてねぇじゃねぇか！　びっくりさせんなよなぁ！

「ああ。あの後も懲りずに、『私もついてく！　同じ飛行機で一緒に札さつ幌ぽろ行く！』って言ってたんだが、断固としてダメだと言い続けた。そもそも、一人だけ俺おれ達たち二年の修学旅行に混ざって、札さつ幌ぽろまでついてこようとするってのが無理があるだろ。明らかに浮くわけだしよ」

「一人だけ？　ジョーロ……。もしかして、貴方あなたはコスモスさんしか止めてないのですか？」

「いや、コスモスに来てもらおうとしてた、ヒイラギもちゃんと止めたぞ」

「……そうですか。コスモスさんとヒイラギを……。ふふっ」

　なんだ、その怪しげな笑みは？

　というか、なぜあすなろはこのタイミングでそんな前の話をしてきたんだ？

「だから、ああなったわけですか……。教えてくれてありがとうございます、ジョーロ！」

「お、おう……」

　すげぇ良いい笑顔が、逆に怖いんですけど……。

　どういうことだ？　俺はコスモスの修学旅行参加を阻止するために、コスモスとヒイラギに我わが侭ままを言うなと言い聞かせた。それで問題ないだろう。

　修学旅行に来たがっていたのは、コスモスだけなんだし……と、考えるのはここまでで！
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　あすなろは、俺の作戦に気づいてないみたいだし、早速作戦を実行させてもらいましょう！

　あと、寿す司しの堪たん能のう！　いやー！　実は俺も、北ほつ海かい道どうの寿す司しはかなり楽しみにしてたんだよ！

　もちろん、お財布と相談しながらネタは選ぶつもりだけどな！

　ここで、どっかのアホだったらテンションと食欲のままに、

「はむはむはむ！　んー！　美味おいしいです！　……やややっ！　中トロが回ってきました！　これは私が食べなくてはなりません！　はむはむはむ！」

　とか言っちゃうんだろうけど、俺はそんな愚策はしないぜ！

　中トロは、約五百円の高額商品。一皿ぐらいは高額商品に手を出すつもりではあるが、それは吟味に吟味を重ねなくてはなるまい。

　なんせ、欲望のままに食べたい物を食べていると、

「たんぽぽさん、お財布のほうは大丈夫かい？　あまり食べ過ぎてしまうと……」

「はむはむはむ！　……はっ！　言われてみれば、その通りです！　気づけば五百円のお皿が三枚！　予定の二倍以上の出費になってしまいました！　はむはむはむ！」

　なーんてことになっちまうからな！

　いやぁ～！　なんやかんやで俺も相当テンションが上がってるんだな！

　やけにリアルな、コスモスとたんぽぽの声が──って……んなわけあるかぁぁぁぁ！

　俺おれ達たちのテーブル席から、少し離れたところにあるカウンター席。

　そこにはどう見ても、二年生の赤いリボンではなく、青いリボンと黄色いリボンをつけた西にし木き蔦づた高こう校こうの制服に身を包む二人の少女がいて……

「むっぷぅ～！　お寿す司しを満足気に食べる私。どうしてこんなにも、モリンゴモリモリスペシャル可愛かわいいのでしょう？　ツバキ様のお店で、お皿洗いを頑張った甲か斐いがありました！」

　とてもアホな様子で満足気に息を吐いた後、舌でペロリと自分の唇をなめている。

　その姿を見ていると、とても殺意が湧いてきた。

「あすなろ、てめぇが言ってたのは……」

「そういうことですよ！　……では、あとはお任せしました！」

　ちっくしょぉぉぉぉぉ！　見事な変化球をぶちこんできやがったな！

　おかげさまで、ここ最近の疑問が一つ解けちまったじゃねぇか！

　毎日毎日、やけに張り切って皿洗いをしにきていた理由はコレだったわけか！

　おのれ……。ヒイラギの店で、旅費稼ぎのためにコスモスが臨時アルバイトをしていると聞いた時、もう一人の臨時アルバイトが何を企たくらんでいるか考えるべきだったか……。

「本当に秋あき野の先せん輩ぱいには感謝です！　一人では飛行機に乗れない私のために、わざわざついてきてくれるなんて！　お礼を言っても言い足りません！」

「ふふっ。お礼を言うのは私のほうさ、たんぽぽさん！　ジョーロ君から『来るな』と言われていない君の付き添いという完璧な大義名分があれば、私も修学旅行に行ける！　いやぁ～、君の札さつ幌ぽろ行きがジョーロ君に知られなくて、本当にホッとしたよ！」

　とても破綻したアホな大義名分をほざいているのだが、これいかに？

　まさか、俺が気づかぬうちに、こんなアホーズが誕生しているとはな……。

「むふふ！　愚かな如月きさらぎ先せん輩ぱいは、気づいていないでしょう！　私わたし達たちが少し早めの飛行機に乗り、バスではなく電車で移動することで、圧倒的に早く札さつ幌ぽろについていることには！」

「はははっ！　それは言い過ぎだよ、たんぽぽさん」

　へぇ～、そうなんだ。愚かな俺はまったく気づかなかったよ。

　教えてくれてありがとうな、アホよ。

「あとは、こっそりとヒイラギさんの班に紛れ込み、明日の旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんで自然にジョーロ君達たちと混ざれば……もう私わたし達たちを帰すわけにはいかない！　そうすれば私わたし達たちの勝利だ！　……あぁ、見えてきたよ！　みんなと一緒に修学旅行を満喫する私の姿が！」

「私も見えてきました！　白熊さんを眺める私……を愛めでる北国のワタゲストの姿……」

「その前に、てめぇらの前にいる奴やつを確認したらどうだ？　コスモス、たんぽぽ？」

「おや？」「むふ？」

　うっとりと閉じた目をゆっくりと開くアホーズ。

　当然ながら、その目の前に立っているのは俺なわけで、

「なっ！　ジョ、ジョーロ君！　どうして、君が！」

「ひょぉぉぉぉ！　き、如月きさらぎ先せん輩ぱいです！　なぜ、如月きさらぎ先せん輩ぱいがここにいるのですか!?」

　とてつもない衝撃面を仲良く披露している。俺のほうが遥はるかに衝撃を受けたわ。

「全力でこっちの台詞せりふだよ！　てめぇら、随分と北ほつ海かい道どうをエンジョイしてるみたいだなぁ？　しかも、コスモスだけじゃなくて……たんぽぽぉ～、てめぇまでいるとはなぁ～」

「違うんだ、ジョーロ君！　たんぽぽさんは悪くない！　私がそそのかしてしまったのが原因なんだ！　だから、たんぽぽさんを責めないでくれ！　……あと、おまけで私も！」

「如月きさらぎ先せん輩ぱい！　秋あき野の先せん輩ぱいは、何も悪くありません！　私が北ほつ海かい道どうに行きたいけれど、一人では飛行機に乗れないので無理を言ってついてきてもらったんです！　だから、秋あき野の先せん輩ぱいを許してあげて下さい！　……あと、おまけで私も！」

　さすが、アホーズ。お互いをかばいつつも、自己保身は欠かさない。

「つまり、どっちも悪いってことで問題ないわけだな？」

「ひょわわわわ……。大変です、大ピンチです！」

「うぅぅぅ……。ど、どうしよう……」

　お互いの体を抱きしめ合って、震えるアホーズ。

　さながら、捨て猫のような瞳ではあるが、同情する気なんてこれっぽっちもない。

　今すぐこいつらの会計を終わらせて、問答無用で──

「ジョーロ、落ち着いて。ここはお店の中なんだし、あんまり騒いだらダメかな」

　ん？　いつの間にか、ツバキが俺の背後からやってきたぞ。

　確かに店内で騒ぐのはダメだ。飲食店アルバイターとして、そこは断固として守ろう。

「それに、ここまでやられちゃったらもう無理かな」

「無理ってどういうことだよ？」

　別に、今から強制送還すればいいだけの話じゃねぇか。

　たんぽぽ一人だったら面倒だったが、コスモスもいるんだ。

　だから、二人そろって帰せば……

「コスモスさん。もう旅館の予約と、飛行機のチケットはとってるんだよね？」

「……え？　も、もちろんさ！　君きみ達たちと同じ……香こう峰ほう旅りよ館かんの部屋の予約！　帰りの飛行機もバッチリ同じ時間でとってある！　それに、学校側に私わたし達たちの修学旅行参加もしっかりと認めてもらっているし、抜かりはないよ！」

　本当に抜かりがねぇ！　やってることは、アホなのに能力だけは無駄にたけぇな！

　どうやって、学校側にまで認めさせたんだよ!?

「で、それがどうしたんだよ、ツバキ？」

「ん。学校側の件はさておき、旅館と飛行機の予約が問題かな。今からキャンセルすると、キャンセル料が発生しちゃうでしょ？　コスモスさんはもしもの場合を考慮してそうなんだけど、たんぽぽは……」

　確かにそうだわ。このアホが、緊急事態に備えているわけがない。

　キャンセル料を払ったら、帰りの飛行機のチケットを取る余裕なんて……

「むふふ！　ツバキ様、私を侮あなどってはいけませんよ！　もちろん、いざという時のために備え、アルバイトで貯ためたお金以外にも、ずっと使ってなかったお年玉を持ってきました！」

　ここで、『はい、余裕がなくて帰れません！』と言えば、それで済んだかもしれないというのに、満面の笑みで懐ふところからポチ袋を取り出すとは……色んな意味でアホすぎる……。

「よし。ツバキ、こいつらを帰そう」

「ひょわ！　褒めてもらえると思ったのに、帰らされそうになっています！　なぜ!?」

　緊急事態の備えがあると発覚したからだね。

「うぅぅ……。一緒にいれると思ったのに……」

「つかな、コスモス。なんで、ここまで意地になってついてきたんだよ？　そりゃ、一人で寂しいって気持ちは分からないでもねぇけど、さすがに……」

「だ、だって！　……君が心配で……」

「俺が？　どういうことだよ？」

　なんか、コスモスがもじもじと口を割り始めた。

「そ、その……前に話していたじゃないか！　小学校の時に、君が仲のよかった一人の女の子の話を……。その子が札さつ幌ぽろに引っ越したって……。だから、ないとは思うけど……」

　マジか……。それで、コスモスは意地になって修学旅行についてきたのかよ……。

「私もです！　最近の如月きさらぎ先せん輩ぱいは、なにやら悩みを抱えている表情をしていましたから、何とか助けてあげたくて北ほつ海かい道どうに来たんです！　むふ！」

　こっちのアホは、ただ便乗しているだけだろう。なんと薄っぺらい言葉であることか。

　けど、コスモスは……恐らく、本気なんだろうな……。

「でも、ジョーロ君に迷惑なら、やっぱり私は……」

「別に帰らなくていいよ」

「え？」

「忙しい時間の合間で、頑張って準備してきたんだろ？　学校側に許可をとってるなら、問題にもならねぇんだし……好きにしろよ」

「ほ、本当かい？　本当にいいのかい!?」

「あぁ、かまわねぇよ」

　そんな顔されて、帰れなんて言えねぇっつうの。

「わぁ～！　ありがとう、ジョーロ君！」

「むふふ！　やっぱり、如月きさらぎ先せん輩ぱいは私が大好きなんですね！　さすが、筆頭ワタゲスト！」

　どうにか、このアホだけを強制送還する方法はないものだろうか？

　悩ましいポイントである。

「とりあえず、てめぇらは俺らの席に来い。テーブル席だし、あと二人くらい座れるからな。そうすりゃ、他の待ってるお客さんが入れる」

「うん！　ジョーロ君の言う通りにするよ！　……やったぁ～！　ジョーロ君と一緒に修学旅行だ！　やった……やったぁぁぁ！」

　やってることはメチャクチャなくせに、やけに綺き麗れいな笑顔を浮かべやがって。

　これだから、コスモスは厄介なんだよ……。

　さてと、んじゃ予想外の問題も解決できたし、『ひまわり復活大作戦』を実行するか！

「やぁ、皆！　私とたんぽぽさんも札さつ幌ぽろに来ていてね！　折角だから、合流させてもらうよ！」

「むふ！　どうも皆さん！　北ほつ海かい道どうの天使が、今やってきましたよ！」

「どうも、コスモスさん！　……あ、たんぽぽ。もう食べ終わっているのでしたら、ひまわりと席を代わってお寿す司しを取ってもらってもいいですか？　可愛かわいい天使がお寿す司しを取る姿をぜひ堪たん能のうさせてもらいたくて！」

「んもぉ～う！　そこまで言われては仕方ないですねぇ～！　特別にとってあげちゃいます！　雲くも丹たん！　クモタン！　クモタンタンタン！」

　ひまわりに寿す司しをとってもらって会話をする作戦、木こっ端ぱ微み塵じん！

　あすなろによって、ひまわりと入れ替わりでたんぽぽがレーン側の席に配置されちゃった！

　津つ軽がるのセキュリティが厳しすぎて、作戦が成功する気が全然しないんですけど！





※






　結局、回かい転てん寿ず司し屋やさんでの『ひまわり復活大作戦』は全てあすなろに阻止され、ひまわりを復活させることは叶かなわなかった。

　あすなろのやつ、なんでここまで邪魔すんだよ？　……できることなら理由を聞きたいんだが、いかんせんひまわりにピッタリと張り付いていて、まるで聞けそうにねぇんだよな……。

「やっぱり、こっちは向こうと全然気温が違うね！　……はぁ～」

　俺の隣を歩くコスモスは、手袋を持ってきていなかったようで、自分の手に息を吹きかけて暖めている。その仕草がやけに色っぽくて、思わず見入ってしまう。

　尚なお、俺おれ達たちが次に向かっているのは、札さつ幌ぽろでも特に有名な観光地である札さつ幌ぽろ時と計けい台だい。

　元々向かう予定だったというのもあるのだが、そこがコスモスとたんぽぽがヒイラギ達たちと合流するポイントだったからだ。

「あの、ジョーロ君……」

「どうしたんだ、コスモス？」

　何やら心配そうな表情で、俺にしか聞こえない小さな声で話しかけてきた。

　身長の都合上、当たり前のことなんだが、上目遣いで見られると何だか少し恥ずかしい。

「その、君が以前に言っていた女の子の件だが、……彼女は札さつ幌ぽろにいるんだよね？」

「はい……。小学校のあの事件の後、両親の仕事の都合……実家の旅館を継ぐからって、札さつ幌ぽろに引っ越したんですよ……」

「え！　そ、そうなのかい!?　それって、まさか……いや、そんなわけはないか」

　一瞬、警戒した表情を浮かべた後、それを振り払うように首を左右に振るコスモス。

　本当に、俺のことが心配で修学旅行についてきてくれたんだな。

　メチャクチャなことをしてるってのは分かってるけど、やっぱり……嬉うれしいな。

　だけど、その喜びに浸るのは一瞬だけ。なんせ、俺にはやらなきゃならねぇことがある。

「なぁ、コスモス。一つ頼みがあるんだがいいか？」

「どうしたんだい？　私にできることなら、なんでもやるよ！」

　嬉うれしい言げん質ちがとれたぞ。だったら、そのお言葉に全力で甘えさせてもらおう。

　この修学旅行でなければ、絶対にできないこと。そいつをやり遂げるためにも……

「ひまわりを元気づけるの、手伝ってくれねぇか？」

　このまま、俺とサンちゃんで作戦を実行しても、再びあすなろに阻止される可能性がある。

　だから、味方は多いにこしたことはない。しかも、コスモスはかなり頼りになる──

「なるほど。それは無理だね！」

　まるで、頼りになりそうにない！

「……何でもやるんじゃなかったのか？」

「違うよ。私にできることなら、何でもやると言ったんだ。ひまわりさんの件は、私には難しい。……というか、できないからやらないわけだね！」

　パンジーから聞いた時は半信半疑だったが、こうして断られるとこいつも事情を知ってたんだなって痛感するな。

「ジョーロ君。もしも私がひまわりさんの立場だったら、ライバルから事情を理解された上で助けられるなんて、ただ、悔しくて自分を惨みじめに感じるだけだよ」

　言いたいことは分からんでもないよ。……繚りよう乱らん祭さい前の俺も、どれだけ追い詰められても、上位互換のあの男にだけは絶対に助けられたくないとか考えてたしな……。

　けど、それでも……

「あっ！　ジョーロ君、あそこが札さつ幌ぽろ時と計けい台だいだよ！　ほら、行こう！　早く早く！」

「分かったよ……。いちいち、手を引っ張るなって……」

　残念ながら、そこで時間切れ。現状の改善は、未いまだならず。

　ひんやりとしたコスモスの手に包み込まれながら、俺は札さつ幌ぽろ時と計けい台だいへと向かっていった。




「コスモスさん、アホの師匠！　会いたかったのぉ～！　これで安心なの！　とってもとっても嬉うれしいのぉ～！」

「わっ！　ヒイラギさん、そんな急に抱きつかなくても……」

「むふふ！　ヒイラギさんは甘えん坊さんですねぇ～！」

　時計台内部二階の講堂のようになっている場所で、合流するなりコスモスに抱きつくヒイラギ。今まで、ヒイラギ達たちがどれだけ苦労していたかよく分かる瞬間だ。

　だってよ……

「コスモスさんが来てくれてよかったさぁ～。もう、疲れたさぁ……」

「さ、早さ乙女おとめさん、私は少し……休憩させてもらうわ……」

　プリムラとパンジーが、疲れ果てているのだもの。

　この二人をここまでボロボロにするとは、ヒイラギはいったい何をやったのやら……。

「ジョーロ君。私は、膝枕を強く所望するわ」

　パンジーの隣に座ったら、ろくでもないことを希望してきた。

　疲れていても、やはりパンジーはパンジーである。

「まぁ、よく分からんがおつかれ、パンジー。……膝枕はしねぇぞ」

「いじわるね。……ふふっ」

　なんで文句を言いながら、嬉うれしそうに笑ってんだっつうの。ほんと、よく分からん奴やつだ。

「しかし、さすが札さつ幌ぽろの観光名所なだけあるな。他にもうちの生徒が何人もいるし」

「そうね。他の場所でもたまに見かけたけど、ここは特に大勢いるわね」

　札さつ幌ぽろ時と計けい台だいに来るのは修学旅行の定番なのか、俺おれ達たちやパンジー達たち以外にもちらりほらりと目につく西にし木き蔦づた高こう校こうの生せい徒と達たち。たとえば……

「あ、あっれぇ～？　ジョーロじゃない！　こんな所でぐうぜ──」

「サザンカちゃんもいるのぉ～！　すごいのぉ～！　ここが私の桃源郷なのぉ～！」

「だぁぁぁ！　ちょ、ちょっとヒイラギ！　急に抱きつかないでよ！」

「やっ！　北の大地で私は、寂しさに負けずに頑張ったの！　だからサザンカちゃんは、私を全身全霊で甘やかすべきなの！」

「なんでそうなんのよ！　あぁ～、もう！」

　こっちに来ようとして、ヒイラギに捕らえられたサザンカとかな。

　他にも、時計台の前で頑張って女性に声をかける穴あな江えとかもいたが、残念ながらまだゲレンデをとかす運命の相手とは出会えていない……というか、失敗しまくっていた。

　ちなみに、ヒイラギに一番捕らえられそうなツバキは、長年の経験で自らの危険を感じ取り、ひまわりやあすなろと共に一階へと逃亡していった。さすがである。

　本当は、俺もひまわりと一緒にいたかったんだけど……今の状況だと厳しいよな。

　……が、無論、『ひまわり復活大作戦』を諦めたわけではない。

　実はあるんだよなぁ～！　俺が用意した、とびっきりの作戦が！

　ただ、そいつを実行する前に、できることならやっておきたいことがある。

　それは……

「なぁ、パンジー。少し頼みがあるんだが……」

「その件について、私はお手伝いできないわよ」

　早い。早いよ、パンジーさん。聞く前に、内容を特定して断らんでくれ。

　ダメ元で聞いてみたが、想像以上のスピードで拒絶されたな……。

「分かっているでしょう？　その件で私とコスモスさんとサザンカは力になれないことに」

　ちゃっかりサザンカも追加っと。まぁ、そうだと思ってましたよ……。

　はぁ……。どこかにいないかな？　サンちゃん以外にも俺にとってすげぇ頼りに──

「むふふ！　如月きさらぎ先せん輩ぱい！　そんなに幸薄そうな顔をして、どうしたのですか？　仕方がないから、超絶天使のたんぽぽちゃんが相談にのってあげちゃいましょう！」

　いや、諦めよう。気持ちを切り替えて自分で頑張るしかない。

　ちょうど、ひまわり達たちも二階にあがってきたしな。

「パンジー、俺はそろそろツバキ達たちと合流するから行くぞ」

「分かったわ。少しだけでも一緒にいられてとても嬉うれしかったわ。ありがとう、ジョーロ君」

　いちいち、この程度のことで礼を言うなっつうの。

　普段は傍若無人が服を着たような奴やつだってのに……、こういう時だけ殊勝になんなよ。

「ちょっと！　なんで、私を無視して立ち去っていくんですか！　むっふー！」

　アホの相手をする余裕がないからだよ。アホよ。




「ひまわり、ツバキ！　クラーク博士ですよ！　折角ですし、一緒に写真を撮りましょう！」

「うん……。分かった……」

「ん。いいよ」

「なら、カメラマンは俺に任せてくれよ！　バシッと撮ってみせるぜ！」

　時計台の二階にある、ヤツに座ったクラーク像と楽しそうに写真を撮るあすなろ達たち。

　ヤツが何かは悟ってくれ。その単語を口にするのすらはばかられる……ヤツだ。

　尚なお、カメラマン担当のサンちゃんは、先程までと異なり帽子とマスクを装着している。

　コートは準備していなかったが、こっちは念のため準備していたらしい。

　有名人になるってのも、それはそれで大変だ。

「いくぜ？　……はい、チーズ！」

　撮影が終わったタイミングで、俺もサンちゃん達たちに合流。

「おっ！　そうだ、ひまわり！　折角だし、ジョーロと二人で写真撮るか？」

「……だいじょぶ。幼おさな馴な染じみのわたしだけ、そんなのするの、ダメ」

「そ、そっか……。分かったぜ！」

　サンちゃん、ありがとな。俺に付き合って、ひまわりを元気づけようとしてくれて……。

　だが、ここからは任せてくれ。

　見せてやるよ！　とっておきの『ひまわり復活大作戦』をな！

「なぁ、ツバキ。少し提案があるんだが、いいか？」

「ジョーロ、どうしたのかな？」

　本来であれば、この話はひまわりに直接したかった。

　だが、いかんせんひまわりは、あすなろという強固すぎる壁に守られていて、付け入る隙がまるで見当たらない。だからこそ、俺おれ達たちの班のリーダーであるツバキに話す。

　それしか、この作戦を成功させる方法はない。

「あのよ、この後ってさっぽろテレビ塔に行く予定だよな？」

「ん。そうだけど、ジョーロは他に行きたい場所があるのかな？」

　さすが、ツバキ。俺の言いたいことをすぐに察してくれて、助かる限りだ。

　では、お見舞いしてやりましょう！　とっておきの最終兵器を！

「ああ。この後だけどよ、…………あまおうクリームパンを食べにいかねぇか？」

　これですよ、これ！　ひまわりと言えばクリームパン！　クリームパンと言えばひまわり！

　ひまわりの代名詞とも言えるあまおうクリームパンを摂取させつつ、楽しい会話！

　これこそが、俺の用意した最終兵器！　こいつで、どうにかひまわりを復活させてやる！

「うーん……。あまおうクリームパンかぁ……」

　む？　なぜか、ツバキが渋い顔をしているぞ？

　予定を変更するのが嫌だったのだろうか？　いや、それにしては今の発言はおかしい。

　まるで、あまおうクリームパンに乗り気じゃないような言い回しで……

「実はボク……っていうか、ボクとひまわりとあすなろ、時計台に入る前にあまおうクリームパンを食べたんだよね。ひまわりから分けてもらって……」

　俺がコスモスに引っ張られて、時計台に入っている間にそんなことが起きてたんかい！

　……ん？　なんかひまわりが、俺に背を向けてダッフルコートのフードを見せてきているのだが、いったい何を……んなっ！

「あまおうクリームパンなら、ここにいっぱい入ってるよ……。ジョーロも食べる？」

　どうなってんだよ、そのダッフルコート!?

　フードの中を確認すると、ぎっしりと入っているあまおうクリームパン。

　準備万端ってレベルじゃねぇぞ、これ！

「わたしも、お外に出たら食べようと思ってたから……。まだ五個しか食べてないし……」

　五個も食べたんかい！　元気がなくても、そこは揺るがないのね！

　はぁ……、ここでも作戦失敗かよ……──なぁ～んてな！　んなわけねぇだろが！

　ひまわりが、あまおうクリームパンを用意していることなど、当然ながら予想済み！

　そもそも、最終兵器が『あまおうクリームパンを食べに行く』なんてしょぼすぎるわ！

　違うんだよなぁ～！　俺が食おうって言ってるのは、

「いや、俺は普通のあまおうクリームパンじゃなくて、北海道の地域限定で販売されてる、『あまおうクリームパン　夕ゆう張ばりメロン味』を食いに行きたいんだ」

「ち、地域限定……夕ゆう張ばりメロン、味!?」

　きたぁぁぁぁ！　ひまわりのアホ毛が、ビビビと超高速で左右に揺れ始めたぞ！

　どういう原理になってるかは知らんが、効果は絶大だ！

　修学旅行前、図書室業務終わりに鞄かばんを確認したら、なぜか入っていたガイドブック。

　わざわざご丁寧に、付箋まで貼られたページに書いてあったのだよ！

『あまおうクリームパン　夕ゆう張ばりメロン味』の情報がな！　これこそが、俺の真の最終兵器よ！

「ツバキ達たちが食べたのは、普通のあまおうクリームパンだろ？　だからさ、北ほつ海かい道どう限定の夕ゆう張ばりメロン味が売ってる店にいかねぇかって提案だ」

「そういうことか。……なら、多数決で決めよっか。みんなはどっちがいいかな？」

「俺はジョーロの意見に賛成だ！　夕ゆう張ばりメロン味を食ってみたいしな！」

「私は、予定通りさっぽろテレビ塔に行きたいです」

　ツバキは中立、サンちゃんは賛成、あすなろは反対。予想通りの展開だ。

　つまり、あとはひまわりに全てが託されたわけだが……、

「わ、わたしも……うぅ……夕ゆう張ばりメロン味……食べたい」

　フィィィィッシュッ！　これがひまわりの一本釣りじゃぁぁぁぁ！

　何かしらの葛藤はあったようだが、見事に俺の策にくいついてきたぞ！

　あとは、一番厄介なあすなろだが……、

「はぁ……。分かりましたよ……。多数決には、従いますよ……」

　よし！　ようやく、ようやく作戦が成功したぞ！　これで、ひまわりが復活したら……今度こそ俺の最大の目的である『素敵な思い出』作りに専念できるぜ！





※






「ジョーロ、うまくいったな！」

「ああ。サンちゃんもありがとな。賛成してくれて助かったぜ」

　無事にさっぽろテレビ塔から、夕ゆう張ばりメロン味への予定変更に成功した俺おれ達たちは、いよいよ時計台を出発。パンジー達たちやサザンカ達たちも一緒に来るのかと思ったが、あいつらはあいつらで、班の予定があるのでここからは別行動。俺おれ達たちより、一足先に札さつ幌ぽろ時と計けい台だいを出発していった。

　では、さっさと向かってしまいましょう！　夕ゆう張ばりメロン味の下へ！

「あの、すみません！　俺、西にし木き蔦づた高こう校こうの野や球きゆう部ぶキャプテンの穴あな江えって言います！　あの大おお賀が太たい陽ようのチームのキャプテンの穴あな江えって言います！」

　はて？　時計台の外に出たら、やたらとキャプテンアピールをする穴あな江えがいるじゃねぇか。

　……何度も失敗しているはずなのに、まだゲレンデをとかすのを諦めていなかったのか。

「あ、そう、ですか……。あはは……、キャプテンさんなんですねっ」

　話しかけている女の子は……うわっ！　すげぇ美人だな！

　すらっとした百六十五センチ程の身長。凹凸がはっきりしている整ったスタイル。綺き麗れいに伸びたストレートヘアー。上品な顔立ちで、まるで絵画から飛び出してきたかのような美人だ。

　格好は、スタイルがよく分かる白のタートルネック、ネイビーのムートンコート。

　大人っぽいアダルトな雰囲気で溢あふれている。恐らく、大学生だとは思うのだが。

「あ、穴あな江え……。そいつは、少し厳しすぎる相手じゃないか？」

　俺もサンちゃんに賛成。あんな美人に彼氏がいないわけがないだろ。

「その、恋人とかいたりしますか!?　もしいなかったら……、いなかったらでいいんですが！　その時は、俺と一緒にゲレンデをとかしにいきませんか!?」

「はい？」

　穴あな江え、そのナンパはない。ド素人しろうとの俺でも分かるレベルでやべぇやつだぞ。

　こりゃ今回も……って、あれ？　なんかお姉さん、すっげぇ笑顔を浮かべてね？

「ふふっ……。面白い人ですねっ。ゲレンデをとかすのは色んな人に迷惑がかかっちゃいますからダメですけど、ちょっとだけ貴方あなたに興味を持っちゃいましたっ」

「本当ですか!?」

　本当ですか!?　いや、思わず俺も同じことを思っちゃったよ！

「はいっ。……でも、ごめんなさい！　その、私……大切な人がいて……」

「なっ！　なんですとぉぉぉ!?」

　うん。こっちは予想通りだね。やっぱり、彼氏がいたってわけか。

　なぜ上げてから落とした？　お姉さんよ。

「そ、そうですか……。く……っ！　ようやく出会えた俺の運命の人が……」

　穴あな江え、尺取りすぎじゃね？　もういいから、大人しく諦めようよ。

「なら、せめて教えてくれませんか!?　貴方あなたの大切な人……その人は、どんな男なんですか!?」

　まるで、十年来の想おもいにやぶれたような言い回しである。

「分かりましたっ。私の大切な人は……」

　ん？　お姉さんが突然歩き出したぞ。ってことは、近くに彼氏がいるのか。

　こんなとんでもない美人の彼氏って、どんなイケメンなんだろう？

　読者モデルのナイスガイか？　はたまた、アパレル企業の社長か？

「この人ですっ！」

　なーんだ！　どんなすげぇ奴やつかと思ったら……

「どうですか？　素敵な人でしょう？」
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　大したことのない俺じゃないかぁ！

　お姉さんったら、そんなギュッと俺の腕を抱きしめ……って、なんじゃこりゃぁぁぁぁぁ！

「ちょ、ちょっ!?　な、何をして……」

「腕を抱きしめていますよ。見て分かりませんかっ？」

「そういう意味じゃなくて！」

　なんだよ、この超ちよう絶ぜつ怒ど濤とうの急展開は!?

「ふふっ。もちろん、分かってますっ。ちょっと、からかっちゃっただけっ」

　俺の混乱を予想済みのようで、お姉さんはクスクスと笑っている。

「い、いや！　だったら、なんで俺を……。つか、初対面の相手にこんなことを……」

「違いますよっ」

　はい？　俺とこのお姉さんが初対面じゃない、ですと？

「あー、ジョーロ……。お前、そんな美人な人とどんな関係が……」

「何やら、すさまじく面白そうな予感がしますね……」

「ん。これは、ボクもビックリかな……」

　俺とお姉さんの様子を見て、啞あ然ぜんとする同じ班のメンバー達たち。

　だが、そんな中で一人だけ異なる反応を示す人物がいた。そいつは……

「あ、えと……んと……もしかして……」

　ひまわりだ。

　あすなろの体をギュッと抱きしめ、何やら真剣な表情でお姉さんを見つめている。

　その視線に気づいたお姉さんは、クスクスと笑みを浮かべながらひまわりを見つめて、

「相変わらず、甘えん坊さんなんだねっ」

　どこか達観するような声で、そう言った。

「……っ！」

　お姉さんからの言葉に、ビクリと体を揺らすひまわり。

　だが、二人の会話はそこまで。お姉さんは、再び俺に視線を戻すと、

「さて、問題ですっ。私は、いったい誰でしょうっ？」

　白い息と共に、妙に色っぽい言葉を届けてきた。

「は？　いや、えっと……」

「チックタック……、チックタック……」

　いや、そんな楽しそうに首を揺らさないでくれよ。……あぁ、サラサラした髪が当たるし、なんか甘いシャンプーの香りが……って、そうじゃなくて！

　今のひまわりの態度。俺と初対面ではないという発言。

　つまり、それって……

「はい、時間切れっ」

　俺の思考がまとまるよりも先に、タイムアップ。同時に強まる、腕を抱きしめる力。

　よく見ると、お姉さんのやけに白い肌のホッペだけが僅かに紅潮していた。

「それでは、正解は……」

　ゆっくりと紡つむがれる言葉。緊張で微動だにできない俺の側面へと回りこむと、




「貴方あなたを大好きな女の子ですっ」




　言葉と同時に、俺の頰へ柔らかい感触を伝えてきたのであった。




　札さつ幌ぽろ時と計けい台だいの前で発生した、超ちよう絶ぜつ怒ど濤とうの急展開。

　俺の頰に突然キスをしてきたお姉さん。

　誰もが啞あ然ぜんとする中、最初に口を開いたのは、

「ツバキちゃん……。やっぱりわたし、あまおうクリームパン、いらない」

　なぜか先程よりもさらに意気消沈した、ひまわりであった。

「え？　でも、ひまわりも行きたいって……」

「ダメ……。わたしのわがまま、ダメなの……。それじゃ、いつもと同じになっちゃう……。だから、よてー通り、さっぽろテレビ塔いこ……。そっちのほーが、みんな楽しいよ」

「ん。分かったかな……」

　もぉぉぉぉぉぉ!!　折角、あとちょっとで上手うまくいきそうだったのに！

　どうしてこうなっちまうんだよ！







[image: 第三章　俺はえぐい願いをされる]
















「ふふっ。ちょっとだけ、恥ずかしかったですっ」

　札さつ幌ぽろ時と計けい台だいの前で、とんでもないことをしでかした後のお姉さんの第一声がこれ。

　雪のように白いほっぺを紅潮させ、どこか照れくさそうな笑みを浮かべて俺を見つめている。

「な、なぁ……。あんた、まさか……んっ！」

「時間切れになった人に、解答権はありませんっ！」

　いきなり、口元に人差し指を添えてきたんですけど！

　よく人前で、平然とこんなことができるな！　どんなメンタルしてるんだよ!?

「あの、えと……んと……」

　む？　ひまわりが、遠慮がちではあるがお姉さんに声をかけようとしているぞ。

　お姉さんもそれに気づいたのか、大人びた笑みでひまわりを見つめているな。

「正解発表はまた後ほどっ。会えて嬉うれしかったですよっ。……ふふっ」

　が、二人の間にそれ以上の進展はなし。

　最後に、やけに意味深な言葉だけを残して、お姉さんは札さつ幌ぽろ時と計けい台だいから去っていった。

　パタパタと、ほんの少しだけ慌てた足取り。

　雪の中に消えていくその後ろ姿はどこか幻想的で、俺はついその様子に見入ってしまった。

　あのお姉さんが何者か、なぜあんなことをしたのか、非常に気になるが、今はこれ以上考えるのはやめよう。……俺には、もっと優先しなくてはならないことがあるからな。

　それは、もちろん『ひまわり復活大作戦』だ！

　たとえ、どんな予想外のトラブルに見舞われようと、ここだけは譲るわけにはいかん！

　というわけで、当初の目的通りあまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味を──

「ツバキ！　時間がもったいないですし、早くさっぽろテレビ塔に行きましょう！」

「ん。そうしよっか。……ひまわりも、それでいい？」

「うん。わたしもそっちのほうが、いい……」

　ですよねぇ！　あわよくばいけると思ったけど、全然ダメだったよ！

「ジョーロ、ボーッとしてないで早く行くよ。時間は有限かな」

「おう……。分かったよ……」

　結局、最終兵器も不発に終わり、俺はひまわりを復活させることができなかったのであった。

　くそぅ……。あとちょっとだったのに……。





※






　まずい……。ひっじょーにまずいぞ……。

　結局、さっぽろテレビ塔でも、俺はひまわりを復活させることができなかった。

　どうにか挑戦しようとするも、津つ軽がる型がた防壁ポニー式改めあすなろに阻止されたからだ。

　このままでは、俺の修学旅行最大の目的である『素敵な思い出』作りは、とてもじゃないが達成できそうにない。……どうする？　すでに札さつ幌ぽろ観かん光こうは全ての予定を消化し、今は俺おれ達たちが泊まる香こう峰ほう旅りよ館かんへ向かっている最中だ。そこでも、『ひまわり復活大作戦』に挑戦し続けるか？

　だけど、俺はもうすぐ……

「なぁ、ジョーロ。少しいいか？」

「ん？　どうしたんだ、サンちゃん？」

　隣を歩くサンちゃんが、普段の熱血ボイスではなく、落ち着いた声で俺に語りかけてきた。

「まぁ、ちょっと野球の話でもしようと思ってな」

「野球の話？」

　なぜ、唐突にそんな話題を？

「野球の攻撃ってさ、自分一人じゃできないんだ。みんなで協力して、打線を繫つなげて点を取る。……だから、自分の打席じゃない時は、他の仲間を信じて待つことしかできない」

「お、おう……。そうだな……」

　自分がランナーって場合もあるが、今はそれを考えなくていいのだろう。

　で、サンちゃんはなぜこんな話を？　突然、意味も無くするとは思えないが……、

「つまりさ、……今は俺おれ達たちの打席じゃないんだよ」

「は？　……はぁ!?　そ、それって……」

　まさか……、いや、間違いない。サンちゃんは、野球の話に例えて俺にこう言ってるんだ。『ひまわりの件に、これ以上首を突っ込むのをやめろ』って……。

「なんでだよ？　あいつの中の『幼おさな馴な染じみ』って気持ちを変えてやれば……」

「違ったんだよ、ジョーロ。あいつの悩みは、それじゃなかったんだ」

　なんだよそれ!?　ひまわりの悩みが、『自分が幼おさな馴な染じみ』ってことじゃないだって!?

「『幼おさな馴な染じみ』ってのは、そんなに重要じゃないんだ。もっと重要なことが別にある。それで、そいつは俺おれ達たちじゃどうしようもできない……。特にジョーロ、お前はな」

　わけがわからん。俺おれ達たち……、特に俺がどうしようもできないことだと？

「大丈夫だよ。ひまわりはお前が思っているよりもずっと強い奴やつだ。それに、助けることができる頼りになるバッターも、俺おれ達たち以外にちゃんといる」

　そう言われて、俺の頭に浮かぶ一人の人物。確かにあいつなら……

「だから、あいつらを信じて待ってみようぜ！」

「あ、あいつら？」

　おいおい、どういうことだよ？　サンちゃんの言う『頼りになるバッター』。

　その一人は分かった。……間違いなく、あいつだ。

　だけど、サンちゃんは『あいつら』と言った。つまり、他にも誰かいるってことだ。

「ま、誰かは気にするなよ！　すごいホームランバッターだってことは俺が保証するからさ！　安心して任せて大丈夫だ！」

　サンちゃんにそこまで言わせるってことは、本当に頼りになる奴やつなんだろうな。

「な？　だから、俺おれ達たちは引き下がろうぜ？」

「…………」

　正直に言えば、ここまで色々と挑戦して中ちゆう途と半はん端ぱに手を引くってのは思うところがある。

　けど、サンちゃんの言う『自分の行動が逆効果を生む』ってのも、十分に理解できるんだ。

　以前、俺の上位互換であるあの男も、中学時代にそれで大きな失敗をしちまってるからな。

　だったら……、

「分かった。俺は、これ以上何もしない。……信じて、待つことにするよ」

「ああ！　それが、チームプレーってやつだ！」

　俺の最終目的である『素敵な思い出』を作るために、ひまわりの復活は絶対に必要だ。

　だから、そのために『何もしない』のが最善だと言うのなら、俺はひまわりに何もしない。

「さっぽろテレビ塔からの景色、綺き麗れいでしたね！　札さつ幌ぽろの街が一望できて！」

「うん。すっごくきれーだった……」

「綺き麗れいさもだけど、街の作りが面白かったかな。札さつ幌ぽろの街って、上から見るとブロック区切りになってるんだね」

　仲睦むつまじく会話をする、俺の前を歩く三人の少女。

　正直に言えば心配で仕方がないが、それでも、サンちゃんの言ったとおり信じて待とう。

　ひまわりと、『頼りになるバッター』達たちを……。

　それに、ある意味ちょうどいいタイミングでもあるんだよな。

　なんせ俺の最終目的は、『素敵な思い出』作りであって『ひまわり復活』ではない。

　そして、その目的を達成するために、『ひまわり復活大作戦』以上に優先してやらなきゃならねぇことが、そろそろ始まるんだよ。

「ところでさ、ジョーロ。……結局、時計台の人とお前はどういう関係なんだ？」

　うっ！　これまたナイスタイミングというべきか、なんというか……。

「分からねぇ……。その、もしかしたらって奴やつはいるんだが……、そいつだとしたら、色々と行動に合が点てんがいかないことが多いんだ」

「そっかぁ。……ま、分からないことを気にしても仕方ないか！」

　一人だけ、心当たりのある人物はいる。……のだが、どうしても確信が持てない。

　理由は、簡単だ。あのお姉さんは、俺の知っているあいつと異なる点が多すぎるんだ。

「おっ！　ツバキ、あそこだよな？　俺おれ達たちが泊まる旅館！」

「ん。サンちゃんの言う通りかな。看板に香こう峰ほう旅りよ館かんって書いてあるし……って、あれ？」

　だが、その謎はもうすぐ解けると俺は確信している。

　なぜなら……




「ロマンチックな再会を期待しましたかっ？　残念でした、そうはいきませんっ」




　目の前に、その人が立ってるんだもん……。

　再登場がはえぇわ。

　もう少しくらい溜ためると思ったのに、あっという間に出てきたじゃねぇか。

　旅館の入り口で俺おれ達たちに笑顔でお辞儀をする女は、札さつ幌ぽろ時と計けい台だいで出会った恐ろしい美女……なのだが、さっきと格好が違う。時計台では大人っぽいファッションだったが、今は落ち着いた雰囲気のある和服に着替えているではないか。

　いやぁ～……。ライトノベルの表紙は和服だと売上が減少するって言われてるけど、生で見るといいよなぁ～。なんかこう内包された色気というか……って、違う違う。

「さて、問題です。どうして私は、ここにいるのでしょうっ？」

　出題するのはいいけど、いちいち俺のそばに来るのはやめて。

　いや、その理由はもう予想がつくんだけどね……。

「香こう峰ほう旅りよ館かんの従業員、だからか？」

「五十点っ。正解は、従業員だからに加えて、貴方あなたに早く会いたかったからでしたっ」

　余計なオプションはつけんでいい。

　舌をペロッと出す仕草はめっちゃ可愛かわいいんだけどね。大人びた外見なのに、仕草は子供っぽいっていいよね。どこぞの元生徒会長みたいに、あまり幼児退行がすぎると困りはするけど。

「なぁ、あんたってジョーロと知り合いなのか？」

「それは、私も気になりました！　何やら、面白そうな予感がしますので！」

「ん。ボクも教えてほしいかな。できれば、君の名前も」

　そんなお姉さんに、みんな興きよう味み津しん々しんといった様子である。

「あの、んと……」

　ただし、ひまわりだけはどこか遠慮がちに、何かを言おうとして口ごもっている。

「ごもっともな質問ですね。……ですが私としては、自分の名前は彼に当ててもらいたいわけなんですよっ。……だから、もう一度聞きますねっ？　今度はヒント付きでっ」

　そう言ってお姉さんは、再び俺をジッと見つめ始めた。

「さて、問題です。私は、いったい誰でしょう？　……ジョー君」

　その呼び方……。やっぱり、そうだったんだな……。

　俺を『ジョー君』と呼ぶ女の子なんて、この世に一人しかいねぇよ。

　つまり、このお姉さん……いや、この子は……、




　──やったぁ！　わたしのかっちぃ！

　──うぅ～。ババぬきなら、ひまちゃんにかてると思ったのに……。

　運動では勝ち目がないので頭脳戦ならと挑んだババ抜きで、ひまわりにジョーカーを一度も引かせることができずに敗北し、うなだれる少女。

　本当に悔しかったのだろう。瞳に涙を滲にじませて、恨めしそうにひまわりを睨にらんでいる。

　──じゃ、つぎはだいふごーやろっ、だいふごー！

　だが、そんな視線にまるで気づかず、ひまわりは天てん真しん爛らん漫まんにトランプを集めては、次のゲームを提案している。

　──ひまちゃん、そろそろ宿題やろーよ。あそんでばっかりだと……

　──ダメっ！　だいふごーをやらないと、わたしのしゅくだいははじまらないんだよ！

　小学校の頃……、俺おれ達たち三人はいつもこうだった。

　ひまわりがメチャクチャなことをいって、少女がそれに振り回される。

　それで、最後は……

　──ジョー君。ジョー君は、どう思うかな？

　俺に助けを求めてくるんだよな。

　たださ、残念なことに、俺がひまわりに何を言っても……

　──ひまわり、おれもそろそろ宿題を……

　──だいじょぶ！　みんなでいっしょだとたのしいよ！　だから、みんなでいっしょだよ！


わけの分からんひまわり理論に押し切られちまうんだよな。



　──だそうだ。

　──もう……。わかったよ！　やればいいんでしょ、やれば！

　中学生になる前の、サンちゃんと出会う前の、俺とひまわりだけの物語にいた少女。

　最後の最後に、苦い思い出と共に札さつ幌ぽろへと引っ越していった少女。

　その少女の名前は……




「……ライ、か？」

　香か紫し花ばな丁ひのと。少し男っぽい名前だが、れっきとした女の子。

　かつて、俺が深く傷つけてしまいそのまま別れてしまった、俺とひまわりの小学校の同級生。

　フルネームを並び替えると『紫丁香花ライラツク』になることから、俺は『ライ』と呼んでいた。

　まさか、こんな美人に成長してるなんてな……。

「大正解っ！　ちゃんと覚えててくれて嬉うれしいよ、ジョー君っ！」

　これまでの丁寧な口調から、砕けた口調へと変化するライラック。

　……忘れるわけがねぇだろ。なんせ、ライラックは俺の……いや、昔の話だ。

「というわけで皆さん、はじめましてっ！　ジョー君の小学校の同級生で、今は実家の香こう峰ほう旅りよ館かんで従業員をやっている……香か紫し花ばな丁ひのとですっ！　ライラックって呼んでねっ！」

　まだ分からねぇことは多いが、一つだけ分かったよ。

　札さつ幌ぽろ時と計けい台だいで別わかれ際ぎわ、『正解は後ほど』って言った理由は……

「お客さん名簿を見て、ビックリしちゃったよっ！　まさか、西にし木き蔦づた高こう校こうにジョー君がいるなんてねっ！　だから、今日をすごく楽しみに、首をながぁ～くして待ってましたっ！」

　って、わけなんだろうなぁ～。最初から、俺とひまわりが自分の働いている旅館に来ると知っていたからこそ、札さつ幌ぽろ時と計けい台だいでは名乗らずに去っていったわけか。

　だけど、名乗られた今でも信じられねぇよ……。

　俺の知っているライラックは、オシャレに興味を持たず乱雑に伸びた髪が特徴的な奴やつだった。こんな綺き麗れいに身だしなみを整えているところなんて、見たことがない。

　加えて、一番の違いは性格。

　ライラックは普段から内向的で、ヒイラギ程ではないが、どちらかというと人見知りするタイプの大人しい女の子だった。間違っても、久しぶりに再会したからって、いきなり俺の頰にキスをするなんてぶっとんだ行動をとるような奴やつではない。

　そんなライラックが、こんな明るい性格になってるなんてな……。

「と・こ・ろ・で・さっ！」

　言葉に合わせて一歩ずつ、全部で五歩。

　リズミカルに移動をして、とある人物の前に立つライラック。

　それは、言わずもがな……

「いつも我わが侭ままで元気が有り余ってた子が、すごく静かなのはどうしてかなっ？　ひまちゃん」

　ひまわりのところだ。

「ラ、ライちゃん……、おっきくなったね……。久しぶり……」

「ひまちゃんは、昔とほとんど変わってないねっ。おかげで一目見て、すぐに分かっちゃったよっ。ひまちゃんは、私に気づいてくれたっ？」

「うん。そうかなって、思ってたよ……」

「ありがとっ。でも、ひまちゃんの元気がないのは嫌だなぁ～っ。……あ、そうだっ！」

　あごに人差し指を添えて、何かを閃ひらめいたライラックは大きく腕を広げる。

　そして、そのまま……

「ライちゃんパワァ～！　じゅ～でんっ！」

　思い切り、ひまわりを抱きしめた。

「わっ！」

「どうっ？　元気出たっ？　昔、私が元気ない時、こうやって励ましてくれたよねっ？」

「あ、あはは……、あ、ありがと……」

「あちゃっ……。失敗かぁ～っ。中々、本家には及ばないようで……」

　今はひまわりの元気がないという理由もあるが、まるで小学校の頃と立場が逆転したみたいな状況だな。

「それじゃあ、これ以上ここで立ち話というのはアレなので……私のお家うち……香こう峰ほう旅りよ館かんに案内するよっ！　西にし木き蔦づた高こう校こうご一行様、私に続いて下さいませぇ～っ！」

　そこから俺おれ達たちは、ライラックに案内される形で自じ分ぶん達たちが修学旅行で泊まる……香こう峰ほう旅りよ館かんに入っていった。





※






　香こう峰ほう旅りよ館かんに集合した俺おれ達たちは、生徒全員が揃そろったところで各自に割り振られた部屋へ。

　残りの予定は入浴と夕食だけなので、クラス毎ごとの風ふ呂ろの順番が回ってくるまでは自由時間だ。

　ひまわりの件は……、正直心配ではあるが、他の奴やつに任せると決めた。

　だから、俺は信じて待つだけ。これから、何かをすることはないだろう。

　だが、それは俺の最終目的である『素敵な思い出』作りを任せるという意味ではない。

　俺は俺で、やるべきことをやるつもりだ。

　ついこの間の……繚りよう乱らん祭さいの時のように、空回りをし続けて終わりってことにだけは、なるわけにはいかねぇからな。……なので、自分の部屋で今後の作戦を練ろうとしていたのだが、

「展開が早すぎて、ビビるわ……」

「大丈夫っ！　ジョー君をずっと待ってた私としては遅いくらいだったから、足して二で割ればちょうどよくなるよっ！」

　そんな時間が、俺に与えられることはまるでないのであった……。

　現在地は、旅館の部屋ではなく、フロントロビーに設置されたソファー。

　そこに俺は、ライラックと共に腰を下ろしていた。

　……いやね、最初は部屋でゆっくりしてようと思ったんだよ。そしたら、ライラックの奴やつがやってきて、『ジョー君、お借りしまぁ～す』とか言って腕を引いてくもんだからさ。

　色んな意味で気まずくなった俺はその指示に従って、ここまできたというわけだ。

「でも、時計台では私もビックリしたんだよっ？　まさか、あんな場所でジョー君とひまちゃんと再会するとは思ってもみなかったからさっ！　それで、ついつい嬉うれしくなって、あんなことをしちゃいましたっ！　……嬉うれしかったっ？」

「果てしなく困った」

「ぶぅ～っ！　そこは噓うそでも、嬉うれしかったって言うべきじゃないっ？」

「てめぇに、俺の噓うそは通じねぇだろ」

「ふふっ。そうだねっ。すぐに見抜けちゃう自信はあるよっ」

　小学校の時から、ライラックは俺の噓うそを見抜く力に長たけていた。

　だから、俺は噓うそをつかない。……いや、そんな理由は後付けだ。

　ただ純粋に、こいつにだけは噓うそをつきたくなかったんだ。

　そう思ってたはずなのに……、あの事件の時、俺は最低の噓うそをついたんだよな……。

「あ、あのよ……ライ」

「んー、どしたの、ジョー君っ？　何か私に聞きたいことでもあるのかなっ？」

　聞きたいことは、山ほどある。

　あれから、どうしていたか？　なんで、時計台ではあんなことをしたのか？

　だが、それよりも最初に確認すべきことは……

「恨んでねぇのか？　俺は、ライを……」

　小学生の時に、起きたシール盗難事件。

　当時、クラスの女子の間で、シールを集めるのが流行はやっていた。そして、クラスをまとめていた女の子のシールが盗難されるという事態が発生して、ライラックはその犯人として疑われ、みんなから糾弾された。……だが、実際は違う。なんせ、ライラックは盗難が起きたと思われる時間に俺と二人きりでいたのだから。……だけど、俺はそれを言わなかった。

　女子と二人でいたなんて知られたら、みんなにからかわれると思って、自己保身のためにライラックを犠牲にしたんだ。

　そして、そんな窮地のライラックを救ったのはひまわり。『ちゃんと探せば見つかる』と、必死にシールを探して……盗まれたと言っていた子の教科書に挟まっているシールを発見した。

「そうだねぇ～っ。あの時は本当に悲しかったよっ！　ひまちゃんに助けてもらって、ジョー君には全然助けてもらえなくてさっ！　すっごく寂しかったし、悲しかったなぁ～っ！」

　本当にすみませんでしたぁ！　やっぱり、怒ってるよなぁ～……。

　あの事件は、ライラックにとって苦い思い出以外の何ものでもないわけだし。

「わ、悪かった！　あの時のことは本当に反省してる！　だから、ちゃんと罪滅ぼしを──」

「なら、軽く丸まる坊ぼう主ずにでもしてくれたら、それで許してあげるよっ！　五厘刈りでねっ」

「実現可能な地味に重い罪滅ぼしだな、おい！」

「あっ！　今の昔のジョー君っぽいっ！　よかったぁっ。再会してからずっと他人行儀だから、ちょっと寂しかったんだよっ？」

　うっ！　まぁ、その通りかもしれない。

　いや、だってよ……、こんな美人になっているのも驚きだが、性格も全然ちげぇんだもん。

「丸まる坊ぼう主ずの件は冗談だから安心してっ！　代わりに、別のお願いはしちゃうけどっ！」

「ち、ちなみに、その別のお願いの内容とは？」

「ふふっ。気になるっ？」

　うっ！　本人としてはそんなつもりはないのだろうが、ほんの少しだけ前まえ屈かがみになり、俺の顔を下からのぞきこむ仕草が妙に色っぽい。

「まぁ……。その……、気になるよ……」

「さて、問題です。私のお願いはいったいなんでしょう？」

　そういや昔から、ライラックはやけに問題を出すのが好きだったな。

　いつもこうやって、『さて、問題です』って言って。懐なつかしいな……。

「えっと……、友達がほしい……とか……」

「ブー！　大外れ！　ジョー君、私を昔のままだと思わないでよねっ！　ちゃんと、こっちで沢山お友達ができたんだからっ！　ライちゃんは、学校で大人気なんだよっ！」

　それを聞けて安心したよ。

　昔みたいに、俺とひまわりとしか仲良くないって状況じゃないんだな。

「まぁ、素敵な彼氏さんだったら、募集してるけどねっ！」

「それで、正解は？」

「ちぇっ……。もうちょっと、照れてくれてもいいのに……。なんかジョー君、女の子に妙な耐性できてないっ？」

　気のせいでしょう。

　決して、最初から素直に好意を示してくる女の子を怪しむようになったわけではないよ？

「では、正解発表ですっ！　正解はぁ～……ドロロロロ……」

　口でドラムロールを刻み始めた。相変わらず、結構正解を引っ張るな。

「私に、『楽しい思い出』を作ってほしいですっ！」

「ん？　それって……」

「ほらっ！　せっかくこうして再会できたんだからさ、昔の嫌な思い出を楽しい思い出で塗り潰しちゃいたいんだっ！　だから、ジョー君！　私に『楽しい思い出』を作ってっ！」

　パッと聞くと、俺の目的である『素敵な思い出』と非常に似たお願いなので、喜んで引き受けたいところではあるが、油断は禁物だ。

　ライラックの『楽しい思い出』が、俺にとって不都合極まりない可能性もあるわけだし。

「ちなみに、その詳細を聞くのは？」

「ダメですっ！　正解はもう発表済みですからっ！」

　そんな気はしてましたよ。なんか、嫌な予感が増大していくな。

「それで、ジョー君のお返事はっ？」

　……さて、どうする？　お願いである以上、断ることはできなくもない……と思う。

　だけど、安直に引き受けて、後でどえらい目にあうのは避けたいし……

「はぁ～、悲しかったなぁ～……。小学生の時、ジョー君に助けてもらえなくてぇ～っ」

「喜んで引き受けさせていただきます！」

「やったっ！　ありがと、ジョー君っ！」

　ねぇ、脅したよね？　過去のことをダシに、俺にプレッシャーをゴリゴリかけてきたよね？

「ふふっ。ほんとのことを言うとね、実はあのことでジョー君のことなんて、これっぽっちも恨んでないんだっ。でも、甘えられるチャンスだから、利用しちゃったっ！」

　悪びれない笑みを浮かべて、ウインクを飛ばすライラック。その笑顔は、ほんの少しだけ小学校の頃の面影が感じられて、俺も思わず笑みがこぼれてしまう。

　……まぁ、ライが喜んでくれるならそれでいいか。

　いや、むしろお礼を言うのはこっちかもしれないな。あんなことをした俺を許してくれた上に…………ギュッて俺の腕を抱きしめてくれるんだもぉ～ん！　すっごいわぁ、これ……。

　いや、本当に綺き麗れいになったな。……ライラック。

　まるで絵画に描かれたようなバランスのいいスタイル、整った顔。小学校の頃から、『可愛かわいい』とは思っていたが、こんな『綺き麗れい』になっているのは、本当に想定外だよ。

　もしかしたら、真のパンジーに匹敵するか、それ以上の……

「ねぇ……。私、可愛かわいくなったっ？」

「ああ。想像以上にな」

「ってことは、私のことをたまには想像してくれたんだっ。嬉うれしいなぁっ」

　ちょっとした言葉で喜ばないでくれ……。

「ジョー君は、私が想像してたよりかっこよくなって……はないかなっ」

「悪かったな、期待はずれで」

「それは違うよ、ジョー君っ！　想像通りだったから、一目見てすぐに分かったんだもんっ。だから、ちゃんと期待通りだよっ！　むしろ、期待はずれだったのは、ジョー君がすぐに私に気づいてくれなかったことかなぁ～っ」

「し、しかたねぇだろ！　その、外見もだが、性格も随分……」

「あはっ！　ま、そうだよねっ。……うぉっほんっ！　実は、この性格は中学デビューっ。ほら、昔の私って内気で友達が少なかったじゃんっ？　で、そのせいであんな事件に巻き込まれちゃったからさ、このままじゃいけないと一念発起をして自己改革をしたのですっ！」

　大きな咳せき払ばらいをした後、自分の胸に手を添えながら語るライラック。

　そっか……。あの事件を通して、ライラックはこんな性格に変化した……いや、自分から変化させたってわけか。なんか、俺と少し似てるな……なんて、今さらか。

　小学校の時から、そうだったじゃねぇか。

　ライラックは、妙に俺と似ているところがあった。だからこそ、俺は……

「あれっ？　ジョー君が、やけに熱烈な瞳で私を見つめているぞっ？　もしかして、可愛かわいくなった私にときめいちゃっているのかなっ？」

「ばっ！　ち、ちげぇよ！　むしろ、変わってないところに安心したというか……」

「そだねっ！　変わってないとこは、変わってないもんだっ！」

　どれだけ外見や性格が変わろうと、俺の目の前にいるのは小学校の同級生である、香か紫し花ばな丁ひのとなんだ。本人も言っている通り、きっと根っこのところは何も変わっていない。

　嬉うれしいような、寂しいような……少しだけ複雑な気持ちになるな。

「それで、ジョー君のほうはどうなのかなっ？」

「ん？　何の話だよ？　……って、おわっ！」

　ライラックの奴やつ、突然体を思い切り近づけてきたじゃねぇか！

　や、やばい……。とんでもなく美人になったってだけでも驚きなのに、その美人がすげぇ俺に顔を近づけてきている。その柔らかそうな唇が、今にも触れそうになるくらいまで……。

「さて、問題です。私の気持ちは、小学校の頃から何も変わっていませんっ。……では、ジョー君の気持ちはどうなっているのでしょうっ？」

「な、なんだよ……その問題……」

「答えて。知りたいの……」

　言葉と同時に、やけに色っぽい吐息が伝わってくる。

　俺の気持ち……。それは……

「残念だけど、大きく変化していると思うわ。愚かなる豚のジョーロ君は、目先の欲望にとても忠実ですもの。……ですよね、コスモス先せん輩ぱい？」

「まったくだよ、パンジーさん。ジョーロ君の気持ちは、間違いなく変化している。だからこそ、こういった状況で彼の気持ちが変化する可能性があるのは危惧する事態とも言えるがね。……そうだろう、サザンカさん？」

「そ、そうよ！　ジョーロの気持ちは、あたしが変えるって決めてるんだから！」

　はて？　なにやら、非常に不穏な声が、三つほど聞こえてきたような気が……

「パ、パンジー、コスモス、サザンカ！」

　ビックリした！　いきなり、声が聞こえてきたと思ったら、ライラックの背後からパンジーとコスモスとサザンカが現れやがったじゃねぇか！

「なんで、てめぇらがここに……」

「日課のストーキングでジョーロ君の部屋に忍び込んで、同室の部べ江え田た君にどうにかジョーロ君を私の部屋に誘導してほしいと脅し……こほん。相談していたら、貴方あなたがここの旅館の女性に呼び出されたという話を聞いたからよ」

「君と同じ部屋のサンちゃんに、どうにか夜にジョーロ君を私の部屋に送還できないかを相談しにいったら、君が何やら綺き麗れいな女性に連れ出された話を聞いたからだよ」

「べ、別にいいでしょ！　ちょっとジョーロに会いに部屋にいったら、同じ部屋の有ある不ふ和わに、あんたが大人っぽい女の人に呼び出されたって聞いたからよ！」

　同室のみんな、すまん！　特に部べ江え田た君とサンちゃん！　変なことに巻き込んで──

「だから有ある不ふ和わに、拳で穏便にジョーロの行き先を教えてもらったんだから！」

　どうやら有ある不ふ和わ君が、一番どえらい目にあっていたようだ。……本当に、すまん！

「え～っと、どちら様かなっ？」

　キョトンとした表情で、パンジー達たちを見つめ首を傾かしげるライラック。

　ようやく体が解放されたので、ちょっぴり安心した。

「ねぇ、ジョー君っ。もしかして、この子達たちってジョー君のことを……」

　うっ！　ライラックよ、俺が答えづらい質問を平然としないでくれ。

「あ～、それはだな……」

「ええ、貴女あなたが思っている通りよ」

　言うなよぉ～！　今までの俺とライラックの会話を察して、すんなり言っちゃうなよぉ～！

「そっかぁっ！　なら、趣味も合いそうだし仲良くなれそうだねっ！　……はじめましてっ！　私はジョー君とひまちゃんの小学校の同級生で、今はこの旅館の従業員をやってる香か紫し花ばな丁ひのとだよっ！　ライラックもしくはライって、呼んでねっ！」

　よくこの状況で、平然と自己紹介ができるもんだよ……。

「初めまして。西にし木き蔦づた高こう校こうの図書委員の三さん色しよく院いん菫すみれ子こよ」

「初めまして。私は秋あき野の桜さくら。友人達たちからはコスモスと呼ばれているよ」

「真ま山やま亜あ茶さ花かよ。サザンカって、呼ばれてるわ」

「菫すみれ子こちゃんに、コスモスちゃん、それにサザンカちゃんかっ！　みんな可愛かわいいけど、コスモスちゃんはすごく大人びた美人さんだねっ！　とても同い年には見えないよっ！」

　そうだね。ライラックからしたら、修学旅行に来ているイコール俺や自分と同い年って思うよね。実際は、勝手についてきた一つ年上の三年生なんだけどね。

「ありがとう。ライラックさんもとても綺き麗れいだと思うよ」

　この女、自分の年齢についての説明を省きおった。

「ほんとっ!?　ありがとっ！」

　笑顔で嬉うれしそうに会え釈しやくするライラックではなく、俺を見つめるコスモス。

　目付きが普段と比べて大分鋭いので、少々恐ろしい。

「ジョーロ君。彼女が、以前に君が話していた……」

「ああ……。札さつ幌ぽろにてご再会ってわけだ」

「そうか……。やはり、私がついてきたのは正しかったようだね……」

　正しいわけではないからね。なんなの、そのドヤ顔？

　しかし、どうする？　これは、とてつもない修羅場が生み出されているような。

　それにこれ以上、変な情報がライラックに伝わるのも避けたいし……。

「ねぇねぇ、念のため確認させてもらいたいんだけどさ、君きみ達たち三人の誰かがジョー君とそういう関係だったりは……」

「ち、違うわよ！　けど、あたし達たちは、ジョーロと『二学期のおしまいに、一人にだけ自分の気持ちを伝える』って、約束してるんだからね！」

　サザンカさぁぁぁん！　テンションに任せて、変なことまでライラックに言わないで！

「ふーん……。ジョー君って、私の想像以上にかっこよくはなってなかったけど、私の想像以上に人気者になってるみたいだねっ……。おかげで、色々分かっちゃったぞっ！」

　よし。逃げよう。これ以上、妙なことになる前に、全てを投げ出して逃げ出そう。

「あー……、ライラック。悪いが、俺は部屋に戻るよ。ほら、荷物の整理とか──」

「私に『楽しい思い出』を作ってくれるって言ったのにっ？」

　そういうの、ずるいと思うんですけどぉ！

「……分かったよ……。まだ、ここにいるよ……」

「やったっ！　ふふっ……。ありがと、ジョー君っ！」

　すごく活いき活いきとした、いい笑顔です。

　てか、この状況でライラックはいったい何をするつもりなんだよ？

「ねぇ、三人ともっ。よかったら、一緒にお話しないっ？」

　気は確かか、ライラック？

「私、高校生のジョー君の話は全然知らないけど、小学校の頃のジョー君の話なら色々知ってるからさっ。情報交換しようよっ！」

　気は確かか、ライラック!?

「どんな話があるのかしら？」

「そうだねぇ～、小学校の頃だと……たとえば、ジョー君が授業中にトイレに行くのが恥ずかしくて我慢した結果、最終的に──」

「なぁ、三人はなんで俺を探してたんだ!?　何か用でもあったのか!?」

　これ以上、ライラックに余計なことを言わせてたまるか！

　どうにか、話をそらして──

「出すもの出して、みんなから一時期、『リアルジョーロ』って呼ばれるようになったんだ！」

「俺が話をそらした意味はぁ!?」

「どうにかギリギリで、オチを言い切ったって褒めてほしいよっ！」

　褒めるわけがねぇだろが！　それを阻止したかったから、割り込んだんだよ！

「そうだったわね。ごめんなさい、リアルジョーロ君。つい、話がそれてしまっていたわ」

「私もうっかりしていたよ。すまなかったね、リアルジョーロ君」

「悪かったわね！　けど、あんまり大きい声を出さないでよね、リアルジョーロ」

　リアルジョーロ、連呼すな。

　はぁ……。喧けん嘩かとかそういうのが起きないのはよかったが、代償がでかすぎるだろ……。

「ふふっ！　みんな仲良さそうで……あれ？　……あっ！　いけないっ！」

　おや？　ライラックがスマホを確認して少し慌てた表情をしているぞ。

　いったい、どうしたんだ？

「ごめんねっ！　本当はお話の続きをしたいけど、ちょっと呼び出しを受けちゃいまして……っ。夕食の準備を、そろそろ始めなきゃいけないんだっ！」

　ナイス、呼び出し！　なら、これ以上俺の恥実が晒さらされることはなさそうだ。

「よいしょっ！　……あ、夕食は腕によりをかけて作るから期待しててねっ！」

　ニコリと笑顔を浮かべ、パタパタと足早に立ち去っていくライラック。

　いやー、これで無事に解放されたな！　さーて、なら、今度こそ部屋でゆっくりと──

「私わたし達たちが貴方あなたを探していた理由だけどね……札さつ幌ぽろ時と計けい台だいから今までに起きたことを詳しく教えてもらいたいからよ……リアルジョーロ君」

　できるわけがないですね……。

　はぁ……。こんな調子で、果たして俺は目的を達成できるのだろうか？





※






　それから、パンジー達たちに今までの経緯を説明した俺は中々の危機的状況に陥ったが、救世主サンちゃんの『そろそろ風ふ呂ろの時間だぜ！』という呼び出しのおかげで、窮地を脱出。

　部屋に戻り、着替えと貸し出しのバスタオルを持って、サンちゃんや他のルームメイト達たちと一緒に旅館の温泉へ。そこの更衣室で、服を脱いで入浴の準備を整えていると……

「こほ～……。こほ～……。三さん色しよく院いん、なんて恐ろしい女なんだ……」

「し、死ぬかと思った……。サザンカに、くぅ～るしまずに殺されるところだった……」

「お前ら、大丈夫か？　俺がコスモスさんと話してる間に、いったい何が……」

　コスモス担当だったサンちゃん以外が、なにやらトラウマを植えつけられている模様である。

　本当にすまん。俺と同室だったばかりに……。

　が、俺からその件について触れるのもあれだし、ここは密ひそかに……

「おーい、ジョーロ。なんかやけにコソコソしているけど、まさか君は露ろ天てん風ぶ呂ろの壁をどうにか越えて、隣の女じよ子し風ぶ呂ろを覗のぞきに行こうなんて、こほー……。こほー……」

「はっ！　覗のぞくわけねぇだろ！」

「そうかい？　なんだか君の目がやけにいやらしく光っていたような気がしたのだけど……」

　前振りきたぁぁぁぁ!!　いやー、誰もしてくれなかったらどうしようと思ってたけど、部べ江え田た君がバッチリしてくれたじゃねぇか！　安心したわぁ！

「しねぇって言ってんだろ。言っておくが、俺はビビリなんだぜ？　興味がないといえば、噓うそになるけどよ、それ以上にバレた時のことを考えちまうよ」

「確かにその通りだね！　変に邪推してすまなかったよ、ジョーロ！」

「ははっ！　気にするなよ、部べ江え田た君！」

　むしろ、お礼を言いたい気持ちでいっぱいさ！

「よーし、有ある不ふ和わ君！　さっきの恐怖は忘れて、どっちが先に体を洗い終わるか、競走と行こうか！　こほー！」

「むむむっ！　それは楽しそうな提案だ！　心の汚れも綺き麗れいに落とす、俺の洗いっぷりを見せてやろうじゃないか！　くぅ～！」

「おいおい、待てよ！　そんな面白そうなことに、俺が参加しないわけないだろ！」

　楽しそうなボーイズトークに花を咲かせて、温泉へと向かっていく三人。

　他のクラスメート達たちもすでに、温泉に向かったようで更衣室には俺一人だけだ。




　さーて、皆さん！　長らくお待たせいたしました！

　たとえ、どんな状況でもコレだけはやらずにはいられませんよ！

　現在位置は男子更衣室。

　故に俺がどれだけ望もうと、女じよ子し風ぶ呂ろを覗のぞくこと、女じよ子し風ぶ呂ろに突撃する事は不可能だ。

　だが、しかーし！　みんなも気づいていると思うが、俺には偉大なる御方がいる！

　前回は奇数巻のくせに欲張って、チョコレート事件を勃発させたが今回は偶数巻！

　もう、バッチリと偉大なる御方のお力添えを受けられちゃうってわけよ！

　……え？　前置きがいつもに比べて長い？　はっはっは！　この慌てん坊さんめ！

　どんな物事にも、何かしらの理由はあるものだぞ。

　つまり、このやけに長い前置きにもきちんと理由がある！

　なんせ、今回はいつもとは違うのだ！

　修学旅行……、温泉……、巻数に比例するかの如ごとく増える美少女達たち。

　そんな彼かの女じよ達たち全員を登場させるのに、片面で足りると思うか!?　足りるわけがない！

　つまり、今回は…………いくしかないでしょう！　『見開き』ってやつでよぉ!!

　それでは、いよいよ……偉大なる御方を呼ばせていただきますよ!!

　ふぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!




　親愛なる我らが世界の支配者イラストレーター……神ブリキ様！　我に大いなる力を与えたまえ！
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　きたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　すっげぇぇぇ！　これ、ほんと、すっげぇぇぇぇぇ！

　ほんと、いつもいつもありがとうございます！

　わざわざ、ストーリーの流れとか、クラス毎ごととかのルールを全て無視して、ライラックまで加えていただき真まことに恐悦至極にございます！





※






　──修学旅行　二日目。

　午前七時に起床し朝食を済ませた後、準備を整え、午前八時三十分に香こう峰ほう旅りよ館かんの前にとまっているバスにクラス毎ごとで乗車。そこから、バスに揺られること約二時間。

　俺おれ達たちは、本日の目的地である旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんに到着していた。

　二日目の修学旅行の予定は、旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えん観光。クラス毎ごとに設定されたルートで動物園を観光し、最終的にバスの前に集合という段取りだ。

　……さて、本来であれば今日も『ひまわり復活大作戦』に挑もうと、香こう峰ほう旅りよ館かんに着く前の俺であったら意気込んでいただろうが……、そっちにはもう一切関与しない。

「ひまわり！　今日も一緒に楽しみましょうね！」

「……うん」

　元気潑はつ剌らつなあすなろと意気消沈のひまわり。テンションが正反対のちっこいコンビ。

　本当に大丈夫かと、心配な気持ちがないといえば噓うそになるが、それでも信じるしかない。

「サンちゃん、今日はお世話になるかな。お願いね」

「おう！　任せておけよ、ツバキ！」

　ちなみにツバキは、身長一八〇センチメートル越えのサンちゃんがそばにいれば、放し飼いにされている、とある珍獣から姿を隠しやすいという理由でサンちゃんと回るそうだ。

「ただ、ちょっと待ってくれ！　……おーい、あすなろ！」

「どうしました、サンちゃん？」

　ん？　サンちゃんが、あすなろに何かを話しているぞ。いったい何を……いや、これ以上気にしていてはダメだ。俺には俺でやるべきことがあるんだからな。

　……え？　それが何かって？　決まってるだろ。

「ふふっ。今日は期待してるよ、ジョー君っ！」

　香こう峰ほう旅りよ館かんの従業員、香か紫し花ばな丁ひのとさんに『楽しい思い出』を作ることです。はい。

　俺がライラックの旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えん参加を知ったのは、今朝のこと。旅館の出口にきていたバスに乗ろうとしたら、ニコニコと笑顔で隣に立つライラック。見送りにでも来てくれたのかと思ったら、いい笑顔で『楽しい思い出、作ってねっ』と、ついてきたのである。

「旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんの案内は任せてよっ！　私、何回も来てるからねっ！」

　いやね、そりゃ旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんにいるのは、俺おれ達たち西にし木き蔦づた高こう校こうの生徒だけじゃないから、一般客としてライラックが来るのは全然不自然なことじゃないよ？

　ただ、まさか旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんにまでついてくるとは……。

「なぁ、折角だしよ。他の奴やつらとも一緒にとかは……」

「私は、ジョー君だけに『楽しい思い出』を作ってほしいなぁ～っ！」

　出ました！　俺が絶対に逆らえない一言です！

「……分かったよ」

「やったっ！　やっぱり、ジョー君は大きくなってもジョー君のままだねっ！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔に、グッと両拳を握り締めて喜ぶ仕草。

　外見は大人びたすげぇ美人なのに、仕草はちょっと子供っぽいとかずるいだろ……。

「……ってわけだからさ！　あとは任せたぜ、あすなろ！」

「よく分かりませんが、分かりました！　では、私はひまわりと…………って、あれ？　わっ！　ひまわり、私を置いて先に行かないで下さいよ！　私も一緒に行きますから！」

　サンちゃんと話している間に、先にトボトボと動物園へ向かっていくひまわりを、あすなろがポニーテールを揺らしながら慌てて追いかけている。

「ジョー君！　今は、わ・た・し！」

「分かってるって……」

　たまたま目に入っただけなんだから、そんなムスッとして俺の腕を引っ張らんでくれ。

　なんていうかライラック、昔より随分と我わが侭ままになってるような……。

「ほら、早く行こっ！　レッツ・ダッシュだよ、ジョー君っ！」

「お、おい！　引っ張るなよ、ライ……」

　声を弾ませて、俺の手を引くライラック。その笑顔が、ほんの少しだけ小学生の時を思い出させてくれて、俺はついその言葉に従ってしまうのであった。





※






　正門から入場し、最初に訪れたのはぺんぎん館。

　中に入ると、水中トンネルなるものが存在し、そこを縦横無尽にペンギン達たちが泳いでいる。

「ペンギンって可愛かわいいよねぇ～っ。特に歩き方っ。ヨチヨチあるいて、赤ちゃんっぽいって言うのかな？　ジョー君は、そう思わないっ？」

「あぁ、可愛かわいいと思うよ」

　水中トンネルを抜けて奥に進むと、そこにいるのは様々な種類のペンギン達たち。

　ボーッと突っ立ってたり、岩を登ろうと奮闘したり、眠っていたりと、行動は様々だ。

　……お、あすなろとひまわりも来てるのか。あっちの状況は、どんな感じに……

「ひまわり、知っていますか？　ペンギンって骨格を見ると、いつも膝を曲げてしゃがんでる体勢なんですよ。だから、常に空気椅子みたいな状態で歩いているのです！　すごいですよね？　修行僧ですよ、修行僧っ！」

「あすなろちゃん、修行僧は別に空気椅子で歩かないよ」

　ひまわりが、ツッコミに回った!?　事は想像以上に深刻かもしれん……。

「ねぇ、ジョー君！　一緒に写真撮ろっ！　ほら、早くっ！」

「お、おう……。だから、そんな抱きつかなくても……」

「ダメだよっ！　せっかく、一緒にいるんだもんっ！　ギュッてしないと！」

　なんだ、そのメチャクチャな理論は？

「……あすなろちゃん、早くいこ」

「あ、えっと……はい！　分かりました！」

　ほんの一瞬こっちを見た後、ひまわりは足早にぺんぎん館から出て行った。

　その小さく丸まった寂しそうな背中がやけに気になって……

「ぶーぶーっ。ライちゃんが寂しがってまーすっ！」

「あっ！　わ、悪い！」

　しまった。頭では分かっていても、ついひまわりを気にしちまってるな……。

　今はライラックのお願いを聞いてるんだし、他のことは──

「ねぇ、ペンギン！　あたしと一緒に写真撮らない？　ジョ、ジョーロと一緒に！」

　サザンカよ、ガラス越しにペンギンに語りかけつつ、こっちをチラチラ見るのは、さすがに無茶じゃないか？　素直になりすぎたが、相変わらず変化球も好むんだな。

「ほんと？　いいの!?　わ、分かったわ！　じゃあ、今からジョーロをつれてくるね！」

　たまたまペンギンが首を縦に振ったのを了承と判断したらしく、サザンカがやけにウキウキとこっちに向かってきた、のだが……

「ねぇ、ジョーロ。あたしと一緒に──」

「サザンカちゃん、今は私がジョー君と一緒にいるんだけどぉ～っ？」

　少しムスッとした表情のライラックが、サザンカの前に立ち塞がった。

「べ、別にいいでしょ！　あたしだって、少しくらい……」

　正直に言えば、サザンカの要望に従ってもいいと俺は思っている。

　だが……、

「ねぇ、サザンカちゃん。サザンカちゃんの気持ちは分かるけど、すっごぉ～くよく分かるんだけどさ、今日だけは私に譲ってほしいなっ！　私、今だけしかジョー君と一緒にいれないんだもんっ！　ね？　この通りっ！」

　両手をパンと合わせて、サザンカに頭を下げるライラック。下手には出ているが、言葉には絶対に譲りたくないという気持ちがこもっているような気がした。

「で、でも、あたしも……、あたしだって……」

　ライラックの気持ちを理解しつつも、自分の気持ちを押おし留とどめるか悩んでいるのか、サザンカは俺の返事を待っているように思えた。

「あー、その……だな。俺は──」

「ジョー君。『楽しい思い出』、作ってくれるんだよね？」

　分かってるっつうの……。いちいち、念を押してくるなよ。

「悪い、サザンカ。今日は俺、ライと一緒に動物園を見るから……」

「う、うぅ～!!　分かったわよ！　じゃあ、今日だけ！　今日だけだからね！」

「ごめんな……、サザンカ」

「わぁ～っ！　ありがとう、サザンカちゃんっ！」

「べ、別にいいわよっ！　だ、大体、別にあたしはジョーロを誘ってたわけじゃないし！　ただ、ペンギンと一緒に写真を撮ろうとしてただけだもん！」

　顔を赤く染めて、そっぽを向くサザンカ。だが、そのまま横目で俺をジッと見つめると、

「……今日だけだからね」

　小さな声で、そう呟つぶやくのであった。




「ジョー君、見て見てっ！　あそこにユキヒョウがいるよ！」

「みたいだな。……お。隣には、別のヒョウもいるのか」

「あっちは、アムールヒョウだねっ！　色が違うから、わかりやすいでしょっ？」

　次にやってきたのは、もうじゅう館のヒョウコーナー。特殊な形の檻おりの中にいるユキヒョウを正面からだけでなく、上や下からも見ることができる。ただ、下から覗のぞきこむのは少々危険だ。注意書きにも書いてあるのだが、ユキヒョウのおしっこがかかる可能性があるらしい。

　……ん？　あれは……

「やややっ！　日向ひなた先せん輩ぱいと羽はね立たち先せん輩ぱいではないですか！　こんな所で偶然ですね！　むふ！」

「あ、たんぽぽちゃん……」

「おや？　たんぽぽ達たちもここにいたんですね」

　どうやらルートがかぶったのか、他のクラスのパンジーとヒイラギ、おまけでついてきたたんぽぽが、ひまわりとあすなろに話しかけている。あっちはあっちで、中々楽しそうだ。

「ひまわりちゃんとあすなろちゃんなの！　会えて嬉うれしいのぉ～！」

「わっ！　ヒイラギ、いきなり抱きついてこないで下さいよ」

「ふぅ……。少しだけ、解放されたわ。……ツバキはどこかしら？」

　修学旅行のパンジーは、ヒイラギの世話ですごく苦労してる印象があるな。

　今も、結構俊敏に周囲を見回して、ツバキを探してるし……。

　どうやらサンちゃんと一緒に回ることを選んだツバキの判断は、間違っていなかったようだ。

「むふふ！　日向ひなた先せん輩ぱい、ユキヒョウさんですよ！　あれを見て、どう思いますか？」

「う？　かわいいと思った、よ？」

「んもぉ～う！　それは私のことじゃありませんかぁ～！　ですが、言いたいことは分かりましたよ！　ユキヒョウさんにも、私の可愛かわいさを伝えてきたほうがいいということですね？」

　さすが、アホ。歪わい曲きよくの仕方が、歪わい曲きよくしていてどうしようもない。

「むふふふ！　ユキヒョウさん、どうですか？　可愛かわいいでしょう？　貴方あなたの天使ですよ！」

　能天気に、チョコチョコとユキヒョウの周りをうろつき、自分の気に入った場所で決めポーズを取るアホに対して、ユキヒョウは退屈そうに大あくびをしている。

　まるで、興味など持ってもらえてないわけだが……

「え？　上から覗のぞきこむように私が見たい？　むふふふ！　特別ですよ？」

　アホ末期に突入したアホは、まるで気づいていないようだ。

　そして、行動からするに……、注意書きはまったく読んでないようだな。

「た、たんぽぽちゃん。下に行くのはあぶないんじゃ……」

「大丈夫ですよ、日向ひなた先せん輩ぱい！　このユキヒョウさんは、私のことが大好きで大好きで仕方がないですからね！　下から見ても……ひょびゃぁぁぁぁぁ!!」

　もはや、さすがとしかいえないスピーディーさで、予想通りの展開を起こしやがった。

　旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんに響き渡るアホの絶叫。何が起きたかは言うまでもない。

「た、大変なの！　アホの師匠に黄金こがね色いろの祝福が降り注いだの！　アホなの！」

　そうだね。大変なアホであることは、間違いないね。

「びゅえぇぇぇぇん！　私は、私はただユキヒョウさんに私を愛めでさせようとしただけなのに、照れ隠しをここまでしなくてもいいじゃないですかぁ！　ひどいです、ひどいですぅ～……」

「とりあえず、着替えを買いに行きましょ。あと、汚れもできるかぎり落として……」

　そして、泣なき喚わめくアホはパンジーに引き連れられて、どこかへ去っていったのだった。

　多分、あっちはあっちで旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんを満喫してるんだと思う。……多分だけど。

「いっちゃった……」

「相変わらず、すごいですね。……たんぽぽは」

　そして、残されたひまわりとあすなろは、ただ啞あ然ぜんとその姿を見送るのであった。

　ちなみに、旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えん経験が豊富と言っていたライラックも、

「うわぁ～おっ……。アレにかかってる人、初めて見たかも……」

　と、何やら感心した声をあげていらっしゃいます。

　ところでだ、少し気になったのだが……アホが一匹足りてなくなかったか？

　今日の旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えん。俺おれ達たち二年生以外で修学旅行に参加している人物は三人。

　香こう峰ほう旅りよ館かんの従業員であるライラック、一年生で勝手についてきた黄金色の祝福者。

　そして三年生の……

「よぉ～し！　次はオオカミの森だよ、ジョーロ君！　ニホンオオカミさんは残念ながらいないけど、他のオオカミさんはいるからね！　想像以上に大きくて、きっとビックリするよ！」

　フリーダム元生徒会長は、ここにいましたか……。

　いつの間にか、俺の隣でウキウキと発言をするのは、勝手についてきた三年生のコスモス。

　パンジー達たちと一緒にいなかったのは、こっちに近づいてきていたからのようだ。

「おい、コスモス……」

「なんだい、ジョーロ君？　あ、クラス毎ごとの見学なら気にしないで大丈夫だよ！　なぜなら私は、どこのクラスにも所属していないからね！　つまり、自由行動ができるというわけさ！」

　知ってる。そもそも、ここに居ること自体が自由行動を極めた結果だから。

「いや、そうじゃなくてだな。今日の俺は……」

「知っているさ、ライラックさんと一緒に動物園を見て回るのだろう？　だから、そこに私も混ぜてほしいというわけだよ！」

　まぁ、そういうことでしょうね。俺としては、構わないというか歓迎するのだが……、

「私は、ジョー君と二人がいいかなっ！」

　ですよね……。そう言うと思ってましたよ……。

　はぁ……、こりゃ、さっきのサザンカの時と同じパターンか……。

「ごめんね、コスモスちゃん！　私、久しぶりにジョー君と会えたから、今日は二人きりで動物園を回りたいんだっ！　だから──」

「それは、本心なのかな？」

「え？」

　なんだよ、コスモスの奴やつ？　急に真面目な声を出しやがって……。

「お、おい、コスモス……」

「ジョーロ君、昨日も言っただろう？　私はもしもの事態を考慮して、少々無理を言って修学旅行に同伴させてもらっている。……だからこそ、その『もしもの事態』が起きているのなら、全力で解決に臨ませてもらうつもりなんだ」

　凛りんとした態度でそう宣言をすると、コスモスは俺ではなく、俺の隣に立つライラックに鋭い視線をぶつけている。

「どうしたの、コスモスちゃんっ？　突然、そんな真剣な顔をしちゃってっ？」

「君にすこし真面目な話があるからだよ、ライラックさん」

　対してライラックは、これまでと変わらない明るい笑顔……なのだが、目が笑ってねぇ。

　まずいな。こりゃ、一波乱起きそうな気しかしねぇぞ……。

「真面目なお話っ？　そんなの大丈夫だよっ！　そもそもコスモスちゃんは、私とジョー君の間に何があったかは──」

「知っているよ。以前に、ジョーロ君から教えてもらったからね。……だから、全てとは言わないが、それなりに事情を把握していると思ってくれて構わない」

「ふーん……。そうなんだ……」

　一気にテンションを下げて、どこかつまらなそうな声を出すライラック。

「で、それがどうしたの？」

　これまでと明らかに違うライラックの態度。冷たく、人を寄せ付けない鋭い瞳。

　まるで、今までの性格が噓うそだったかのように感じてしまうが、そうじゃない。

　これも、一つのライラックの顔。小学校の頃のライラックは、こういう少女だったのだから。

「そっちが、本当の君かな？」

「……っ！　うるさいな……。こっちの質問に答えないくせに、質問しないでくれる？」

　不敵な笑みを浮かべるコスモスに対し、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情になり、コスモスを睨にらみつけるライラック。状況はほんの僅かではあるが、コスモスが押しているように見える。

「失礼。では、君の質問への解答だがね……、私は、君が本心でジョーロ君といたいと考えていないのではないかと疑っているんだ」

「なに言ってるの？　私は、小学校の頃はずっとジョー君と一緒にいたんだよ？　そんな人と久しぶりに会えたら──」

「過去の復ふく讐しゆうをする絶好の機会だね」

「……っ！　わ、私にそんなつもりはない！」

　確かに、コスモスの言っている可能性はゼロではない。

　いくらライラックが、過去のあのシール盗難事件の件は気にしていないと言っていたとしても、それが真実だとは限らないのだから。

「もちろん、何とも思ってなかったって言ったら噓うそになるよ！　でも、あの時の嫌な思い出をなくすためにも、私は今日、ジョー君に『楽しい思い出』を作ってもらってる最中なの！」

「君の『楽しい思い出』が、持ち続けていた恨みを晴らすものとも考えられる発言だね」

「そっ！　そんなわけないでしょ！　私は、ジョー君に対して恨みなんて持ってない！」

　明らかに余裕を失い、強く叫ぶライラック。今の発言が本当か噓うそかは、俺にも分からない。

　だけど、恐らく……

「そうか。……やはり、そうなんだね……」

　どこか納得したような表情で、俺をジッと見つめるコスモス。

　その瞳は、『この件は自分が解決して問題ないか？』と尋ねているような気がした。

「な、何を勝手に納得してるのさ？」

　余裕を感じさせるコスモスに、自分に何か失言でもあったのかと脅おびえを見せるライラック。

　もう、コスモスはほとんどの事情を察しているのだろう。

　だからこそ、俺は……

「ライラックさん。君は──」

「悪い、コスモス。俺は今日、ライと一緒に動物園を見て回るって決めてるんだ。……だから、これ以上余計なことを言わないでくれ」

　ライラックを助ける道を選んだ。

「ジョー君！」

「なっ！　ジョ、ジョーロ君、君は！」

　俺からの発言が予想外だったのか、今度はコスモスが目を丸くしている。

　だが、その表情を向けられても、俺の考えが変わることはない。

「元々頼まれてるんだよ、ライに。『楽しい思い出』を作ってほしいってさ」

「それは、彼女から以前の件を言われて──」

「ちげぇよ」

　別に俺は、ライラックに脅されているから、味方についているわけではない。

　なんせ……

「実はさ、俺知ってたんだよ……。香こう峰ほう旅りよ館かんにライがいるって……。小学校の時、担任の先生に聞いて教えてもらったんだ。そして、それから絶対に忘れないようにしていた」

「そうだったの、ジョー君？」

「ああ」

　札さつ幌ぽろ時と計けい台だいでは、あまりにも美人に成長していた上に、昔の面影を感じなかったから誰か分からずに混乱していたが、そこから先の香こう峰ほう旅りよ館かんでの再会に俺はさほど驚かなかった。

　なにせ、俺は最初から何もかも知ってたんだからな。

　ライが香こう峰ほう旅りよ館かんにいることも、あの事件についてどう思っているかも……。

「だから、俺は修学旅行に行く前から、ずっと決めていたことがある」

「決めていたこと？　それは、いったい……」

　コスモスが、愛用のコスモスノートを強く握り締めながら、俺に質問をする。

　ずっと誰にも言っていなかった、俺の修学旅行での目的。

　それは、『素敵な思い出』を作ることで間違いではない。

　だが、もっと正確に言うと……




「『ライに素敵な思い出』を作るのが、俺の修学旅行の目的だ」




　これこそが、俺の修学旅行の真の目的。過去に傷つけてしまった大切な少女。その少女と再会することが分かっていたからこそ、この目的を必ず達成しようと決意していた。

　だからこそ、もう一人の小学校の同級生である、ひまわりには復活してほしかったんだ。

　あいつは、ライラックに『素敵な思い出』を作るのに欠かせない存在だから……。

「そうだったんだ……。ジョー君、全部知ってたんだね……」

「ああ。特に言う必要もないと思ったから言わなかったんだが……、黙ってて、悪かった」

「ううん、いいよっ。嬉うれしい……、すごく嬉うれしいからっ」

　俺のそばにきて、キュッと制服をつまむライラック。

　ほんのわずかに震える指の感触が、なぜだか妙に愛おしかった。

「だから、コスモス。悪いが、ここは引き下がってくれ」

「…………」

　俺の言葉に、コスモスは何も反応をしない。ただ、静かにノートを握り締め、顔をうつむかせている。だが、それからほんの少しすると……、

「分かったよ……。君がそう決めているのであれば、私はもう何も言わない。……すまなかったね、ライラックさん。余計なことを言ってしまって……」

「え？　だ、大丈夫だよっ！　うん！　全然、大丈夫っ！　だから、気にしないでコスモスちゃんっ！　あと、私のほうこそごめんねっ！　色々、乱暴なこと言っちゃってっ！」

　お互いに頭を下げて、謝罪をするコスモスとライラック。

　多少余裕が戻ってきたからか、ライラックは再び明るく天てん真しん爛らん漫まんな口調へと戻っている。

「では、私はパンジーさん達たちと合流することにするよ。それじゃあ……」

「あ、ああ……。分かった……」

　コスモスは俺おれ達たちに背を向けて、一人でどこかへと去っていった。

　そして、その姿が完全に見えなくなり、その場に俺とライラックだけになると、

「今回は、ちゃんと私の味方でいてくれたねっ！」

　嬉うれしそうな笑顔を浮かべて、俺の腕に抱きついてきた。

「もう、ライを見捨てることはしねぇって決めてるからな」

　あの時の……シール盗難事件の時と同じ失敗はしてたまるかっての。

「ふふっ！　ジョー君が、最初から私に思い出を作るために来てくれてたなんて、すっごく嬉うれしいよっ！　……ねぇ、それならさ、……もっと甘えちゃってもいいかなっ？」

　どこかねだるように、俺の肩に自分の頭を乗せるライラック。

　こんな人がいるところでと恥ずかしくはなるが、こいつとは今しか一緒にいられないんだ。

　だったら、少しくらいの我わが侭ままは目をつぶるべきだよな。

「ああ、好きにしろよ」

「やったっ！　ありがと、ジョー君！」

　そうして、俺とライラックは再び、旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんの観光を始めたのであった。




「いよいよ、最後の白熊だよ、ジョー君っ！　これが旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんの大目玉っ！」

「ああ……。そうだな……」

　修学旅行二日目の旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんも大締め。最後に訪れたのは、今ライラックも言っていたが、旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんの代名詞とも言えるほっきょくぐま館だ。

　本当はぺんぎん館の近くにあるから、すぐにでも見にいける白熊だが、俺おれ達たちのクラスのルートではくるりと一周してから、訪れる算段となっていた。

「白熊さん、思ったよりもちっちゃいね……」

「確かにそうですね！　てっきり、先程見たカバと同じくらいの大きさだと思ってましたよ！」

　クラスのルートで同じだから当たり前なのだが、ひまわりやあすなろも一緒にいる。

　結局、ひまわりの調子はどうなったのだろう？

　修学旅行は三泊四日。明後日あさつての四日目は帰るだけだから、実質明日がラストなんだよな。

　なんとか、そこまでにひまわりには復活してほしいのだが……

「ねぇ、ジョー君。旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんの白熊って、ひまちゃんみたいだと思わない？」

「ん？　ひまわり？」

「うんっ。明るく元気でみんなの一番の人気者っ！　かっこよくて強いっ！　小学校の頃のひまちゃんは、私にとってそんな存在だったからさっ！」

「確かにそうかもな」

　小学校の頃からひまわりは、いつも明るく元気でクラスの中心にいた。

　あいつの周りには笑顔が溢あふれてて……根拠はないくせに変な自信を持ってて、ひまわりがいればどんなことでも大丈夫だと思わせてくれる、不思議な力を持っていた。

「だよねっ。私、ずっとひまちゃんに憧れてたもんっ！　私もあんな風に強くなりたいっ。あんな風に人気者になりたいっ。私は……白熊になりたかったんだ……」

　知ってたよ、ライラックがひまわりに憧れていたのは。

　小学校の時、一緒にいる時はいつもひまわりの話ばっかりしてたもんな……。

「なれてるんじゃねぇのか？　ライは、学校でも人気者なんだろ？」

「ほんとっ！　ジョー君のお墨付がでると嬉うれしいなぁっ！　ありがとっ！」

　幸せそうに微ほほ笑えみ、俺の腕を抱きしめるライラック。

　その天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見ていると、俺も妙に嬉うれしくなってきた。

「でも、やっぱり旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんの白熊はひまちゃんだよっ。……本当にそっくり」

　やけに、達観した笑顔で白熊を見つめて、言葉を漏らすライラック。

　そこには、何か強い決意がこもっているように感じ、俺は妙な胸騒ぎを感じるのであった。





※






　旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんでの観光を終えて、入ってきた正門から出てバスに乗る俺おれ達たち。

　ただ、結構な人数なので、俺はまだバスに乗らず外で順番が来るのを待っていた。

「ふふっ。今日は楽しかったなぁっ。こうやって、ジョー君と二人で旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんをまわれてさ！　ジョー君はどうだった？」

「楽しかったに決まってるだろ」

　途中、少々トラブルは生じたが、それでも十分に楽しかった。

　なんだか小学校の頃に戻っているような感覚があってさ。……できれば、ひまわりも一緒にいてほしかったけどな……。

　そういや他の連中は……あ、いたいた。ひまわりはあすなろと二人で一緒に、バスの順番を待ち。サザンカは、コスモスやパンジーと一緒に何かを話している。

　少しくらい俺も話を……いや、ダメだ。

　俺の目的は、『ライに素敵な思い出』を作ること。それを最優先で考えねぇと。

「うーん……。今日は楽しかったけど、やっぱり、ちょっとだけ不満かなっ！」

「ん？　どうしたんだ、ライ？」

　俺の顔を見て、僅かにムスッとした表情を浮かべるライラック。

　少しだけ不満？　それは、さっきのコスモスとのやり取りが原因だろうか？

「まだまだ私の『楽しい思い出』は足りてないものがあるって、気づいちゃいましたっ！」

　ライの奴やつは、いったい何を言ってるんだ？

「だからさ、ジョー君。もうちょっとだけ、我わが侭ままをさせてもらうねっ！」

「は？　お、おい、ライ！　どこに行くんだよ？」

　ニコッと笑顔を見せた直後に、俺から離れてとある人物の所へと向かっていくライラック。

「ひーまちゃん！　ちょっといい？」

「ライちゃん。どーしたの？」

「お礼を言っておこうと思ってっ！　今日は、ジョー君を独り占めさせてくれてありがとっ！　昔のひまちゃんだったら、『わたしもいっしょ！　だって、幼おさな馴な染じみだもん！』って混ざるのかなって思ってたからさっ！　でも本当は、我慢してくれたんだよねっ？」

　確かに、本来のひまわりであれば今ライラックが言った行動をとるだろうな。

　何を言われようと、無理矢理にでも俺おれ達たちのところに混ざってきて……。

　だけどさ……、違うんだよ、ライラック。ひまわりは、別に我慢してたわけじゃない。

　ただ……

「んーん。わたし、別にがまんしてないよ。……だから、へーき」

　根本的に、俺を避けてるだけなんだ……。

「えっ！　そうなのっ？　なら、どうして無理矢理にでも混ざってこなかったのっ？　昔は、幼おさな馴な染じみだからって、いつも絶対に一緒にいたじゃんっ！」

「んと……、今はライちゃんが一緒に居るし……。わたしなんかといるよりも、ライちゃんといたほうがジョーロ楽しいし……、だから……」

「ふーん。そういうことか……」

　どこか拍子抜けしたような、冷めた声を放つライラック。

　そして、どこか見下すような目でひまわりを見つめている。

「……自分が動物園の白熊だって気づいちゃったんだね」

「え？」

　冷たい表情を浮かべ、ひまわりをあざ笑うかのように放たれた言葉。

　だが、ライラックの言葉の意味をひまわりは理解できていないようだ。

「知ってる、ひまちゃん？　動物園の動物ってね、もう野生では生きられないんだよ」

「んと、えと……」

　唐突なライラックの変貌に、うろたえるひまわり。

　隣に立つあすなろは、真剣な眼まな差ざしでライラックを見つめている。

「安全な場所だから、敵に脅おびえる必要もない。ご飯ももらえるから、狩りをする必要もない。そうすると動物は怠け者になっちゃって、何もできなくなっちゃうの。……ね？　今のひまちゃんにそっくりでしょ？」

「……っ！」

　ライラックの奴やつ、いきなりとんでもないことをひまわりに言いやがった！

　つか、白熊を見てた時、そんな風に考えてたのかよ！

　けど、なんでそれがひまわりとそっくりなんだ？

「ライラック。すみませんがひまわりは疲れているので、今は……」

「大丈夫だよ、あすなろちゃんっ！　もう少しで終わるからっ！」

　咄とつ嗟さにひまわりをかばおうとしたあすなろだが、ライラックの笑顔に押し切られた。

　パンジー達たちもライラックの行動に気がついたようで、二人を静かに見つめている。

「ふふっ！　ひまちゃんから、私のほうがジョー君を楽しませられるって言ってもらえたのは嬉うれしいなぁ～っ！　この調子なら、私が一番やりたかった我わが侭ままもやっても大丈夫そうっ！」

「えと、ライちゃんは何を──」

「すっごく大事なことっ！　だから、あとで相談させてもらうかもっ！　……じゃね！」

　あすなろの制止が入ったからか、話すべきことを話し終えたからか、ライラックはひまわりとの会話を終えて天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で俺のところへと戻ってきた。そして……

「さて、問題です。私の『楽しい思い出』に欠かせないものはなんでしょう？」

「は？　欠かせないもの？」

　なんだよ、それ？　ライラックの思い出に欠かせないもの？

　そんなものが……

「はい、時間切れ」

　俺が何かを言うよりも圧倒的に早く、時間切れを宣告するライラック。

　恐らくだが、初めから俺に答えを言わせるつもりはなかったのだろう。

「それでは、正解は……」

　そして、どこか嬉うれしそうな笑顔で俺を指差すと、




「ジョー君だよ」




　そう宣言した。

「お、俺？　いや、一緒に動物園も見たし……」

「そういう意味じゃないんだなぁ～」

　おい、まさかこれって……

「私、ジョー君が好きなんだ。ずっとずっと、小学校の頃から……ずっと……。その気持ちは、今でも変わってない。すごく強い気持ちだもん」

「んなっ！」

　唐突に放たれたライラックからの告白に、俺はただ驚きよう愕がくすることしか出来なかった。

　ライラックが俺を好き？　それも、小学校の頃から……だと……？

「なのに、ジョー君は他の女の子達たちと『二学期のおしまいに、一人にだけ自分の気持ちを伝える』って変な約束をしちゃってさ。そんなのって不公平だと思わない？」

「い、いや、それは……」

「ジョー君は、修学旅行で私に『楽しい思い出』を作ってくれるんだよね？　私のために、頑張ってくれるんだよね？　だったらさ、ジョー君が他の女の子達たちとしてる約束だけどさ……」

　ライラックの唇がゆっくりと動いている。

　妖よう艶えんな瞳が俺をとらえ、綺き麗れいな表情のまま、端的な一言を伝えたのだ。




「あれ、なしにして」







[image: 第四章　『何もできない』わたしができること]
















　わたし……日向ひなた葵あおいは、ジョーロの幼おさな馴な染じみだ。

　わたしのそばには、いつもジョーロがいた。

　幼稚園も、小学校も、中学校も、高校も全部ジョーロと一緒。お家うちも近かったから、朝はいつもジョーロと一緒に学校に行ってた。お泊り会もしたことあるし、家族で一緒に旅行に行ったこともある。だから、わたしの『いつも』には絶対にジョーロがいた。

　それが、わたしの当たり前。それが、わたしの常識。

　今までずっとジョーロと一緒にいたから、これからもそうだろうなってフワフワ思ってた。

　……でも、ほんとーは……




「わたし、ここにいるね……」

　どーぶつえんから帰ってきた後、わたしはみんなの邪魔にならないように、お部屋のはじっこに座った。今、わたしのお部屋には、同じ部屋のツバキちゃん、サザンカちゃん、あすなろちゃん以外に、いつも図書室で一緒にいるみんなも集まってるから。

　パンジーちゃん、コスモスさん、ヒイラギちゃん、……たんぽぽちゃんはどーぶつえんでちょっと問題があったからって、戻ってきた後大慌てでお風ふ呂ろに行っちゃったからいないけど、他のみんなはいる。

　お話し合いをするために、わたし達たちのお部屋に集まったの。

　大変なことが起きちゃったから……。

「まいったね……。まさか、ライラックさんがあんなことをジョーロ君に提案するなんて」

「ね、ねぇ、どうするの!?　ジョーロとあたし達たちの約束、なくなっちゃうの!?　そんなのって、ないわよ！　だって、あたしは……」

「サザンカ、残念だけどこの件について、私わたし達たちは何も言えないわ。確かに、約束はしているけど、それを守るかどうかはジョーロ君次第だもの……」

「う、うぅぅぅ！　そうだけど……そうだけど！」

　ライちゃんが、ジョーロに告白した。

　わたし達たちのお約束をなしにしてって、お願いしちゃった……。

　お約束はすっごく大事だけど、ライちゃんの気持ちを考えるとなんにも言えない。

　だって、そうでしょ？

　ライちゃんは、ずっとジョーロが好きだった。

　その気持ちを、わたし達たちにはお約束があるからって無視するなんてできないよ。

　それに、きっとジョーロはそーいうことをしない。

　ライちゃんの気持ちをちゃんと考えて、お返事をする。

　そのお返事がどんな内容になるかは、分からないけど……。

「コスモス先せん輩ぱい。もう一度確認したいのですが、ジョーロ君は修学旅行に来た目的は、『香か紫し花ばなさんに素敵な思い出を作るため』と、確かに言ったんですね？」

「ああ、その通りだよ、パンジーさん……。どうやら彼は、香こう峰ほう旅りよ館かんで彼女が働いていることを知っていたようでね。初めから、そのつもりで修学旅行に来ていたそうだ」

「そうですか。ジョーロ君は最初から、香か紫し花ばなさんのために……」

　パンジーちゃんが、すごく真剣なお顔で考えてる。ううん、パンジーちゃんだけじゃない。

　コスモスさんも、サザンカちゃんも、ものすっごく真剣なお顔をしてる。

　わたしは、どんなお顔をしてるだろ？　みんなと同じお顔ができてるかな？

　ううん、きっとできてないね……。だって、わたしはみんなと違うから……。

　わたしはみんなと違って、ただの幼おさな馴な染じみなだけで……『何もできない』から……。

「……ひまわりちゃん、だいじょーぶ？」

「え？　ヒ、ヒイラギちゃん？」

　気づいたら、わたしの前にヒイラギちゃんがいて、すごく心配そうなお目目で見てた。

「元気ないの……。心配なの～……」

「あ、あはは……。ありがと、ヒイラギちゃん。でも、だいじょーぶ。わたしは、元気……」

　モリモリなんかじゃないよ……。元気なんて、全然でないもん……。

「ヒイラギ、ボク達たちは静かにしてたほうがいいかな。……ほら、こっちにおいでよ」

「やっ！　私、ここにいるの！　ここでちゃんと静かにしてるの！」

「ん。なら、ボクもそっちにいくかな」

　ヒイラギちゃんとツバキちゃんがわたしの隣に座る。ギュッと体を抱きしめてくれるヒイラギちゃんと優しく手を握りしめてくれるツバキちゃん。

　ごめんね、二人とも。心配かけちゃって……。

「うぅぅぅぅ！　やっぱり、納得できない！　動物園ではダメだったけど、あたし、もう一度ジョーロと話してくる！　それで──」

「ダメよ、サザンカ」

　サザンカちゃんが立ち上がって、お部屋から出て行こうとするのをパンジーちゃんが止めた。

「なんでよ、パンジー！」

「ジョーロ君が、『香か紫し花ばなさんに素敵な思い出』を作るのを最優先で考えて行動している以上、私わたし達たちができることは……ほとんどないわ……」

「そうだね。彼の性格を考えると、私わたし達たちが何を言っても決して譲らないだろう。事実私も、もう少しで何とかなりそうなところを、肝心のジョーロ君に阻はばまれてしまったし……」

「……っ！　わ、分かったわよっ！」

　パンジーちゃんとコスモスさんに言われて、サザンカちゃんがドスンってお尻をつけた。

　ライちゃん、すごいなぁ。サザンカちゃんにも、コスモスさんにも負けないで、すっごく賢いパンジーちゃんにも、こんなことを言わせちゃうんだもん。

　三人にできることがないなら、わたしも……う？　どうしたんだろう？

　パンジーちゃん達たちが、わたしをジッと見てるけど……

「ひまわり、貴女あなたはこの件についてどう考えているのかしら？」

「そうだね。私もひまわりさんの意見を聞いてみたいよ」

「うん！　あたしも知りたい！　ねぇ、ひまわり、教えてよ！　あんたがどうしたいか！」

「あ、えと……わたしは……」

　いやだ。ライちゃんのお願いをなしにしたい。

　ほんとーは、そー言いたいけど……、そんなの、言えないよ……。

「んと……、わたしも、『何もできない』かも……」

「……本当に、それでいいのね？」

　パンジーちゃん、そんなに何度も聞かないで。

　出てきちゃう……。出しちゃいけない言葉が、出てきちゃうから……。

「ひまわり。貴女あなたがそのままだと、何もかもが上手うまくいかないわよ？」

「あはは……。そんなことないよ、パンジーちゃん。わたしなんて、何も──」

「そうやって勝手に決めつけて、傍観者を気取るのは感心しないわね」

「……あぅ」

　やめてよ……。パンジーちゃんには、分からないんだよ。

　パンジーちゃんは、すっごく色々できるもん。『何もできない』わたしとは、違うもん……。

「ご、ごめんなさい……」

「謝れなんて言っていないわ。傍観者を気取るなと言っているのよ」

「……ごめんなさい」

「はぁ……。本当に何も分かっていないのね……。……情けない人」

　なら、パンジーちゃんが何とかしてよ！　パンジーちゃんだって、諦めたじゃん！

　今さっき、『自分にできることはほとんどない』って言ってたじゃん！

　なのに、なんでわたしばっかり、怒られるの！　なんでわたしばっかり、責められるの！

「まぁまぁ、パンジーも落ち着いて下さいよ！　ひまわりは、疲れているみたいですし、まだ考えがまとまっていないんです！　ですから、もう少し待っていただけませんか？」

「……分かったわ」

　ごめんなさい……。何もできなくて、本当にごめんなさい……。

「では、話は一度ここまでにして、お風ふ呂ろに入りましょう！　あまり話し込んでしまうと、夕食の時間に遅れてしまいますしね！」

「……そうだね。なら、一度お風ふ呂ろに向かおうか」

「はい！　そうしましょう、コスモスさん！　ほら、行きますよ、ひまわり！」

「うん……」

　こうして、結局なんにも決まらないまま、わたし達たちはお風ふ呂ろに向かっていった。





※






「ありがとうございます、コスモス先せん輩ぱい。わざわざ、私も一緒にしてくれて」

「ふふっ。このくらい、気にしなくて大丈夫さ、パンジーさん」

　しゅーがくりょこーのお風ふ呂ろは、クラス毎ごとだけどコスモスさんとたんぽぽちゃんは別。

　だから、ほんとーのかっこーを隠してるパンジーちゃんも、コスモスさん達たちと一緒にお風ふ呂ろに入ることにしてるの。そこに、わたし達たち図書室メンバーも混ぜてもらった。

「ほら、ヒイラギ、もう少しで終わるから我慢するかな」

「あぅ～。シャンプー、目に入るの怖いのぉ～……」

「パンジー……、あんたやっぱすごいスタイルね……」

「ふふっ、ありがとう。サザンカもとても綺き麗れいよ」

「べ、別に、あたしは大したことないわよ！」

　みんながたのしそーにお体を洗ってる時、わたしははじっこでお体を洗ってた。

　はやく洗って、急いで露ろ天てん風ぶ呂ろのほうにいっちゃおう。

　わたしは、みんなと一緒にいちゃいけない気がするから……。




　ポカポカあったかいお風ふ呂ろ。

　すっごく気持ちよくて、そのままお空を見たらお星さんがすごくキラキラ光ってた。

「なんだか……、みんなみたい」

　キラキラ輝く女の子。パンジーちゃん、コスモスさん、サザンカちゃん……ライちゃん。

　みんな、すっごく綺き麗れいで優しくて、頭のいい女の子達たち。

　誰がそばにいても、きっとジョーロは楽しいんだろうなぁ～。

　でも、わたしは……

「わたしといて、楽しいのかな？」

　お返事は、どこからも返ってこない。だから、自分で考えなきゃいけない。

　でも、わたしはおバカだから……、みんなと違っておバカだから……

「きっと、つまんないよね。だって、わたしは……『何もできない』幼おさな馴な染じみだもん」

　わたし……日向ひなた葵あおいは、ジョーロの幼おさな馴な染じみだ。

　わたしのそばには、いつもジョーロがいた。

　幼稚園も、小学校も、中学校も、高校も全部ジョーロと一緒。お家うちも近かったから、朝はいつもジョーロと一緒に学校に行ってた。お泊り会もしたことあるし、家族で一緒に旅行に行ったこともある。だから、わたしの『いつも』には絶対にジョーロがいた。

　それが、わたしの当たり前。それが、わたしの常識。

　今までずっとジョーロと一緒にいたから、これからもそうだろうなってフワフワ思ってた。

　……でも、ほんとーは…………ちがう。

　もし、ジョーロに恋人ができたら、……わたしはもうお隣にはいられない。

　それが嫌だから、ジョーロと離れたくなかったから、ジョーロが大好きだから、……わたしはジョーロに好きって言った。……誰にも負けない気持ちのつもりで。

　でも、ちがったの……。わたしの気持ちは、……みんなの中で一番弱かった……。

　だって、誰よりも一番ジョーロのことを考えてないのは、……わたしだったんだもん。

　それに気がついたのは、繚りよう乱らん祭さい。つきみちゃんが、『あの人に素敵な思い出』を作りたいって、ジョーロと一緒にすっごくがんばって、ちゃんとあの人に素敵な思い出を作ってあげてた。

　そのお話を聞いて気づいちゃったの。…………わたしは、『何もできてなかった』って。

　二学期になってから、ずっとそうだった。

　チェリーさんとサザンカちゃんの恋人のふりをジョーロがした時、わたしはジョーロと一緒にいれないことにプンプンしてるだけだった。

　ヒイラギちゃんとツバキちゃんがしょーぶをした時、わたしはツバキちゃんのお店で楽しくお手伝いをしてただけだった。

　イルミネーションがなくなっちゃった時、わたしはただ静かにしてるだけだった。

　でも、他のみんなは違う。

　チェリーさんとサザンカちゃんの恋人のふりをジョーロがした時、コスモスさんはとーしょーぶこーこーで、ジョーロと一緒にいっしょーけんめーがんばってた。

　ヒイラギちゃんとツバキちゃんがしょーぶをした時、パンジーちゃんとサザンカちゃんは、ヒイラギちゃんの人見知りを治すために、ジョーロと一緒にいっしょーけんめーがんばってた。

　イルミネーションがなくなっちゃった時、あすなろちゃんはわたし達たちを助けるために、ジョーロと一緒にいっしょーけんめーがんばってた。

　繚りよう乱らん祭さいの時だって、そう。

　ホースとジョーロを仲直りさせるためにがんばるパンジーちゃん、チェリーさんの最後の思い出のためにがんばるサザンカちゃん、西にし木き蔦づたのみんなのためにがんばるコスモスさん。

　みんな……、みんな、誰かのためにいっしょーけんめーがんばれる人。

　すごく綺き麗れいで、すごく優しい人ひと達たちばっかり。

　でも、わたしはちがう……。わたしだけは、『何もできない』……。

　ただ、楽しければいいって思ってた。わたしと同じ……幼おさな馴な染じみのつきみちゃんは、あんなにいっしょーけんめー、あの人のためにがんばってたのに……。

　それで、気がついたら、わたしの場所はほとんどなくなってた。

　ただの幼おさな馴な染じみ。……それだけが、わたしに残った最後の一個。

『何もできない』わたしは、ジョーロにいっぱいめーわくをかけちゃう。……めーわくをかけちゃったら、わたしの最後の一個はなくなっちゃうかもしれない。

　それが怖くて、それがさみしくて……だから、わたしはジョーロから離れたの。

　でも、ジョーロは優しくて……。わたしが離れるとドンドンドンドンそばにきて……。

　それが、嬉うれしいけどさみしくて、どうしていいかわからなくて、頭の中がドンドンぐちゃぐちゃになって……そんな気持ちのまましゅーがくりょこーに来たら、ライちゃんに再会した。

　ライちゃんは、わたしより、ずっとずっとかしこくて、ずっとずっと優しくて、ずっとずっと綺き麗れいな……ジョーロの幼おさな馴な染じみの女の子。

　そんなすごい子が出てきちゃったら、わたしの最後の一個も……

「あ、いたいたっ！　……ひまちゃん、見ーっけっ！」

　う？　今の声は……、ライちゃんだ！

「ラ、ライちゃん！　どーしてここにいるの？」

「ふふっ！　ひまちゃん達たちがお風ふ呂ろに入ってくのが見えたから、こっそり混ざっちゃったっ！　お隣失礼しま～すっ！」

　わたしのお隣に座って、夜空を見上げるライちゃん。すっごく綺き麗れいになったライちゃんは、お空を見上げるだけでお星さんよりキラキラしてるように見えちゃうな。

「星空、綺き麗れいでしょ？　これ、うちの旅館の自慢の風景なんだっ！」

「うん。すっごくきれー……」

　ジョーロは、ライちゃんになんてお返事したんだろう？

　どーぶつえんで、ジョーロはビックリしながら『少し待ってくれ』って言ってたけど、もうお返事はしたのかな？　知りたい。知りたいけど……、聞くのが怖い。

「あ、あの、ライちゃん。……なんで、お風ふ呂ろに……」

　わたしのいくじなし。なんで、ほんとーに聞きたいことを聞けないの。

「ひまちゃんに相談をしにきたんだっ！」

「……え？　そーだん？」

「そうだよぉ～っ！　旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんで言ったじゃんっ！　『あとで相談させてもらうかも』ってさっ！　今が、その『あとで』なのですっ！」

「もしかして……」

「うんっ！　ジョー君のことっ！」

「……っ！　そ、そう……」

　どーしよう……。わたし、聞きたくないよ……。

　だって、ライちゃんのそーだんを聞いちゃったら……

「ジョー君さ、すっごい人気者になったよねっ！　小学校の時のジョー君って、ちょっと乱暴な言葉遣いが苦手って、女の子からは言われてたのにさっ！」

「……そだったね……」

　ジョーロはしょーがっこーの頃、あんまり女の子からひょーばんがよくなかった。

　わたしは、ずっと一緒にいたからへーきだったけど、他の女の子達たちにとってはそうじゃなかったみたいで、よく『嫌いじゃないけど、あんまり一緒にいたくない』って言われてて……。

「だから、知ってるのは私とひまちゃんだけだと思ってたんだっ！　ジョー君が、ちょっと素直じゃないだけで、本当はすごく優しい人だってことはさっ！」

「うん」

　そのとーりだ。ジョーロは優しい。わたしの我わが侭ままにいつも付き合ってくれる。

　わたしのお願いをいつも聞いてくれる。

　だから、おバカなわたしは、そんなジョーロの優しさを当たり前だと思って、一学期にジョーロにひどいことをした。本当に、本当にひどいことをしちゃって、すごく反省した。

　それで……、ジョーロが前よりも、もっともっと大好きになった。

「けど、他の子にもバレちゃったんだよねっ？　それで、あんな人気者になっちゃったんでしょっ？　ふふっ。ちょっとビックリしちゃったけど、納得しちゃうところもあったんだっ！」

「そだね。みんな、本当に大好きで……」

　──ジョーロのために、優しくできる人ひと達たちなんだ……。

　その言葉は、喉の途中でひっかかって出ていかなかった。

「でね！　ここからが、ひまちゃんに相談したいことなのっ！」

「……っ！　う、うん……」

　ライちゃんの綺き麗れいなお顔が怖くて、わたしは思わずお顔をそらした。

　お風ふ呂ろはポカポカなのに、体はブルブル震えてる。

　やだ……。こわい……。聞きたくない……。

「あのね、私なりに頑張って告白したのに、ジョー君からの返事が保留だったんだっ！　返事を待ってほしいって言われちゃってっ！　でも、それで引き下がるライちゃんじゃないよっ！　だから、その代わりに一つお願いを聞いてもらったんだっ！」

「お願い？」

「そっ！　明日、西にし木き蔦づたのみんなはスキー・スノボ教室に行くでしょ？　そこに私も一緒に行くからさ、ジョー君には私と一緒に二人で過ごしてってお願いしちゃったっ！」

「え！　でも、それは……」

　しゅーがくりょこーに行く前、みんなで話してた。

　一日目と二日目はクラス毎ごとだけど、三日目は自由行動だから、スキー・スノボ教室では図書室のみんなで遊ぼうって。なのに、そこからジョーロがいなくなっちゃうと……

「知ってるよっ。みんなと遊ぶ約束をしてたんだよねっ？　でも、我わが侭ままを聞いてもらっちゃったっ。だってジョー君は、私に『楽しい思い出』を作るのが一番大事って言ってたもんっ！」

「で、でも……」

「コスモスちゃん達たちの気持ちも分かるけど、私には今しか時間がないからさっ！　ちょっぴり我わが侭ままさせてもらっちゃってるんだっ！　ジョー君の気持ちは、誰にも渡したくないもんっ！」

　明るいけど、とっても真剣なライちゃんの声。すっごく強い気持ちがこもってる。

　本当に、ずっとずっとジョーロのことを大事に想おもってたんだ……。

「大丈夫っ！　私、こう見えてスノーボードが得意だからさ、ジョー君にちゃんとレクチャーできちゃうよっ！　だから、二人で『楽しい思い出』が作れるに決まってるんだっ！」

「そういうことじゃないもん！　わた──」

「でね！　ここからが相談の本題なんだけどさ、明日のスノーボードでどうやったらジョー君が他の子じゃなくて、わたしのことを好きになってくれるかなっ？」

「……っ！　あの、んと……」

　わたしの言葉はとちゅーでさえぎられちゃって、それ以上続かなかった。

　ダメ……。わたしじゃライちゃんを止められない。『何もできない』わたしじゃ……

「コスモスちゃんも、サザンカちゃんも、菫すみれ子こちゃんもすっごく可愛かわいいからさ、三人に負けないようにバシッとジョー君の気持ちをゲットしたいんだよねっ！」

　ライちゃんのライバルは、コスモスさんとサザンカちゃんとパンジーちゃんだけ。

　わたしは、もう相手にもされてないんだ……。

「楽しく何かできれば……、うまくいくかも……」

「なるほどっ！　何かって、なんだかフワフワしてるけど、それはライちゃんの得意分野だっ！　私、ジョー君のために色んなことができるもん！」

　知ってる。知ってるから、言わないで……。

　ライちゃんが、『何もできない』わたしと違って、色んなことができるのは知ってるから……。

「小学校の頃から一緒にいる、私の力の見せ所だねっ！　みんなが知らないジョー君のこともいっぱい知ってるから、頑張っちゃうよぉ～っ！」

　ライちゃんは、わたしと同じ小学校の時のジョーロを知ってる人。

　それで……

「ひまちゃんにも言ってもらえたしねっ！　わたしのほうが、ひまちゃんよりジョー君を楽しませられるってっ！　よーし、自信でてきたよぉっ！」

　わたしなんかより、ずっとずっとかしこくて、ずっとずっと優しくて、ずっとずっと綺き麗れいな……全部、全部、わたしよりずっとずっとすごい女の子なんだ……。

「ありがとね、ひまちゃんっ！　……うんっ！　そうだよっ！　ずっと会えなかったけど、私はコスモスちゃんにも、サザンカちゃんにも、菫すみれ子こちゃんにも負けないっ！　だって……」

　やめて！　わかってるから、言わないで！　言われたら、なくなっちゃう！

　わたしの最後の一個、なくなっちゃう！　だから……

「だって私、ジョー君の幼おさな馴な染じみだもんっ！」

　言わないでよぅ……。

「じゃあ、私は夕食の準備があるからそろそろ出るねっ！　……今日の夕食は、ライちゃん特製のザンギだから、期待しててよっ！　……じゃね！」

　立ち上がって、お風ふ呂ろから出て行くライちゃん。

　わたしは、そんなライちゃんとは正反対に、お風ふ呂ろの中に思い切り顔までつけた。

　目から出てくる、ジワジワしたものを誰にも見られたくなかったから……。





※






　みんながお風ふ呂ろを上がった後も、ずっとお風ふ呂ろに入ってたら頭がポワポワする。

　それで、フラフラしながらお部屋に戻ったら、

「ふにゅ……。ただいま……」

「わっ！　ちょっと、ひまわり！　顔が真っ赤じゃないですか！」

　ボヤボヤあすなろちゃんの声が、頭にグワングワン響いた。

　どんなお顔をしてるか分からないけど、きっとわたしのことを心配してくれてるんだ。

「もう！　いくらなんでもお風ふ呂ろに入りすぎですよ！　サザンカ、水にぬらしたタオルを……」

「もう持ってきてるわよ！　ひまわり、ちょっと横になりなさい！」

　ボヤボヤサザンカちゃんが、ヒヤヒヤタオルをお顔に当ててくれた。

　すごく気持ちくてさっぱりするのに、頭の中のボヤボヤはそのまんま。

「ひまわり。晩ご飯までゆっくり休むといいかな。ほら、こっちにお布ふ団とんひいてあるから」

　ボヤボヤツバキちゃんのほーに歩いて、お布ふ団とんにそのまま寝転んだ。

　ちょっとゴツゴツするまくらを抱きしめて、私は小さく丸まる。

　ほんとーは、こんなゴツゴツまくら抱きしめたくない。わたしが抱きしめたいのは……

「ごめんなさい……。何もできなくて……。ほんとーにごめんなさい……」

　その名前を、わたしはお口に出せない。

『何もできない』わたしは、お口に出しちゃダメだよ……。




　ちょっぴりきゅーけーして元気になったわたしは、あすなろちゃん達たちと一緒にごはんを食べる大広間へと向かうことにした。

「ひまわり、あんた本当に大丈夫なの？」

「ん。ボクも心配かな。無理はしちゃだめだよ」

「そうですよ。もし、気分が悪いなら部屋で休んでいても……」

「だいじょぶ。わたし、いかないと、……ダメ」

　わたしがいかないと、ジョーロが心配しちゃう。

　ジョーロは優しいから……、きっと私にも優しくしちゃうから……。

　だから、いかないと……

「ふぅ……。着きましたね！　それで空いてる席は……」

　大広間に到着したら、あすなろちゃんがキョロキョロとお席を探してる。

　だから、わたしも一緒にお席を探したんだけど、そこでは……

「ジョー君っ！　今日の晩ご飯は、ライちゃん特製ザンギだよっ！　すっごく美味おいしいから、いっぱい食べてねっ！」

「いっぱい食べろって言われても、生徒一人に割り当てられる量は同じじゃねぇか……」

　ジョーロとライちゃんが、二人でお話してた……。

　ニコニコ綺き麗れいなお顔で笑うライちゃんと、少し恥ずかしそうに笑うジョーロ。

　お隣同士に座ってお話する二人は、とっても楽しそう。

「そこはほら、気合で奪い取れば何とかなるよっ！　ジョー君のファイティングスピリッツの見せどころだっ！　ガンバだよ、ガンバッ！」

「無茶を言うな」

　ねぇ、ジョーロ。そこは、わたしがいたところだよ？　わたしがいるところだよ？

　なんで、ライちゃんといるの？　なんで、ライちゃんといるの？

　そんなの見たくない……。見たくないよ……。

「……ん？」

　ジッとジョーロ達たちを見てたら、ジョーロがわたしに気がついたみたい。

　ジョーロは、わたしを見つけるのがすっごくじょーず。わたしはみんなよりちっちゃくて、いっつも人の中に埋まっちゃうのに、ジョーロはいつでもわたしを見つけてくれる。

　それで、見つけた後に言ってくれるの。『ひまわり、一人でウロチョロすんな』って。

　……ねぇ、今日も言ってよ？　いつもみたいに、怒ってよ……。

「ジョー君っ！　食事中にキョロキョロしちゃダメっ！　私を見てればいいのっ！」

「そっちも見ねぇよ。普通に飯に集中するっつうの……」

　何も言ってくれないよね……。ジョーロのお隣には、ライちゃんがいるもんね。

　当たり前だよ……。わたしの最後の一個は、もうなくなっちゃったもん。

　自分が離れたのに……、自分が逃げたのに……、つごーがいーのは分かってる……。

　でも、……それでもやっぱり、わたしはジョーロのそばにいたいんだ……。

「え～っ！　そこは、私が食べさせてあげてもいいんだけどっ？」

「断固としてことわ……ふがっ！」

「どうっ？　おいしいっ？　ふふっ！」

　……もうやだ。何も見たくない……。ここにいたくない……。

「あすなろちゃん、わたし……ばんごはん、いらない」

「え？　ですが、折角ここまで来て……」

「お部屋、もどる！　わたし……、もうねるの！」

「あ、待って下さい！　ひまわ──」

　あすなろちゃんの声を最後まで聞くより先に、わたしは駆け出した。

　長い廊下を思いっきり走って、走って、走って……

「んきゃっ！」

　思いっきり転んじゃった……。おでことおひざを打ち付けて、すっごくいたい。

「いたい……。いたいよぅ……」

　ヒリヒリするおでこ、ズキズキするおひざ。

　でも、一番いたいのは……

「お胸がいたいよぅ……。う、う、う……うぇぇぇぇぇん!!」

　ジョーロ、わたしはここにいるよ……。

　いつもみたいに見つけてよ……。いつもみたいに怒ってよ……。

　こんな静かな場所に一人ぼっちなんて、さみしいよぅ……。





※






　ヒリヒリのおでこをさすって、お部屋に戻ったわたしはすぐにお布ふ団とんに入った。

　わたしは、おくびょーものでよわむし。だから早くねちゃおう。

　そう思ったのに……

「……ねれない」

　お布ふ団とんに包くるまったのに、全然ねむれない。

　いつもは目をつぶったらすぐに寝られるのに、今は変なふーけーが浮かんでくるの。

　雪山で楽しそうに、スノーボードをするジョーロとライちゃん。

　二人はすっごくいい雰囲気で、恋人同士みたいで……、そこにわたしはいない。

　そんなの見たくないけど、目を閉じると見えちゃうから目を開く。

「うー！　ねたいのに、ねれないの！」

　ジワジワしてきた目を、ギュッて枕でおさえる。

　まくらがビチョビチョで、顔をつけたらベチョッて音がした。きもちわるい。

　こんなまくらじゃイヤ。いつものお家うちのふわふわまくらで寝たい。早くおうちに帰りたい。

　お家うちに帰ったら、またいつもの毎日が戻ってくるもん。

　朝起きて、ご飯を食べて、お家うちを出ると……ジョーロのお背中があるの。

　ジョーロのお背中をバシンってたたくと、いっつも怒られる。

　プンスカしたジョーロのお顔……だけどほんとーは、ほんのちょっとだけ笑ってるの。

　その顔を知ってるのは、わたしだけ。

　パンジーちゃんも、コスモスさんも、サザンカちゃんも、誰も知らないジョーロのお顔を知ってるのはわたしだけ。だから、そのお顔はわたしだけのだって、毎日お背中をたたくの。

　でも、でもでも……わたしはもうジョーロのお背中をたたけないんだ……。

「うぅぅ……。そんなの、いやだよぅ……」

　ビチョビチョ枕にお顔をおしつけても、お口から出てきちゃうほんとの気持ち。

　おさえてもおさえても、出てくるほんとの気持ち。ほんとは言っちゃいけないのに。

　ほんとは、我慢しなきゃいけないのに……

「でてきちゃうよぉ～……」

「そうですかぁ～！　出てきちゃいますかぁ～！」

「う？　……あ、あすなろちゃん！　なんでいるの!?」

「少し早めに夕食を終わらせて、一足先に戻ってきました！」

　ビックリした。いつの間にか、わたしのお布ふ団とんのお隣にあすなろちゃんが座ってた。

「ノ、ノックはしなきゃダメなんだよ！　ここ、わたしのお部屋なの！」

「それが、実は私のお部屋でもあるわけなんですよね～！」

「むぅ……。あすなろちゃん、たまにいじわる……」

　ありがと、あすなろちゃん。いつも一緒にいてくれて……。

「そう言わないで下さいよ！　こうでもしないと、時間が確保できなかったんですから！」

「時間？　なんのお時間？」

　あすなろちゃんは、何を言ってるんだろ？

「こうして、ひまわりと二人で話す時間です！　本当に、中々うまくいかなくて頭を抱えましたよ！　部屋にはツバキとサザンカがいますし、観光時間では人目につきますし。なので、まずはようやく二人で話す時間を確保した私を褒めていただきましょう！」

「あ、うん……。あすなろちゃん、すごいね……」

「ふっふっふ！　そうでしょう！　私はすごいのです！」

　なんかよく分かんないけど、あすなろちゃんが自信満々だからほめた。

　嬉うれしそうにしてるから、いいんだけど。

「まぁ、ひまわりも十分すごいことになってますけどね！　すさまじい目の腫れ具合ですよ？」

「あっ！　見ちゃダメ！　見ちゃダメなの！」

　大慌てで、お布ふ団とんに包くるまって体をかくした。

　うぅ～……。わたし、そんな変なお顔になってたんだ……。

「はいはい、見ませんよ。……ま、もう見ちゃいましたけど！」

「……むぅ～。……それで、お話ってなに？」

「っと、そうでしたね！　このままでは、折角確保した時間がもったいないです！　では、本題の話なのですが……」

　あすなろちゃん、何の話をしにきたんだろ？

　別に、なにを話されても──

「実はジョーロが、皆さんとの約束をなしにして、ライラックと恋人になったみたいです！」

「──っ！　そんなのダメだもん！」

　わたしは、思わずお布ふ団とんから飛び出した。

　そしたら、そこには……

「はい！　私もそう思いますよ！　ダメですよね！」

　すっごくニコニコ笑ったあすなろちゃんが、私を見ていた。

「……あっ！」

「ふふふ……。やっぱり話をするのでしたら、面と向かってがいいですよね！」

　だまされた……。

「ですが、今のままですとそうなりかねませんよ？」

　思わず、ビチョビチョ枕を抱きしめる。

　そーしたら、わたしのお目目から出ていったものが、ジワッと溢あふれてきた。

「うん。そーかもね……」

「その返答……はぁ～、思った以上に重傷のようですね……。まぁ、そうでもなければ、こんな所で一人になっていませんか……」

　そう。わたしは、じゅーしょーなんだ。大きなお怪け我がをしちゃって、『何もできない』。

　ううん……。そんなのがなくても、わたしは最初から……

「……そんなに、『何もできない』自分が嫌ですか？」

「えっ！　あ、あすなろちゃん……どうして……」

「二学期になってから、他の方々がジョーロの力になれている中、自分だけはジョーロの力になれていないと思ったんですよね？　だから、ここ最近ずっと元気がなかったのでしょう？」

　あすなろちゃん、気づいてたんだ……。

　だから、わたしの元気がなくなった後、ずっとそばに……優しいな……。

「……うん。わたし、いつも自分がやりたいことばっかり、わがままばっかり……。だから、『何もできない』……」

「私は、それでいいと思いますけど？」

「よくないもん！　わたしも、みんなみたいに力になりたいもん！　でも、でもでも！　なれないの！　わたしは『何もできない』！　だから……」

「自分の気持ちを諦めるのですか？」

「あぅっ！　そ、それは…………やだ……」

　本当にわたしはわがままだ。『何もできない』くせに、最後の一個もなくなっちゃったくせに、自分の気持ちをあきらめることをしない。

　あすなろちゃんの質問に、自分勝手に頭をブンブン振っちゃってる……。

「ふふ……。その我わが侭ままなところが、ひまわりの強さですよ」

「わたしの、強さ？」

「そうですね！　折角ですし、ひまわりには特別に、私の話を聞かせてあげましょう！　……私が灯とう花か式しきで、ジョーロへの気持ちを諦めた時の話を！」

「……っ！」

　あすなろちゃんがそう言って、ビックリした。

　繚りよう乱らん祭さいの前日にあった灯とう花か式しき。そこで、あすなろちゃんはジョーロへの気持ちをあきらめた。

　でも、何があったかは誰も知らない。知ってるのは、ジョーロとあすなろちゃんだけ。

　そのお話をわたしに……

「い、いいの？」

「はい！　ひまわりは、私の親友ですからね！」

　そんな大事なお話を、あんまり知られたくないお話を普通にできちゃうなんて。

　あすなろちゃんも、やっぱりすごい子だよ……。

「あの時……、イルミネーション喪失事件を解決する途中で、ジョーロがとんでもないことを言ったのが、灯とう花か式しきで私がジョーロへの気持ちを諦めるきっかけでした……」

「とんでもないこと？」

「ジョーロの『一人だけ、特別大好きな女の子』が誰かをです」

「えっ！」

「もちろん、直接的にこの人だ。と言ったわけではないのですが、うっかりと口を滑らした内容から推察して、灯とう花か式しきでジョーロに確認したところ、私の答えは間違っていませんでした」

「じゃあ、あすなろちゃんは……」

「知ってますよ。誰がジョーロにとって、『一人だけ、特別大好きな女の子』かを」

　そーだったんだ……。ジョーロの『一人だけ、特別大好きな女の子』。

　みんなが一番知りたい答え。そこに、あすなろちゃんは誰よりも先に辿たどり着ついちゃったんだ。

「すでにお察しでしょうが、それは私ではありませんでした……。ですから、最後の最後に私は自分の気持ちをジョーロに伝え、届かなかったので……一足先に身を引いたのです」

　ジョーロの『一人だけ、特別大好きな女の子』。……いったい誰なんだろう？

　わたしなのかな？　……ううん、ちがうよね。わたしなんかのわけがない。

　きっと、パンジーちゃんかコスモスさんかサザンカちゃんの誰かだよ……。

「もちろん、それが誰かまで言うつもりはありません。ひまわりであろうと、ひまわりでなかろうと、重大なルール違反ですからね。で、ですよ、ひまわり。重要なのはここから先です」

「ここから先？」

「貴女あなたは、ジョーロの『一人だけ、特別大好きな女の子』が自分でなかった場合、そこで気持ちを終わらせることができますか？」

「……っ！　そんなのヤダ！　わたしは……あぅ……」

　また、わがままを言っちゃった……。

　ダメだよ……。みんなみたいに、ちゃんとジョーロの気持ちを……

「ふふっ。きっと、他の皆さんも同じですよ……」

「一緒？　みんなと、わたしが？」

「そうです。パンジーもサザンカもコスモスさんも、たとえ自分が『一人だけ、特別大好きな女の子』でなくても諦めません。……そこが、私との大きな違いだったんでしょうね……」

　あすなろちゃんが、悲しそうなお顔でそう言った。もしかして、あすなろちゃんは……

「こーかい、してるの？」

「いえいえ！　全ての気持ちを整理できたと言うと噓うそになりますが、自分の中の気持ちをしっかりと伝えたという点に於おいて、私は満足しています！　たとえ、周りがどう判断しようと関係ありません！　私は、素敵な恋愛をしたのです！」

　すてきな恋愛……わたしとジョーロの恋愛は、すてきな恋愛になるのかな？

「それで、今のままでひまわりは、素敵な恋愛になりますかね？」

「えっ！　えと、んと……」

　まるで、ぜんぶ見抜かれちゃったみたいで、ビックリした。

　でも、わたしのは……

「……ならないかも。わたし、いつもわがままだもん……」

「いいんですよ、それで。さっきも言ったでしょう？　それが、ひまわりの強さなんです」

「ちがうもん！　わたし、よわいもん！　何もできなくて、ただ幼おさな馴な染じみだからってだけで、そばにいれて……今は、ライちゃんがいるから……」

　わたしはもう、いらなくなっちゃったんだ……。

「ライラック。……久しぶりに現れたもう一人の幼おさな馴な染じみ。確かにかなりの強敵ですね。あのような離れ業で、パンジー、コスモスさん、サザンカの三人を同時に押さえつけたのですから」

「どーいうこと？」

「先程の部屋での会話でもそうだったじゃないですか。あの三人は、今回の件には口出しができないんですよ。なにせ今回は、彼かの女じよ達たちにとって最も重要なジョーロがライラックの味方についてしまっていますからね！」

　そうだ。みんな、ジョーロのことをしっかり考えてる。

　わたしなんかよりもずっと……

「でも、一人だけいますよね？　ジョーロの意見を聞かずに、自分の都合を考えてしまう我わが侭ままな幼おさな馴な染じみが？　その人だけが、ライラックを止められると私は思いますよ」

　止める？　わたしより、ずっとジョーロを大好きなライちゃんを？

　サザンカちゃんでも、コスモスさんでも、パンジーちゃんでも止められないライちゃんを？

「ひまわり。自分が『何もできない』だなんて思わないで下さい。どんな時でも、素直に自分の気持ちのままに行動をしてきた貴女あなたが、『何もできない』わけがないんです。……イルミネーション事件の時も、一人で頑張っていたではないですか？　パンジーやコスモスさんを守るために、一人で罪を抱え込んで……」

「でも、全部解決したのは、わたしじゃないもん！　わたしは、みんなにめーわくをかけるばっかりで、……『何もできなかった』もん！」

「ふむ……。ここまで言ってもダメですか……」

「……ご、ごめんなさい」

　あすなろちゃんが、元気づけようとしてくれてるのに、わたしはしょんぼりしたまま。

　ほんのちょっとだけ、お腹なかの中の火がポッとついたけど、それ以上もえることはない。

「い、いえ！　謝らないで下さい！　私が、勝手にやってるだけですから！　ですが、ここからどうやってひまわりを……少し困りましたね……ん？」

　あれ？　ドアがガチャッて開いたけど、誰が……

「むふふ！　真・打・登・場です！」

「あ、たんぽぽちゃん」

　なんでか分からないけど、たんぽぽちゃんが腕にビニール袋、両手にトレーを持ってわたし達たちのお部屋に入ってきた。……どうしたんだろ？

「くっ……！　時間切れがよりにもよって、たんぽぽが原因とは……」

　あすなろちゃん、すっごい渋いお顔をしてる……。

「たんぽぽ、何をしにきたんですか？　というか、そのトレーは……」

「むふ！　実は大おお賀が先せん輩ぱいから、『ひまわりの夕食を、是非とも天使のたんぽぽに届けてほしい！』と頼まれてしまい、この通り晩ご飯を持ってきてあげたのです！　どうですか？　優しいでしょう？　というわけで、日向ひなた先せん輩ぱい！　晩ご飯ですよ、どーぞ！」

　たんぽぽちゃんが、わたしの前にトレーを置いた……んだけど、なんだろう？

　晩ご飯のおかずが、少し少ないような気がする。

「おかしいですね……。夕食のザンギは、一人六個だったはずです。ですが、このお皿にはザンギが三つしかありません。……たんぽぽ、貴女あなたまさか……」

「ひょわっ！　た、食べてませんよ！　ま、まさか、私が夕食だけで満足できずに、ついうっかり日向ひなた先せん輩ぱいの分のザンギを食べるなんて……むっぷ～」

「食べかすが口の周りについているようですが？」

「そんなっ！　部屋に入る前にふき取ったはず……はっ！」

「やっぱりそうでしたか……。本当に、食欲のままに行動する……」

　そっか。たんぽぽちゃんが、食べちゃったのか。

「羽はね立たち先せん輩ぱい！　私を騙だましたんですね！　ひどいです！」

「先に噓うそをついたのは、たんぽぽでしょうに。……もう！　折角サンちゃんが用意してくれたひまわりの晩ご飯をどうするんですか！」

「ご、ごめんなさい……。つい食欲に負けてしまい……むふぅ～」

　あすなろちゃんに怒られて、ションボリするたんぽぽちゃんは可愛かわいいなぁ。

「だいじょーぶだよ、たんぽぽちゃん。わたし、そんなにお腹なかすいてないから、食べたかったら食べていーよ」

「本当ですか！　わぁ～！　ありがとうございます！　では、お言葉に甘えて……はむはむはむ！　んー！　美味おいしいです！」

「さっき一食分食べているのに……。いったい、この子の胃袋はどうなっているのやら……」

　わたしが食べていいって言ったら、あっという間にご飯を食べ始めるたんぽぽちゃん。

　サンちゃん、ありがとね。

　自分が行くと、わたしが気を遣っちゃうから、たんぽぽちゃんにお願いしたんだよね？




「満腹満腹で、とっても幸せです！　むっぷ～！」

　ポコッとふくれたお腹なかをさすりながら、たんぽぽちゃんは幸せそうにお座りしてる。

　たんぽぽちゃんっていいなぁ～。いっつも幸せそうで……。

「はぁ～、満足気にお腹なかをさする私。……これなら、きっと如月きさらぎ先せん輩ぱいを筆頭としたワタゲストも幸せいっぱいになるでしょう！」

　たまに、変なことを言うけど……。

「たんぽぽちゃんがお腹なかいっぱいになっても、みんなは幸せにならないんじゃ……」

「むふふふ！　日向ひなた先せん輩ぱいは、おバカですねぇ～！　そんなわけないじゃないですか～！」

　そんなわけあると思うけどなぁ。

　でも、たんぽぽちゃんがそう思ってるなら、あんまり言わないほうが──

「大事な人が幸せだったら、自分も幸せになるでしょう？　つまり、私が幸せならワタゲストの皆さんも幸せになるということです！　これこそ世の摂理！　天使の宿命です！　むふ！」

「え？　たんぽぽちゃん、それってどういう……」

「む？　私、何か変なことを言いましたか？」

「ううん。えっと、そのお話をくわしく聞きたくて……。どーして自分が幸せだと、他の人も幸せになるの？」

　わたし、自分の楽しいばっかり優先しちゃって、いつもジョーロに迷惑かけちゃってるよ？

　ぜんぜん、幸せにできてないよ？

「簡単な話ですよ！　私は天使として、ワタゲストを笑顔にしてあげなくてはなりません！　ですが、その笑顔を届ける肝心の私が笑顔でいなければワタゲストは笑えないでしょう？　だからこそ、私は常に幸せいっぱい！　笑顔全開なのです！　むふふふ！」

　誰かを幸せにするために、まずは自分が幸せになる。

　わたしも、ジョーロが笑ってるとすごく嬉うれしい。ジョーロが悲しいと、わたしも笑えない。

　……じゃあ、ジョーロは？

「わたしの幼おさな馴な染じみは、わたしが笑ってたら……どう思ってくれるかなぁ？」

　……知りたい。……ジョーロの気持ちが、知りたいな……。

「むふふ！　知りたいですかぁ？　教えてほしいですかぁ？　むふふふ！」

　なんかムッとする。しょーじきに聞きたくなくなった。

　だいたい、たんぽぽちゃんがジョーロの気持ちを知ってるわけないじゃん。

「別に教えてくれなくていいもん。どうせわたしじゃ──」

「たんぽぽ！　知りたいです！　お願いします、教えて下さい！」

　あすなろちゃんが、わたしの声をさえぎって、すごく真剣なお顔でそう言った。

　どうして、そんな突然……

「まさか、サンちゃんが旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんでこっそりと言ってきた、私が困っている時に力になってくれる『頼れるバッター』とは……」

　頼れるバッター？　なんのお話だろ？

「んもぉ～う！　仕方ないですねぇ～！　なら、特別に教えてあげちゃいますよぉ～！　……といっても、簡単な答えなんですけどね！　日向ひなた先せん輩ぱいが笑ってたら、如月きさらぎ先せん輩ぱいも笑いますよ！」

「ど、どーして、そんなことがたんぽぽちゃんに……」

「だって、日向ひなた先せん輩ぱいは如月きさらぎ先せん輩ぱいが優しい人だと思っているでしょう？」

「う、うん。そだけど……」

　それは、ジョーロが優しいだけ。みんなに優しいジョーロだから……。

「それこそが、如月きさらぎ先せん輩ぱいにとって日向ひなた先せん輩ぱいが大事な証明です！　誰にだって優しい人なんていません！　その人が大事だから、優しくするんです！　つまり、日向ひなた先せん輩ぱいが如月きさらぎ先せん輩ぱいを優しいと思っているのでしたら、それこそが如月きさらぎ先せん輩ぱいが日向ひなた先せん輩ぱいを大事に想おもっている証明なのです！　むっふん！」

　そう、なの？　ジョーロは、優しい人じゃなくて、わたしに優しい人なの？

　大事な人に、優しくする人なの？

「だから、如月きさらぎ先せん輩ぱいにとって大事な日向ひなた先せん輩ぱいが笑っていたら、如月きさらぎ先せん輩ぱいも笑うわけなんですよ！　こんな簡単なことも分からないなんて、日向ひなた先せん輩ぱいはおバカさんですねぇ～！　むふ！」

　知ってるもん。わたしが、ちょっとおバカなことなんて……。

「でも、わたしは『何もできない』んだよ？　そんなわたしが……」

「日向ひなた先せん輩ぱいが何もできない？　むふ！　むひゃ！　むひゃひゃひゃひゃ!!」

　なんか、たんぽぽちゃんがお腹なかを抱えて大笑いし始めた……。すごく、ムッとする。

「むひゃひゃひゃひゃ……はぁ～！　笑いすぎて、お腹なかが苦しいです！　冗談も大概にして下さいよぉ～！　日向ひなた先せん輩ぱいは、如月きさらぎ先せん輩ぱいに色んなことをできてるじゃないですかぁ！」

「……え？　わ、わたしが、できてる？　な、なにを……」

「おや？　気づいてなかったんですか？　如月きさらぎ先せん輩ぱいは日向ひなた先せん輩ぱいが楽しそうにしていると、とても嬉うれしそうな顔をしているのですよ？　だから、日向ひなた先せん輩ぱいは自分がやりたいと思う楽しいことを最優先に楽しめば、それが如月きさらぎ先せん輩ぱいの楽しみに繫つながるわけですね！　ほら、色んなことができてるじゃないですか！　だから、いつでもスマイル！　笑顔ですよ笑顔！　にーっ！」

　もしかして、わたしにもできるの？　ジョーロのために……何かが……。

　ううん、そうじゃない。わたしは、もうちゃんとできてたの？

　知りたい……。ジョーロに会って、確かめたい……。

「あ、そうでした！　それで、日向ひなた先せん輩ぱい！　実を言うと晩ご飯以外にもお届け物があってですね……はい、こちらをどーぞ！　こっちは、ちゃんと我慢したんですからね！」

　たんぽぽちゃんが、腕に下げていたビニール袋から何かを取り出した。

　なんだろ、中に何が……

「こ、これ！　あまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味！　それも、三つも！」

　なんで!?　なんで、これをたんぽぽちゃんが持ってるの!?

「むふふ！　実は、三さん色しよく院いん先せん輩ぱいと秋あき野の先せん輩ぱいと真ま山やま先せん輩ぱいが、昨日の札さつ幌ぽろ時と計けい台だいの後に買いに行っていたんですよ！　それで、『自じ分ぶん達たちからは渡せないから、内緒でひまわりに渡してほしい』と頼まれた私が、代わりに持ってきたわけですね！」

「たんぽぽ。それは言ったらまずくないですか？」

「ひょわっ！　言われてみれば、その通りでした！　日向ひなた先せん輩ぱい、今のは忘れて下さい！」

　パンジーちゃん達たちが、わたしのために……。

　大好きなあまおうクリームパンを、わざわざ買っててくれたの？

　それって、わたしに笑ってほしいから……だよね？

　うれしい……。すごく、うれしい……。

　でも、わたしはどんなお返しができるんだろう？

　わたしは頭がよくない。みんなみたいにかしこくない。

　そんなわたしが、みんなにできるお返しは……

「えへ……。えへへへ……。うれじいなぁ……」

「ひょわっ！　日向ひなた先せん輩ぱいが、眼球からとんでもない量の涙を流しながら笑っています！　ど、どうしたんですか!?　まさか、私のあまりの可愛かわいさにときめきリミテッドを起こして……」

「……だって、わたしが笑ってないと、みんなが笑えないもん！」

　考えたってわかんない！　だから、わたしはわたしが楽しいと思ったことをみんなとする！

　それが、わたしのできる恩返し！　わたしのする恩返しなんだ！

「たんぽぽ！　やはり貴女あなただったんですね！　普段はロクでもないことしかしないのに……、素晴らしいホームランでしたよ！　グッジョブです、グッジョブ！」

「ひょわっ！　羽はね立たち先せん輩ぱいから、突然頭を撫なでられました！　何やら、気になるワードが混ざっていたような気がしますが、きっと気のせいですよね！　むふふ！」

　あすなろちゃんがつけてくれた火を、たんぽぽちゃんがボーボー燃やしてくれた。

　胸の中からどんどん生まれるワクワク。頭に浮かぶいっぱいの楽しさ。どれも全部、すっごく面白そうだけど……うん！　決めた！　今、わたしが一番やりたいことは……

「あすなろちゃん、たんぽぽちゃん！　一緒に食べよっ！　あまおうクリームパン！」

「いいんですか!?　実は、私もあまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味には、非常に興味があって、……是非食べさせてもらいたいです！」

「私も！　私も食べたいです！　実を言うと、なぜかお寿す司し屋やさんでお財布が底を尽きかけて、皆さんが買いに行った時に私だけ買えなかったんです！」

「もちろんだよ！　あまおうクリームパンは、あまあまでフワフワで……、みんなで食べるともっとおいしくなるんだから！」

　いいよね？　パンジーちゃん、コスモスさん、サザンカちゃん。

　せっかく、三つあるんだもん！　三人で食べなきゃ、もったいないよ！




「むっぷ～……。今度こそ満腹です……。もう、食べられません……」

　おもいっきり寝転んで、ぷっくらお腹なかをさするたんぽぽちゃん。

　本当に、すっごく……すっごく美味おいしかった！

　やっぱり、あまおうクリームパンは最高だよ！

「よーし！　急がないと！」

　ゴシゴシ目をこすって、いらない涙を全部ふきとって、わたしは立ち上がる。

　そのまま、大急ぎでドアを開けると、

「きゃっ！　い、いたいわ……」

「う？　今のなぁに？」

　あれ？　ドアをあけたら、なにかにゴンってぶつかった。……なんだろ？

「だ、大丈夫かい？　パンジーさん！」

「大変なの！　パンジーちゃんのお鼻が真っ赤なの！　とっても痛そうなの！」

「なんか珍しいね……。パンジーがこんな風になるなんて。……大丈夫かな？」

「もう、だから言ったじゃない！　あんたが、『わざとでもきつく言いすぎた』って気にしてるのは分かったけど、ドアにはりついて聞くのは危ないって……あっ！　ひ、ひまわり！」

　お部屋のお外にいたのは、パンジーちゃんとコスモスさんとサザンカちゃんとツバキちゃんとヒイラギちゃん。

　ドアにゴンってぶつかったのはパンジーちゃんみたいで、赤くなったお鼻をさすっている。

「えっと……パンジーちゃん、だいじょーぶ？」

「え、ええ……。大丈夫よ……。それで、貴女あなたはどうなのかしら？」

　真っ赤なお鼻にちょっぴりジワジワしたお目目で、わたしをジッと見るパンジーちゃん。

　真面目で冷たい……でも、本当は温かいお目目だ。

「えへへ！　　わたしもだいじょーぶ！　元気モリモリだよ！」

「ふふっ。そうみたいね……。傍観者ではない貴女なら、きっと何もかもが上手くいくわよ」

　パンジーちゃんが、お鼻をさすりながら優しく笑ってる。

「ひまわりちゃん、元気になってるの！　嬉うれしいのぉ～！」

　ヒイラギちゃんが、とっても嬉うれしそうにおっきく笑ってる。

「ん。やっぱり、ひまわりはそっちのほうがいいかな」

　ツバキちゃんが、落ち着いて静かに笑ってる。

「安心したよ。それでこそ、ひまわりさんだ」

　コスモスさんが、大事なノートを持ちながら穏やかに笑ってる。

「べ、別にあたしは心配してなかったけど！　ま、まぁ、元気が出て、よかったわよ……」

　サザンカちゃんが、恥ずかしそうにそっぽを向きながら、ちっちゃく笑ってる。

　みんなみんな笑ってる！　すっごく嬉うれしい！　……でも、まだ物足りない！

　だって、見れてないもん！　わたしが一番見たいお顔を！

「みんな、ありがとっ！　じゃ、わたし、行ってくるね！」

「ふふっ。ひまわりは、どこに行くのですか？」

「決まってるよ、あすなろちゃん！」

　ずっと抱きしめてた、ビチョビチョ枕はもういらない！

　わたしが抱きしめたいのは……




「ジョーロ！　だってわたし、幼おさな馴な染じみだもん！」




「それでこそ、わぁのけやぐだじゃ……」

　お胸に溢あふれるワクワクとウキウキ。

　その気持ちを抑えるのがへたっぴだから、わたしは……

「それじゃあ……レッツ・ダーッシュ！」

　いつも言葉にしちゃうんだ！





※






「おっじゃましまーす！　……あれぇ？」

「おわっ！　ひまわり！　ど、どうしたんだよ、突然!?」

「くぅ～！　突然、ひまわりがやってきた！　これは喜んでいいんですか？　いいんです！」

「コホー……。コホー……。有ある不ふ和わ君のテンションが、最高潮に……」

　もう！　同じ部屋のサンちゃんと有ある不ふ和わ君と部べ江え田た君しかいないじゃん！

　なんで、ジョーロがいないの！

「サンちゃん！　ジョーロ、どこ!?」

「え？　ジョーロか？　その……ちょうど今さっき、ライラックに呼び出されたからってロビーのほうに──」

「ありがと！　じゃ、わたし、行くね！」

「あ、ちょっと待て、ひまわり！」

「う？　どーしたの、サンちゃん？」

　お部屋を出て行こうとしたら、サンちゃんに呼び止められた。

　クルッてふりむいたら、すごく元気な熱血ボーボーのアッチッチな笑顔をしてる。

「……ぶちかませよ！」

「うん！　わたしにおまかせなんだから！」




「はっ！　はっ！　はっ！」

　ジョーロのお部屋を飛び出して、ロビーに向かってレッツ・ダッシュ。

　もう少し……もう少しで……あっ！　あのお背中は！

「ライの奴やつ、まだ何か話があんのかよ……。こっちは、まだ……」

　見つけた……。見つけたよ！　ずっとずっと……、わたしが見続けてきたお背中。

　他の人のお背中なんて分からない。でも、このお背中だけは絶対に分かる！

　だから、わたしは思いっきり駆け出して、

「おっはよージョーロ！」

　そう言って、背中をたたくんだ！

「いってぇぇぇぇぇぇぇ！」

　ロビーによく響くジョーロの声。お背中を押さえてプルプルしてる。

「ジョーロ！　朝の挨拶は『いってぇ』じゃなくて『おはよう』だよ！」

「もう朝じゃなくて、夜だろが！　だから、毎度毎度言ってるが、背中を叩たたくんじゃなくて、普通に挨拶しろって言ってんだろ！　ひまわり！」

　そう！　このお顔！

　眉毛をギューッてしかめて、でも、ほんの少しだけ口元が笑ってるお顔！

　わたしだけが知ってる、わたしだけのジョーロのお顔！

「うん！　今日もジョーロだ！」

　やっと、見れたよ……。わたしが、一番見たいお顔が！

「ひまわり。てめぇ、なんでここに……」

「ジョー君、待ってたよぉ～……って、ひまちゃん？」

　ロビーのほうから、ジョーロを待ってたライちゃんが歩いてくる。

　わたしなんかより、ずっとずっとかしこくて、ずっとずっと優しくて、ずっとずっと綺き麗れいな……ジョーロの幼おさな馴な染じみ。全部、全部、わたしよりずっとずっとすごい女の子。

　わたしの最後の一個は、ライちゃんに持ってかれちゃった。だから、わたしには何もない。

　でも、それでも……

「ああ、ライ。てめぇも、もう……むぎょっ！　ひゃひをひゅる……ひみゃわり……」

「まだ、そっち見ちゃダメなの！」

　わたしだけの、最後のもう一個は渡さない！

　誰にだってあげるものか！　これは、わたしだけのだもん！

　誰も知らない、わたしだけが知ってるジョーロのお顔だもん！

「えへへ！　嬉うれしいなぁ……。すっごい嬉うれしい！」

『何もできない』わたしにも、できることはいっぱいある！

　思いついた楽しいこと、思いついたやりたいこと、みんなみんなまとめてやっちゃうよ！

「ったく、てめぇはなんで、んなことで喜んでんだっつうの……」

　──大好きだからだよ。

　ううん、ちがう……。こんな言葉じゃ、全然たりない！

　大好きより大好きより大好きだから……えと、んと……

「わかんない！　だってわたし、ちょっとおバカだもん！　だーかーらー……」

　わたしの中にある大好きをぜーんぶこめて、

「ひまわりちゃんパワー、じゅ～でん！」

　思いっきり、ギュッてしちゃうんだから！
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　──修学旅行　三日目。

　長かったのか、短かったのか……、修学旅行もついに三日目に突入。

　今日の予定は、スキー・スノボ教室。

　昨日の旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんと同様に、香こう峰ほう旅りよ館かんの前にとまっているバスに乗車して、スキー場へ。

　その後、持参している奴やつは自分のウェアや道具を使い、持参してない奴やつはレンタルして、着替えたら準備完了。未経験者は、午前中は先生から基礎を学び、午後からは自由行動。経験者は、初めから自由行動だ。……で、俺は後者の午前中から自由行動の経験者コース。

　本来は未経験者なので、午前中は先生から教わろうとしていたのだが……、

「ふふっ！　スノーボードのことなら、ライちゃんにお任せだよっ！」

　今日もしっかりとついてきていらっしゃる、香こう峰ほう旅りよ館かんの従業員……香か紫し花ばな丁ひのとさんが個別授業をしてくれるそうで、問答無用で経験者コースになりました……。

　知ってる？　今日って、月曜日なんだよ？

「なぁ、ライ。てめぇは、学校が……」

「大丈夫だよっ！　今日はうちの学校、振替休日だからっ！」

　どこと何を振り替えたの？

「ふふっ！　今日も一緒に『楽しい思い出』作ろうねっ！」

　おおう……。ライラックさんったら、俺の腕をギュッて抱きしめちゃって。

　素敵な感触が、伝わってくるじゃないですか……。

　うん！　ま、今日が平日なことを気にするのは、もうやめとくか！

　そもそも、俺の修学旅行の目的は、『ライラックに素敵な思い出』を作ることなんだから、ライラックがいてくれたほうが、遥はるかに都合がいいわけだしな！

　ただ……、それに伴って、どでかい問題が二つ起きちまってるんだよなぁ……。

　問題その一。

　そもそも修学旅行に行く前に、俺はパンジーと『三日目のスキー・スノボ教室は、みんなで一緒に過ごす』と約束をしている。午前中、未経験者のパンジーは先生から教わっているので、午後になったら合流する予定だったのだが、現状のままだとこれの実現が困難極まる。

　なんせ俺は、ライラックから『今日も二人きりだねっ』と言われてしまっているのだ。

　要するに、昨日の旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんの時と同じ。今日もライラックは、他の誰かが近づいてきたら、問答無用でそいつを遠ざけようとするだろう。

　問題その二。

　こっちは、スキー・スノボ教室とは関係ないのだが、俺がライラックから告白されたこと。加えて、『二学期のおしまいに、一人にだけ自分の気持ちを伝える』という約束をなしにしてほしいと言われていることだ。

　小学校の時から今まで、ずっと俺のことを想おもってくれていたという気持ちは非常にありがたいのだが、かといってみんなとの約束をないがしろにするのはどうかとも思う。

　けど、そいつを受け入れてくれないと、ライラックは『楽しい思い出』にならないと明言している。俺の『素敵な思い出』とライラックの『楽しい思い出』には、明確な違いがあるが、それでも同じ部分もある。

　なにせ、『楽しい』という気持ちは、どちらにも共通しているのだから……。

　だから、目的を果たすためには……いや、まだ諦めるのには早い。

　この二つの問題を解決しつつ、ライラックに『素敵な思い出』を作ることはできるはずだ！

　だけど……、やっぱ不安で不安で仕方ねぇよ。

　なんせ、俺の作戦がうまくいくかどうかは……、

「ねね、ジョーロ！　わたし、ウェアは持ってきたんだよ！　どう？　かっこいいでしょ？」

　この復活した天然系ビッチに、全てかかっているのだから……。

　満面の笑みで、持参した黄色を基調としたウェアを披露するのは、俺の幼おさな馴な染じみのひまわり。

　どうやら、かなり気に入っているようで、俺にも褒めてもらいたい模様だ。

　なぜひまわりが、完全復活を遂げて混ざってきたかという話なのだが……回想、入りまーす！
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　──昨晩。

「おっはよージョーロ！」

「いってぇぇぇぇぇぇぇ！」

　突如、俺の背中に襲いかかる衝撃。ほんの一瞬感じた懐なつかしさは、痛みと共に霧散した。

「ジョーロ！　朝の挨拶は『いってぇ』じゃなくて『おはよう』だよ！」

「もう朝じゃなくて、夜だろが！　だから、毎度毎度言ってるが、背中を叩たたくんじゃなくて、普通に挨拶しろって言ってんだろ！　ひまわり！」

　ほんと、こいつなんなの!?　俺の背中を叩たたかずにはいられない病気にかかってるの!?

　……ってちょっと待て。おもわずいつものノリで叫んじまったが、おかしいぞ？

「うん！　今日もジョーロだ！」

　なんか、ひまわり復活してね？　すげぇ、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔浮かべてね？

「ひまわり。てめぇ、なんでここに……」

「ジョー君、待ってたよぉ～。……って、ひまちゃん？」

　あ、そうだ。俺はライラックに呼び出されて、ロビーで待ち合わせてたんだ。

　多分、俺が来たって気づいたからこっちに向かってきたんだろう。

「ああ、ライ。てめぇも、もう……むぎょっ！　ひゃひをひゅる……ひみゃわり……」

「まだ、そっち見ちゃダメなの！」

　痛い、痛いから、ひまわり。いきなり、両手で俺の顔をおさえるのはやめて。

　けど、やっといつもの調子に戻ってくれたんだな。待たせやがって……。

「えへへ！　嬉うれしいなぁ……。すっごい嬉うれしい！」

「ったく、てめぇはなんで、んなことで喜んでんだっつうの……」

　そうだ。これがひまわりだ……。いつも天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべて、自分がやりたいことをやって、不思議と俺も笑顔にしてくる。そして……

「わかんない！　だってわたし、ちょっとおバカだもん！　だーかーらー……」

　このわけの分からないひまわり理論をぶちかましてくるんだ。

　本当に、元気になってくれてよかった……。

「ひまわりちゃんパワー、じゅ～でん！」

　本当に、元気になってくれてよかったぁぁぁぁぁ!!

　天然系ビッチのビッチビチアタックは、やっぱりこうじゃないとな！

「ひまちゃん、何をしにきたのかな？」

　あ、そうだった。ひまわり復活に気を取られていたが、肝心の謎が解けていない。

　今、ライラックが言った通りだが、なぜひまわりはここに……

「んとね！　わたしも、明日は一緒にスノーボードやる！　ジョーロとライちゃんと一緒！」

　まじか！　こいつは、かなりありがたい提案だぞ！　ただ、不安なところは……

「え？　嫌だけど？」

　ライラックさん、淡白ぅ！　すげぇ冷めた表情でサクッと言っちゃったよ！

　いくらひまわりでも、ここまでハッキリ言われたら……

「えへへ！　ジョーロ！　ジョーロ、ジョーロ！」

　全然、聞いてないね。俺の胸にスリスリと自分の頭をすりつけるのに夢中だね。

「ひまちゃん。私は、ひまちゃんと一緒に遊ぶのは嫌だって言ったんだけど？」

「わたしは、ライちゃんと一緒に遊べないのがイヤ！　だから、一緒に遊ぶの！」

　さすがです、ひまわりさん。まったく、譲る気がありませんね。

「え～！　でも、ひまちゃん、言ってたじゃんっ！　私のほうが、自分よりジョー君を楽しませることができるってっ！」

　ローテンションからハイテンションに切り替えてはいるが、発言は中々えぐい。

　まずいな……。これで、ひまわりの元気がまたなくなっちまったら──

「うん！　そだよ！　だから、わたしも一緒だともっと楽しいよ！」

　あ、杞き憂ゆうでしたね。ライラックさんの発言をまったく気にしてないどころか、潜ませた刃にもまるで気づいていませんね、この子。

「むぅ～っ！　私がいれば十分だよっ！　だって私、ジョー君のおさ……」

「わたしも幼おさな馴な染じみだよ！　だから、わたしもいなきゃダメなの！」

「……っ！　な、なんで!?　さっきまでは、これで……」

　よく分からないが、今のひまわりの切り返しはライラックにとっては、効果が絶大だったようで、かなり驚いた表情をしている。

「ライちゃん！　わたしね、いっぱいいっぱいできることあったの！　だから、思いついた楽しいこと、思いついたやりたいこと、みんなみんなまとめてやっちゃうよ！」

「くっ！　もう、何も残ってないくせに……、なんでそんな笑って……」

　ひまわりの復活はライラックにとって予想外だったうえに、かなり不都合な展開だったのだろう。動物園でコスモスに追い詰められた時以上に、うろたえた表情をしている。

　だが、俺としては……

「明日はみんなで一緒！　しょーがっこーの時といっしょだね！　わたし、すっごい楽しみ！」

　おかえり、ひまわり。元気になってくれて、本当に嬉うれしいよ……。
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　ただいま。回想から戻ってきたよ。

　というわけで、強引に自らの意見を押し通したひまわりもここにいるわけだ。

　ちなみに、俺としてはひまわりの参加は非常にありがたく思っている。

　正直、それこそが俺の待ち望んでいた展開だったのだから。

　だが、いざその時がくると、不安も募るんだよな……。

　なんせ、本来の予定ではひまわりは最初から元気で、三日間という期間に俺はひまわりと一緒にライラックに『素敵な思い出』を作るはずだったのだ。

　だが、残された時間は残り一日……。この短い時間で……

「ジョーロ！　わたし、ほめてほしいの！　女の子がおしゃれをしてるのにほめないなんて、こんごどーだんだよ！」

　本当に、このおバカさんを頼ってしまっていいのだろうか？　とても不安である。

　言ごん語ご道どう断だんな。今後道断されても、俺がただ喋しやべれなくなるだけだから。

　とりあえず、回想前にひまわりが自慢げに見せてきたウェアを褒めるとするか。

「ああ。よく似合ってて、かっこいいと思うぜ」

「でしょ～？　えへへ！　ありがとっ、ジョーロ！」

　おおう……。さすが、復活したひまわりだ……。

　感情のままに、俺の腕にギュッと抱きついてきたではないか。

　ところで、復活したのはよかったのだが、結局こいつの悩みはなんだったのだろう？

　それに、サンちゃんの言っていた『頼れるバッター』の正体も不明のままだし……。

「ひまわり、午前中私はコスモスさんと二人で、たんぽぽにスキーを教えるので失礼しますね！　もし余裕があったら、午後からは合流しましょう！」

「うん！　分かったよ、あすなろちゃん！」

『頼れるバッター』の一人が、今しがたポニーテールを揺らしながら去っていったあすなろであることは間違いない。だが、サンちゃんは複数人いると言っていた。

　その、他の奴やつが誰かが分からないんだ……。

　俺の予想では、本命がツバキ、二番人気がヒイラギ、大穴でパンジー、コスモス、サザンカの誰か。それで超ちよう絶ぜつ怒ど濤とうの大穴が……

「ひょわわわ……。私が雪山にきてよかったのでしょうか？　私の可愛かわいさのあまり、ゲレンデさんが照れに照れてとけてしまい、雪崩が発生する可能性も……」

　あれはない。うん、絶対にないわ。

　ゲレンデがとける可愛かわいさってなんだよ？　ちゃっかりウェアだけは持参しやがって。

　……まぁ、これ以上ひまわり復活の謎は気にしなくていいか。

　俺は、ひまわりの復活を信じて待つと決めていた。

　その結果、ちゃんと元気になって帰ってきてくれたんだから、それでいいじゃねぇか。

　……それよりも、問題はここから先だ。

　いよいよ本格始動する、ライラックへの『素敵な思い出』作りなのだが……、

「えへへ！　ライちゃん、今日はいっぱい遊ぼうね！　楽しみだね！」

「ふふっ！　ひまちゃん、私はジョー君と二人がいいんだけどぉ～っ？」

　この通り、ライラックはひまわりを歓迎するつもりがまるでないのである。

　昨日の旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんで、サザンカやコスモスが混ざろうとした時と同じだ。

　ライラックは、俺と『二人きり』で過ごすことに強いこだわりを持っている。

　この態度を見る限り、たとえ小学校の同級生であるひまわりであろうと、例外ではないということなのだろう。

　すごいよね。二人そろって天てん真しん爛らん漫まんな笑顔なのに、言ってることは正反対なんだぜ？

「ひまちゃん、私はジョー君にだけスノーボードを教えていいかなっ？　ひまちゃんは運動神経も抜群だし、別に私が教えなくても上達すると思うからさっ！」

「え？　そうかな？　えへへ！　そうかなぁ～！」

　喜んどる場合か。ライラックは要約すると、『どっか行け』って言ってるんだぞ。

「……ふふっ。これなら、うまく引き離せそう……」

　ライラックさん、ボソボソ言っても聞こえてますよ。

「よぉ～し！　わたし、一人でバッチリできるようになっちゃうよぉ～！」

「さすが、ひまちゃんっ！　なら、私はジョー君と二人で頑張るねっ！　分かってくれたっ？」

「うん！　分かった！　じゃあわたし、一緒についてって、ジョーロとライちゃんと遊ぶね！」

　何も分かってない！　色んな意味で何も分かってない！

　さすが、完全復活を果たしたひまわりだ……。本能のままに行動しやがる……。

「え～っ！　それじゃ、何も変わってないじゃんっ！　また我わが侭ままっ？」

「そだよ！　わたし、わがままなんだよ！」

　そして、この開き直りっぷりである。

　何がすごいって、ここまでのひまわりの発言に一切の計算がないことだよね。

　これ、完全に素でやってるんだわ。

「くっ……！　これだから、ひまちゃんは厄介なんだっ！　私と相性悪すぎっ！」

　折角の綺き麗れいな顔が、すさまじく歪ゆがんでいますよ、ライラックさん。

　一生懸命考えた知略を、ただの勢いに粉砕されたら辛つらいよね。気持ちは少し分かるよ。

　お……、またライラックが天てん真しん爛らん漫まんな笑顔に戻ったが、今度は何を言うつもりだ？

「ねぇ、ひまちゃん。ひまちゃんの気持ちは分かるけど、すっごぉ～くよく分かるんだけどさ、今日だけは私に譲ってほしいなっ！　私、今だけしかジョー君と一緒にいれないんだもんっ！　ね？　この通りっ！」

　両手をパンと合わせて、ひまわりに頭を下げるライラック。

　パッと見は下手には出ているが……まずいな……。

　これは、昨日の旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんでのサザンカの時と同じパターンだぞ……。

　つまり、このままでは──

「そだね！　わたしも、ライちゃんと今だけしか一緒にいれないから、一緒にいたい！」

　同意ポイント、どこ？

「わ、私は……、ひまちゃんと一緒にいたいとは思ってないんだけどぉ～っ？」

「じゃ、わたしとライちゃんの気持ちを足して二で割れば、ちょーどいいね！」

　それ、ゼロじゃね？　二で割る前に、ゼロに辿たどり着ついてね？

「うぅぅぅ！　私は、ジョー君と二人がいいのにっ！」

「ライちゃん、わがままはダメだよ！　わたしも、ジョーロと一緒がいいの！」

　棚の上げっぷりが、東京タワークラスである。

　完全に、ひまわりにペースを乱されてるな、ライラック。

　なんっつーか、懐なつかしいよ……。

　小学校の頃、俺おれ達たち三人が一緒の時はいつもこうだった。

　ひまわりがメチャクチャなことを言って、ライラックがそれに振り回される。

　それで、最後は……

「ジョー君っ！　ジョー君は、どう思うかなっ？」

　こうやって、俺に助けを求めてくるんだよな。

　ったく……、忘れたのか、ライラック？　俺が何を言っても……

「ひまわり。俺、今日はライと一緒にスノーボードをやるから……」

「だいじょぶ！　みんなで一緒だと楽しいよ！　だから、みんなで一緒だよ！」

　こうやって、わけの分からんひまわり理論を押し通してくるじゃねぇか。

　生あい憎にくと、こうなった時のひまわりに俺は逆らえねぇんだわ。

「だそうだ、ライラック」

「もうっ！　分かったよっ！　じゃあ、ひまちゃんも一緒でいいよっ！」

　結局、俺おれ達たちはいつもひまわりに振り回されるんだよな……。

　懐なつかしい。本当に、懐なつかしいよ……。

「やったぁ！　わたし、すっごい楽しみ！　じゃ、まずは紅葉からだね！」

　木の葉な。スノーボードにそんな技は、俺が知ってる限りは存在しねぇから。
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　それから三十分……。

　俺はライラックから教わり、ひまわりは独学でスノーボードの練習。

　そして、その結果だが……

「やったぁ！　上手に滑れたよ！」

「……んぎゃっ！　なんで、そんなあっさりできるようになるんだよ……」

　華麗にターンまで決めて滑るひまわりと、無様にずっこける俺。

　運動神経の差が、如によ実じつに現れていた。

「うんっ！　ひまちゃんは、すっごく上達したねっ！　ジョー君は……、もうちょっと練習が必要かなぁ～っ？　あははっ！」

　そんな俺おれ達たちの様子を見て、楽しそうに笑うライラック。

　パッと見、純粋に楽しんでるように見えるだろ？　だけどな……、

「ほんと!?　わたし、すごい？」

「もちろんだよっ！　こんなすぐにスノーボードができるようになるなんて、ビックリっ！　やっぱり、ひまちゃんは運動神経抜群だねっ！」

「でしょ～？　わたし、すごいんだよ！」

　小柄な体で、ムンと胸を張るひまわり。

　ライラックの瞳が、キラリと怪しく光ったことにはまるで気づいていないようだ。

「だから、ひまちゃんはもう一人でも大丈夫だよっ！　……ほら、そろそろ初心者コースは飽きたでしょ？　だから、リフトに乗って上級者コースを滑ってきていいよっ！」

　はい、でました！　ライラックさん、ひまわりさんを排除する気満々です！

　まともに言うのではなく、おだてて調子に乗らせて引き離す作戦に変更したようだ。

「やったぁ！　じゃあ、みんなで一緒にリフトのろっ！　きょーそーだよ、きょーそー！」

　まぁ、まったく効果はないわけですがね。

　さっきから、何度似たようなやり取りを見てきたことか……。

「ひまちゃん、私わたし達たちが二人とも遊んじゃったら、ジョー君が困るでしょ？　だから……」

「うん！　三人で遊べば、バッチリだね！」

　バッチリ破壊してくよね。天然でライラックの知略を。

「ダメだよぉ～っ。ジョー君はまだ上手に滑れないから、まずは教えてあげないとっ！」

「だいじょぶ！　ジョーロはやればできる子だよ！」

　できません。さっきから、本人なりに頑張ってるけど全然できてません。

「だから、高いところからビューって滑れば、わたしは楽しいし、ジョーロはじょーたつするし、いっせきさんちょーだね！　えへへ！」

　三鳥目、どこから持ってきた？　なぜお得感を割増ししている？

　果たして、本当にひまわりに全てを託していいのだろうか？

　不安しか募らない、とてもおバカな一言である。

「ほら、早くいこっ！　思いっきり滑れば楽しいから、きっとだいじょーぶだよ！」

　娯楽性よりも安全性を重視してほしい、今日この頃である。




　相変わらず、ひまわりの我わが侭ままに振り回され中の俺おれ達たちは、リフトに乗って山頂のほうへ。

　ちなみに、リフトの席は俺が一人、ひまわりとライラックが二人で乗った。

　例によってライラックが、ひまわりを一人でリフトに乗せて、自分と俺は乗らずにバイバイひまわりを目論もくろんだのだが、『わたし、ライちゃんと一緒ぉ～！』と問答無用でライラックの手を引いて、再び作戦は失敗。

　今日のひまわりは、今まで意気消沈していた時に溜ため込こんでいたエネルギーを爆発でもさせているのか、普段よりも三倍くらいフリーダムな気がする。

「わぁ～！　景色がいちぼーできるよ、ジョーロ！」

「確かにすげぇ高さだな。……ここから滑るのは、ちょっとこえぇぞ」

「だいじょぶ！　わたしも一緒だから、怖くないよ！」

　むしろ、君が一緒だから怖いんだ。何をするか、分からなくて。

　ところで、ライラックは……

「やっぱり、ひまちゃんをどうにかしないと……。このままじゃ、私は……」

　随分と余裕を失っているようで、ハイテンションモードを徐々に維持できなくなっている。

　まぁ、あれだけ何をやっても通用しなかったらな……。気持ちは分からんでもない。

「そうだ！　ひまちゃんがやりたいことをやらせれば……ねぇ、ひまちゃん！」

　どうやら、また何か思いついたらしい。明るい笑顔で、ひまわりに近づいていった。

　果たして今度こそ、上手うまくいくのやら……。

「なーに、ライちゃん？」

「あのさ、折角上達したんだし、競走しないっ？　どっちが先に下につけるか、勝負だよっ！」

「しょーぶ！　面白そう！　わたし、やる！」

　なるほど、その手で来たか。

　体育会系のひまわりの闘争本能を煽あおる『勝負』という言葉。昨日までのひまわりなら効果は薄かったかもしれないが、今の復活したひまわりであればこういう勝負事には目がない。

　今度は、バトル方面へ誘導する作戦で攻めてきたってわけね。

　恐らくだが、ライラックはこの勝負に勝つつもりはない。

　先にひまわりを滑らせて、そのまま放置。そして、自分は残って……

「やったねっ！　それじゃあ、合図はどうしよっかっ？　あ、そうだっ！　ジョー君に……」

「うん！　ジョーロが滑り出したら、合図にしよっ！」

　そうきたか、と言わずにはいられない切り返しである。

「えっと、ジョー君には普通に合図してもらったら……」

　そうだね。ひまわりだけ滑らせて、自分は滑らずに残って俺と二人になろうとしたんだもんね。俺の滑り出しが合図だと困るよね。

「ダメだもん！　そしたら、ジョーロ一人ぼっちになっちゃうもん！　かわいそうだもん！」

　一応、本人的には考えての発言だったらしい。

　まさか、ここまで徹底的に天然でライラックの作戦を阻止するとは……。

　さすが、自称『ちょっとおバカさん』である。

「くっ！　また、変な方法で私の作戦を……っ！　いや、待ってよ……。なら、私がひまちゃんより先について、ジョー君も先につくでしょ？　それで、ひまちゃんがつくまでにジョー君と二人でどこかに行っちゃえば……いける！」

　いけねぇよ。

　どんだけ圧勝すれば、ひまわりが来るまでに二人で抜け出せるんだっつーの。

　そもそも、俺がひまわりに勝つこと自体が、困難を極めとるわ。

　段々、ライラックもおバカさんになっているような気しかしないな……。

「じゃ、ジョーロ！　先に滑っていーよ！　そしたらわたし、追いかけるから！」

「そうだねっ！　ジョー君、猛スピードでゴーだよ！　板の角度は常に斜面と平行でっ！」

「いや、先に滑っていいって言われても……」

　ここ、結構な傾斜だよ？　俺のようなド素人しろうとが滑ったら──

「ひょおおおおお！　と、止まりません！　誰か止め……むぼぼぼぼ！」

「たんぽぽ！　だから、ここはまだ早いと言ったではないですか！　……あぁ！　転んで、転がってたんぽぽが雪玉になっていきます！」

　多分、あそこまではならないな。

　スキーで転んで、雪玉と化すとは……。さすが、アホ神様である。

「いけない！　たんぽぽさんを追いかけないと！　急ごう、あすなろさん！」

「はい！　コスモスさん！」

　つか、あいつらもここにいたのね……。そして、あすなろとコスモス、スキーうめぇな。

　二人そろってすげぇ華麗に滑ってるよ。さすが、青あお森もり出身と万能元生徒会長。

「むぅ～！　ジョーロ、早く滑るの！　わたしも早く滑りたいの！」

「そうだよっ！　急がないと、時間はドンドンなくなっちゃうよっ！」

　君きみ達たち、仲がいいのか悪いのか、どっちなの？

「分かったよ……。滑ればいいんだろ、滑れば……」

　正直、恐ろしくて仕方が無いが、これ以上ここにいると我慢できなくなったひまわりに、背中をドンと押されて問答無用で出発させられかねない。

　だったら、素直に自分でいったほうがまだマシだ。

「んじゃ、いくぞ？」

「「うん！」」

　真剣に構える、ひまわりとライラック。

　一人はニコニコと天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を、もう一人は本気の勝負師のような表情をしている。

「よっ！」

「いっくよぉぉぉぉ！」「私がかぁぁぁぁぁつ！」

　俺が滑り出すと、同時に雪山に響く二つの咆ほう哮こう。特に後半のライラックの叫びがすごい。

　今までの天てん真しん爛らん漫まんな明るさは、いったいどこに行ってしまったのだろうと尋ねたくなる気持ちでいっぱいだ。

　あ、ちなみに俺は滑り出すと同時に木の葉でブレーキしたよ。だって、怖いもん。

　……ふっ。こんなこともあろうかと、木の葉を極めていて正解だったな。

　これなら安心して──

「あら？　ジョーロ君、こんな所で必然ね。……ふふっ。そろそろ来ると思って、待機しておいて正解だったわ」

「パンジー、あんたすごいわね！　本当にジョーロが来たじゃない！　じゃ、じゃあ、あとは逃げないように、拳で穏便にお願いを……」

「木の葉崩しじゃぁぁぁぁぁ！」

　とりあえず、速攻で板を斜面と並行にして、全速力で滑り出した。

　あいつら、午前中は先生から教わってるんじゃなかったのかよ!?

　なんで、あんなところにいるんだよ！

　とにかく急いで……って、ん？　なんかすげぇスピード、出てね？　ものすげぇ勢いで……

「お、おい！　と、止まらねぇじゃねぇかよ！　これ、やばい！　誰か止め……んぎゃぁぁ！」

「やややっ！　アレは、如月きさらぎ先せん輩ぱいです！　如月きさらぎ先せん輩ぱいが、スピードをコントロールできずにとても無様に転んでいます！　むひゃ！　むひゃひゃひゃひゃ!!」

　黙れ、雪玉。てめぇにだけは絶対に言われたくない。

「たんぽぽさん、まだ雪を取ってる最中だから、そんな暴れると……あぁ！」

「むひゃひゃひゃひゃ……おや？　何やら私の体が勝手に転がり出しているような……、こ、転がってます！　いけません！　このままではまた……むぼぼぼぼぼ！」

「いけない！　たんぽぽさんを追いかけないと！　急ごう、あすなろさん！」

「はい！　コスモスさん！」

　まじ、ざまぁ。




「やったぁ！　わたしの勝っちぃ！」

「はぁ……。はぁ……。なんで、始めてからちょっとしか経たってないひまちゃんに……」

　アホだるまを見送りつつ慎重に下まで辿たどり着つくと、そこで待っているのは二人の少女。

　一人は、満面の笑みで可愛かわいらしいガッツポーズをとり、もう一人は心底悔しそうに拳を握り締めている。どうやら、スノーボード競走はひまわりが勝ったみたいだな。

「ひまちゃん、もう一回勝負だよっ！　今のは、ちょっと油断しただけなんだからっ！」

「いいよぉ！　わたし、負けないよぉ～！」

「じゃあ、もう一回上まで行くよっ！　ほら、ジョー君も早くっ！」

　ライラックさん、当初の目的はどこに行っちゃったのかな？

「いや、できれば俺はそろそろ休憩を……」

「何言ってんのっ！　ジョー君がいなかったら、誰がスタートの合図をするのっ！」

　上にいる、通りすがりの誰かでよくない？　俺、ゴールの確認じゃダメ？

「そだよ、ジョーロ！　わがままは言っちゃダメ！　わたしたちのしょーぶは、ジョーロがいないと始まらないんだよ！」

　そんな勝負、始まらんでいいわ。

「……別に俺がいなくても、どうにでもなるじゃねぇか……」

「ならないよ！　だって、ジョーロとわたしは、幼おさな馴な染じみだもん！　えへへ！」

　また、わけの分からんひまわり理論を展開しやがって……。

　ん？　あれは……

「サンちゃん、すごいの！　とっても上手なのぉ～！」

「へへっ！　俺にかかれば、このぐらい楽勝だぜ！　コツはつかめたから、ここからは俺が教えてやるよ！　ツバキ、ヒイラギ！」

「ん。それはありがたいかな。ヒイラギの人見知りのせいで、先生から教われないし」

「やったのぉ～！　これで、私もスノーボードができるようになるのぉ～！」

　あそこは平和そうでいいなぁ～。いっそ、今から俺も混ぜてもらうのは……

「ジョーロ、早く来るの！」「ジョー君、早くしてっ！」

　無理ですね……。分かってましたよ……。




「よしっ！　私の勝ちっ！」

「うぅ～！　負けたぁ～！　悔しいぃ～！」

　二回目の勝負は、ライラックの勝利。スノーボードをつけたまま、地団駄を踏むように左右に揺れるひまわりと、元気なガッツポーズをするライラック。

　ちなみに俺は、今回こそ合図を出したら木の葉でストップしようと目論もくろんでいたが、前回に引き続きストーカーと穏便な拳がスタンバイしていたので、即座に木の葉崩し。

　おかげさまで、すさまじく疲れたけど、さっきより転ぶ回数が減った。やったぜ。

「ひまちゃんっ！　これで、一勝一敗だからねっ！」

「うん！　わたしとライちゃんは、いっしょーいっぱいだよ！」

　負けたのに、何を嬉うれしそうに笑っているのやら。

　けど、これこそがひまわりの真骨頂だ。自分がやりたいことを、目一杯楽しむ。

　本当に、いつでも素直に笑うもんだから、気づけばこっちも楽しくなってくるんだよな。

　その証拠に、ライラックも、

「ひまちゃんには絶対負けないよっ！　私のほうがすごいんだからっ！」

　今までのどこか作り物めいた笑顔とは違う、心からの笑顔を浮かべてるんだからな。

　俺では引き出せなかった、ライラックの本当の笑顔。

　そいつを引き出したのは……

「わたしだって、負けないよぉ～！　次はバッチリ勝っちゃうんだから！」

　クリームパンが大好きな、とびっきりに明るい俺の幼おさな馴な染じみだ。





※






　それから、ライラックとひまわりの勝負はしばらく続き、結果は五勝五敗で引き分け。

　どちらも譲らないデッドヒートとなったのだが、俺は毎回抜かれてばかりなので、その勝負の詳細を見ることは一度たりとも叶かなわなかった。まぁ、なんやかんやで付き合わされた結果、それなりにスノーボードが上達したから良しとしよう。

　そんなこんなで、現在はようやく俺の待ち望んでいた休憩時間。

　スキー場に設置されたレストランへ入り、まったりと飯を食っているのだが……

「つ、つかれた……。でも、勝負は五勝五敗。……ふふふっ。引き分けなんだから……」

　午前中の勝負が原因か、ライラックは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子。

　しかし、ひまわりに負けなかったことに達成感を覚えているのか、満足気なご様子だ。

　で、そんな激闘をしていたもう一人だが……

「あっ！　パンジーちゃん達たちがいる！　ジョーロ！　わたし、パンジーちゃん達たちのところ行ってくるね！」

「お、おう……。分かった」

　めっちゃ元気である。まだまだ体力が有り余っているようで、同じレストランに来ていたパンジーとサザンカのところへ笑顔で突撃していった。本当に、行動がフリーダムである。

「……ふふっ！　やっと、チャンスがきたよっ！」

　そんなひまわりの様子を見て、ライラックがニヤリと笑う。

　てっきり勝負に熱くなって忘れていると思いきや、当初の目的はしっかり覚えていたようだ。

「ひまちゃんを引き離そうとしても、絶対に離れないっ。……なら、自分から離れるまで待つのが一番だよっ！　小学生の時も、いつもそうだったしねっ！」

　そうだな。ライラックと二人で抜け出す時は、決まってひまわりがいない時だった。

　あいつ、いると絶対についてきてたし。

「ねぇ……、ジョー君っ。午後は、今度こそ二人きりで滑らないっ？　ひまちゃんには、他にもいっぱいお友達がいるしさ、私わたし達たちと一緒じゃなくても大丈夫だよっ」

　ジッと、甘えるような目で俺を見つめるライラック。

　確かに、元気のないひまわりならいざ知らず、今の復活したひまわりであれば、別に俺おれ達たちと一緒じゃなくて十分に楽しむことができるだろう。

「まぁ、そうかもな……」

「ジョー君はいやっ？　私と二人きりなのはっ？」

　頰を少し赤らめ、甘い声で囁ささやくライラック。

　大人しいけど少しだけ我わが侭ままな、過去の面影を感じさせる魅力的な表情だ。

「んなことねぇよ。大体、小学校の頃はよく二人でいたじゃねぇか」

「そうだったねっ。ジョー君が、ひまちゃんのいないタイミングでいつも誘ってきたのを覚えてるよっ。ねぇ、あれってさ……」

　ジッと扇情的な瞳で、俺を見つめるライラック。

　何を聞きたいかは、言葉にされずとも分かった。

「ああ……。俺はライと二人でいたかったんだ。その、小学校の時、俺は……」

　ライラックの瞳を見つめ返し、俺はゆっくりと口を動かす。

　あの頃、伝えられなかったことを伝えるために。

「小学校の時、俺はライが好きだったからさ」

　ずっと言えなかった約六年越しの告白は、やけにすんなりと喉から出ていった。

　そう。俺は、ライラックが好きだった。いつも一人で静かに自分の席に座っている少女。

　だけど、その瞳は誰かを待っているように感じてほっとけなくて……、気づけば毎日目で追っていて……、そして、好きになっていた。

「そっか……。嬉うれしいな……、すごく嬉うれしいよ……」

　小学校の頃のライラックを思い起こさせる穏やかで優しい、落ち着いた笑み。お互いに成長したはずなのに、今だけは小学校の頃に戻っているような錯覚すら感じる。

「その気持ちは、今も変わってないよねっ？」

　だが、俺の返事はあくまで小学校の頃のもの。ライラックが知りたいのは、今の俺の返事だ。

「ジョー君に『特別大好きな女の子』がいるのは知ってるっ。でも、別に一人の人しか好きになっちゃいけないなんてことはないっ。気持ちを抑えるなんて、誰にもできないもんっ」

　そうだな……。その言葉の意味はよく分かるよ……。

　俺の周りにいる女の子は、みんな魅力的で素敵な女の子だ。……もちろん、ライラックも。

「でも、伝えられるのは一人だけ。ジョー君、君が他の女の子を好きな気持ちを持ってても構わない。だけど、伝えるのは私だけにして。私に、貴方あなたの気持ちをちょうだい……」

　ソッと、ライラックの手が俺の手の甲に添えられる。

　どこか余裕を感じさせる笑みを浮かべているが、あくまで表面上。

　俺に添えられた手からは僅かな震えが伝わってきている。

　本当は緊張してるのに、精一杯笑顔で強がってるんだな……。

「遠距離恋愛は上手うまくいかないって言うけど、私とジョー君なら大丈夫だよっ。だって、今までずっと長い間離れてたのに、私の気持ちは一切変わってないもんっ」

　自然と、ライラックの手が添えられた自分の手に力が入る。

　小学校時代、ずっと好きだった俺の初恋の女の子が……、あの頃よりも遥はるかに綺き麗れいになって、気持ちを伝えてくれてるんだ。緊張しないわけがない。

　ほんの一瞬、頭に浮かんだのは、パンジー、コスモス、サザンカの優しい笑顔。

　だが、俺はそれらを振り払って正面にいるライラックを強く見つめる。

「そうか……。ライの気持ちは、何も変わってねぇんだな？」

「もちろんっ。小学校の頃の気持ちは、ずっとそのまんまだよっ」

　やっと俺も伝えられるんだな……。

　あの頃は勇気がなくて伝えらなかった、本当の気持ちを……。




「ジョー君、いいよね？　これからは、私がジョー君の一番そばに──」

「ダメだな。……ライ、てめぇは俺のそばにいるべきじゃねぇよ」




　添えられた手を振り払い、俺は静かにライラックへそう伝えた。

「なっ、なんで!?　私は、ずっとジョー君が大好きだったんだよ！　それに、何よりジョー君のことをちゃんと分かってる！」

　力強く言葉を発するライラック。

　俺からの返答が予想外だったのか、目の焦点がいまいち合っていない。

「ああ、そうかもしれねぇな。けどよ、ライ。……それって、逆も考えられねぇか？」

「逆って？」

　そう……。ライラックは事実、俺のことをよく分かってくれているのだろう。

　なんせ、小学校の頃は毎日のように一緒にいたんだ。

　過ごした時間だけで考えれば、ひまわりに次いで多いのは、ライラックだろう。

　だからこそ、ライラックが俺のことを分かっているのであれば、逆に……

「俺だって、ライのことをそれなりに分かってるってことだよ」

　なぁ、ライラック。本当は俺、知ってたんだぜ？

　小学校の頃のてめぇの本当の気持ちをさ。

　だから、今こそ伝えるべきなんだ。……ずっと言えなかった本当の言葉を。

　どれだけ茨の道だろうが、どれだけ恐ろしいことだろうが、

「なら、完璧じゃん！　お互いに分かり合ってるなんて理想の恋人同士だよ！　……だから、お願い、ジョー君！　そばにいて！　ジョー君が、私と恋人になってくれれば──」




「今度こそ、ひまわりに勝てるってか？」




　やると決めたらやる。それが俺のモットーだ。

「ど、どういう意味、かな？」

　尋ねつつも、ライラックにとって最も言われたくない言葉だったのだろう。

　今までの熱意が急激に冷めた鋭い視線が、俺を射抜いている。

「ひまわりに勝ちたくて、俺と一緒にいたんだろ？　ひまわりの幼おさな馴な染じみで、いつも一緒にいる俺と自分のほうが一緒にいれば、それは勝ったことになるって考えたんだろ？　……俺を好きっていう告白も…………全部、そのためなんだよな？」

「ち、違うよ！　私は、ジョー君のことが大事で……」

「なら、どうして再会してから、ライはひまわりばっか気にしてたんだ？」

「…………っ！」

　ライラックは、ずっとそうだった。

　旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんでも、常にひまわりの視界に入るように行動をして、昨日の晩飯の時も、ひまわりが来ると同時に俺へちょっかいをかけ始めた。……常につかず離れず。再会してからのライラックは、まるでひまわりに見せつけるように俺とかかわっていたんだ。

「ずっと恨んでたんだろ？　シール事件の時のことを……」

　クラスのみんなからシールを盗んだ犯人として疑われ、唯一犯人じゃないと知っていた俺に助けてもらえず、ひまわりに助けられたあの最悪な事件。

　それがライラックに強い楔くさびを打ち込み、今でもそれは抜けていないんだ。

「ち、違うよ！　言ったじゃん！　あの事件は、すっごくショックだったけど、別にジョー君に対して、恨みを持ってるわけでもなんでもないって！」

　ライラックの本当の気持ちを最後に確信したのは、旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんでのコスモスとのやり取り。

　恐らく、あそこでコスモスも気づいていたのだろう。……ライラックの本当の気持ちに。

　だからこそ、俺は止めたんだ。もしあそこで、コスモスが全てを言ってしまったら、そこで終わって先に進めなくなってしまっていたから……。

「悪い……、ライ。最初から……、小学生の時から気づいてたんだ……。てめぇが、俺と一緒にいる本当の理由を」

「わ、私がジョー君といる、本当の理由？」

「確かにライは、シール盗難事件で俺には恨みを持ってねぇんだろうな。……だけどよ、それで全部じゃねぇだろ？　あの事件からずっと恨んでる奴やつがいる。そいつは……」

　あの時のコスモスとのやりあいで、ライラックは意図的に言わなかったことがある。あえて隠したことがある。それは……

「ひまわりだよな？」

　本当に自分が恨んでいる相手のことを、ライラックは隠したんだ。

「ど、どうして私が、助けてくれたひまちゃんを恨むの!?　私は……」

「悔しかったんだろ？　一番助けられたくないライバルに助けられて……」

「……あっ！」

　修学旅行初日の札さつ幌ぽろ観かん光こうで、俺はどうにかひまわりに元気を出させるために味方を増やそうと、コスモスに協力を要請した。だが、その時にコスモスはこう言った。

『ジョーロ君。もしも私がひまわりさんの立場だったら、ライバルから事情を理解された上で助けられるなんて、ただ、悔しくて自分を惨みじめに感じるだけだよ』

　これは、小学校の頃のライラックにも言えることだったんだ。

　シール盗難事件で窮地に立たされて、どうしようもない程に追い詰められたライラック。

　そこから助けてくれたのは、自分が一番負けたくない相手のひまわりだった。

　ライラックは、それが悔しかったんだ。ライバルに助けられた自分を惨みじめに感じたんだ。

　そして、何も変わらずにその気持ちを抱き続けていた……。

　だからライラックはひまわりと再会すると知って、今度こそ勝とうとした。

　今までずっと勝てなかった、自分のライバルに……。

「ライに再会した時、本当にビックリしたよ。すげぇ美人になってるし、性格も思いっきり変わってたからよ。で、一緒にいて思ったんだ。なんかまるで……」

　あのシール盗難事件を経て、ライラックは一念発起して自己改革をしたと言っていた。

　その気持ちはよく分かる。

　なぜなら、俺もあの事件の後から鈍感純情ＢＯＹとして、自分を偽り始めたからな。

　だが、ライラックはさらにその先に行った。自分を偽るのではなく、変化させる。

　そして、その変化の対象として選ばれたのが……

「ひまわりみたいだなって」

　天てん真しん爛らん漫まんで明るい態度、少しやり過ぎとも言える過剰な触れ合い、自分がやりたいことを問答無用で無理矢理にでもやろうとする姿勢。それは全て……、ひまわりに言えることだ。

「……そっか。全部、最初から気づいてたんだね……」

　これ以上の否定は無駄だと悟ったのか、ライラックがどこか諦めたような声でそう言った。

　その静かな態度は、大人しくて目立たなかった、小学校の頃の香か紫し花ばな丁ひのとのものだ。

「でも、誤解しないでね。私は、別にひまちゃんが嫌いなわけじゃ……」

「分かってるよ。旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんでも言ってたじゃねぇか。ずっと憧れてたって……」

「うん。その通りだよ……。私は、白熊になりたかったから……」

　そう。ライラックは、ひまわりを嫌っているんじゃない。

　ずっと、ひまわりに憧れ続けていただけなんだ。

　憧れているからこそ、ひまわりになりたかった……。ひまわりに勝ちたかったんだ……。

「小学校の頃の私ってさ、すごく静かだったじゃん？　みんなの輪に入らないで、いつも自分の席にいてさ……。それで、みんなから怖がられちゃってさ……」

　そうだったな。ライラックは、いつも自分の席で静かに過ごしていた。ただ、その時にやけに鋭い目でみんなを見るもんだから、他のクラスメートから苦手意識をもたれてたよな。

「でも、本当はみんなの真ん中にいたかったの……。みんなが集まるのは、誰かの席。自分が立って輪に入っちゃうと真ん中にいれない。だから、座って待ち続けた。……いつか、自分が真ん中にいれる時が来ると信じて……」

　それで、ライラックはずっと自分の席にいたのか……。あの冷たく人を寄せ付けない態度は、本当は真逆。誰か自分のそばに来てと訴えかける態度だったんだ。

「だけど、いつまで経たっても、私の席には誰も来なかった……。みんながいるのは、いつも白熊のところ……。私がなりたい私は、もう別にいた……」

　白熊……ひまわりの周りは、本当にいつもそんな感じだ。

　男子も女子も関係なしでみんなが集まっていて、それですごく楽しそうで……。

「そしたら白熊は、一人でいる私をほうっておかなかった」

「そうだな……。俺も、それがきっかけでライと仲良くなれたしな……」

　小学校の時に、ライラックと最初に仲良くなったのは俺じゃない。ひまわりだ。

　俺はおこぼれをもらっただけ。男子が女子に話しかけるってのは、なんだか恥ずかしいことをしているような気がして、いつもみんながいないところで一緒にいただけ。

　だが、ひまわりは違う。どんな時も、ライラックと一緒にいた。そして……、

「白熊がきたら、他の人も沢山私の席に来た。私は、真ん中にいれるようになった。……でも、それは偽にせ者もの。私が真ん中に座ってるのに、真ん中にいるのは私の横に立ってる白熊だった……。本当に悔しくて……、いつか絶対に勝ってやろう、私が白熊になってやろうって決意した」

　ライラックが、明確にひまわりに勝とうと考えたのはその辺りだったのか。

　そして、その勝利の第一歩として選んだのが…………俺だったんだな……。

「ごめんね、ジョー君……。私、小学生の時、別にジョー君のことを何とも思ってなかった。ただ、いつもひまちゃんと一緒にいる人だから、何とかその人だけでもって思って、話しかけただけなの……」

「知ってるから、気にしないでいいよ。それに、俺も…………悪い」

　小学校の頃の俺は、ライラックの本当の気持ちを分かっていながら、自分がライラックといたいからと、気づかないフリをしてたんだ。

　そのくせ、肝心な時にはライラックを助けずに見捨てた、最低野郎だ……。

「だから、再会するって分かった時、私は今度こそ白熊に勝とうとした。絶対にジョー君を手に入れて、白熊をギャフンと言わせてやろうとした。けど、ジョー君の答えはさ……」

「俺はもう小学生の頃の俺じゃねぇ。なにより……、こんな形でひまわりに勝ってほしくない」

「……だよね。そうだろうなって思ってたよ……」

　俺の返答が、とどめの一撃になったのか、ライラックは静かに顔をうつむかせる。

　小学校の頃からずっとひまわりになりたくて、今まで必死に努力していたのに、結局は白熊に届かなかったと判断したのだろう。

　だけど、それは大きな間違いだ。

「なぁ、ライ……」

「なに、ジョー君？」

　俺とライは、似ているところがある。

　あの事件の後に、自分の性格を偽ったこと。人気者になりたかったこと。

　そして……、再会できることを知って、必ず成し遂げようと決めていたことがあることだ。

　ライラックは、決してひまわりのことが嫌いじゃないんだ。

　もし嫌いだったら、午前中にあんな楽しそうにスノーボードで勝負するわけがない。

　ただ、意地をはってるだけ。

　憧れてるから、負けたくないから、意地を張って対抗心を燃やしてるだけ。

　言っただろ、ライ？　俺はてめぇの本当の気持ちが良く分かるんだよ。

　対抗心の中に包み込まれた、もう一つの……本当の気持ちをさ。

　だってよ……、俺もつい最近まで同じ気持ちをあの男に抱き続けていたんだから。

「俺さ、高校生になってから知り合った奴やつにいたんだ。……俺がなりたい完璧な俺みたいな奴やつがさ。それで、俺はそいつに憧れて、そいつに勝ちたくて……、本当は仲良くなりたいのに、対抗心を燃やしていつもいがみ合っててさ……。だけど、自分の気持ちに正直になって、そいつと友達になれた時はさ……本当に嬉うれしかったよ」

　だよな、ホース？

　北ほつ海かい道どうで土産は買っていってやるから、そっちもオーストラリアで土産は買ってこいよ？

「ライも素直になってみろよ。……さっきも言っただろ？　てめぇはすげぇ美人で、明るい奴やつになった。今は学校でも人気者って自分でも言ってたじゃねぇか。……変に意地を張る必要はねぇんだ。だからさ……」

　俺のことは恨んでてもいい……。俺のことを何とも思ってなくてもいい……。

　でも、それでも……

「ひまわりと、ちゃんと友達にならねぇか？」

　俺の幼おさな馴な染じみのことは、恨まないでやってほしいんだ。

　これが、俺の考える『ライラックへの素敵な思い出』。

　繚りよう乱らん祭さいで、つきみやパンジーが『ホースに素敵な思い出』を作ったように、俺も『ライラックに素敵な思い出』を作りたかった。

　今度こそ、ひまわりとライラックを『友達』にしてやりたかったんだ。

「でも、私は……」

　まだ自分の中で整理がつかないのか、ライラックはギュッと手を強く握り締めている。

　その態度で、十分伝わってくる。

　きっとライラックも、ひまわりとちゃんと友達になりたいんだ。

　だけど、自分の中にあるプライドの壁が邪魔をして、どうしても先に進めない。

「それは……難しいよ……」

　はぁ……。やっぱり、俺じゃここまでが限界か……。

　んじゃ、大人しくあきらめて頼らせてもらうとするか……。

「ジョーロ！　なんで、ライちゃん、いじめてるの！」

　その壁を問答無用でぶっ壊す、我わが侭ままな女の子をさ。

　ところで、来てくれたのは助かるのだが、……台詞せりふがおかしくないだろうか？

　なぜ、そんなご立腹な態度に……

「いや、ひまわり。別に俺はライをいじめてるわけじゃ……」

「じゃあ、どーしてライちゃんがシュンシュンしてるの!?　いい？　シュンシュンしてると、周りの人もシュンシュンしちゃうんだよ！　だから、いじめちゃダメなの！」

　棚の上げっぷりが、スカイツリークラスである。

　昨日までシュンシュンしてたのは誰だ？

「ひ、ひまちゃん、違うよ……。別に、私は落ち込んでなんて……」

「違くない！　ライちゃん、元気ないもん！　わたし、みんなで一緒に楽しいのがいい！　だから、ライちゃんもスマイル！　笑顔だよ笑顔！　にーっ！」

　ニコニコと天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、ライラックのそばへ向かうひまわり。

　小学校の頃から成長して、ライラックのほうが一回りは大きいはずなのだが、なぜだか今は、ひまわりのほうが大きく見えた。

「あ、あははは……。こ、こんな感じかな？」

「むぅ～！　ライちゃん、全然ちゃんと笑ってない！　元気ない！」

　取り繕った笑顔をライラックが見せたが、それでは納得がいかないようだ。

　鼻息をフンフンと出しながら、露骨に不満ですという表情をしている。

「あっ！　そだ！　そーれーなーらー」

　ひまわりが何かを思いついたのか、ウキウキとした態度でさらにライラックのそばに向かう。

　そして、腕を大きく広げると……

「ひまわりちゃんパワー、じゅ～でん！」

　ライラックを思い切り抱きしめた。

「えへへ！　どう、元気でた？」

　抱きしめながら、根拠のない自信満々の笑顔でライラックを見つめるひまわり。

　それに対して、ライラックは……

「あは……あははっ！　やっぱり本家はすごいなぁ～」

　優しい笑顔を浮かべて、そう言った。

「あっ！　ライちゃん、元気出た！　やったぁ！」

　その笑顔は、ひまわりが見たい笑顔だったのだろう。

　自分も嬉うれしそうな笑顔を浮かべて、ライラックの体に自分の頭をすりつけている。

「ねぇ、ひまちゃん……。一つ聞いてもいい？」

「う？　どーしたの、ライちゃん？」

　ライラックを抱きしめたまま、キョトンと首を傾かしげるひまわり。きっとこいつは、ライラックが自分のことをどう思っていたかなんて、まるで気づいてないんだろうな。

　けど、それでいいんだ。考えて行動するなんて、ひまわりには似合わねぇよ。

「ひまちゃんは、みんなの真ん中にいたいって思ったことある？」

　ずっとひまわりに憧れて……、ひまわりになろうとしたライラックだからこその質問だ。

「んとね、ジョーロと一緒にいたい！　あと、ライちゃんと図書室のみんなと一緒にいたい！　だって、そこが一番楽しいんだもん！　わたしの真ん中は、みんながいるところだもん！」

　おいおい、見当違いの答えじゃねぇかよ。……でも、そうだよな。

　ひまわりはいつも、そうだった。別に、みんなの真ん中にいようとしてたんじゃない。

　ただ、楽しいところにいたかっただけ。楽しいところを作りたかっただけだ。

「……そっか。そうだねっ！　ひまちゃんはそういう子だっ！」

「うん！　わたしは、そーいう子だよ！」

　だからこそ、ひまわりの周りにみんなは集まってたんだ。

　そこが、楽しいところと知っていたから……。

「やっぱり、すごいな……。私なんかより、全然すごいよ……」

「そんなことないよ、ライちゃん！」

「……え？」

「ライちゃんはわたしより、ずっとずっとかしこくて、ずっとずっと優しくて、ずっとずっと綺き麗れいな女の子だもん！　だから、ライちゃんのほーがすごいよ！」

「私が、すごい？　ひまちゃんより？」

「うん！　そだよ！」

「そっかぁ……、そうだったんだ……」

　ひまわりに憧れて、ひまわりに勝ちたくて、ひまわりになろうとしたライラック。

　そのひまわりが、自分を認めてくれていた。自分が一番求めていた言葉を伝えてくれた。

　それが、ライラックの中にあるプライドの壁を粉々に破壊していき、

「私は、すごい子になれてたんだっ！」

　天てん真しん爛らん漫まんだが、穏やかで優しい、ライラックだけが作れる笑顔を生み出した。

「あははっ……。じゃあ……、私とひまちゃんは一勝一敗だねっ！」

「うん！　わたしとライちゃんは、いっしょーいっぱい！」




「一生いっぱい仲良しだよ！」




「……え？　ひまちゃん？」

「えへへ！　楽しいね！　嬉うれしいね！」

　まさか、ひまわりの奴やつ……、スノーボードで負けた時、やけに嬉うれしそうに言ってたのは……そういう意味だったのか？　ったく、さすが自称『ちょっとおバカさん』だな……。

「もうっ！　ひまちゃんはっ！　でも、そうだね……。一生いっぱい……。私とひまちゃんは、一生いっぱい仲良しっ！　ずっとずっと、大切な友達だよっ！」

　やっと聞けたよ……。俺が、修学旅行で一番聞きたかった言葉をさ。

　今まで、一度も言ってなかったもんな。ひまわりに、『友達』ってさ……。

「だから、そんなひまちゃんにはお返しで……」

「う？　どーしたの？」

　そして、今度はライラックが腕を大きく広げると、

「ライちゃんパワァ～！　じゅ～でんっ！」

　ひまわりを思い切り抱きしめたのであった。

「わっ！　ライちゃん、すごい！　わたし、すっごく元気でたよ！」

「でしょっ？　私だって、すごいんだからっ！」

　仲良くはしゃぐひまわりとライラック。

　あまりにも騒がしくするものだから、レストランの注目を結構集めてしまっている。

　だけど、まぁいいか。なんせ、肝心の本人達たちが……

「ひまちゃん、午後も競走しよっ！　今度は私が勝ち越すんだからっ！」

「いいよぉ！　わたしだって、負けないんだから！」

　とびっきりに、楽しそうなんだからな。さて、この様子なら……多分大丈夫だよな？

「ライ、これからなんだけどよ……」

「うんっ！　私もそっちがいいっ！　ちゃんと仲良くしたいもんっ！　ジョー君とひまちゃんの大事な人ひと達たちとっ！」

　俺が最後まで言うよりも先に、答えを返すライラック。

「分かった。それじゃ、みんなを呼んでくるな！」

　席を立ち上がり、自じ分ぶん達たちとは別の席に座っている奴やつらのところへ向かう俺。

　恐らく、俺おれ達たちがここにいると知ってたんだろうな。

　うまいこと、一つの席に全員集合してるじゃねぇか。

　だから、そこに辿たどり着つくと同時に俺は……

「待たせて悪かった！　修学旅行三日目、午後のスキー・スノボはみんなで一緒にやろうぜ！」

　しまった。つい、あいつらのテンションに引っ張られ、でかい声を出しちまったぞ。

　……ま、いっか！　楽しければ、なんでもいいよ！

「もう、ジョーロ君ったら……。そんな熱烈に誘ってくるなんて、恥ずかしいわ……」

「本当かい、ジョーロ君！　私も一緒に……やった……やったぁぁぁぁぁ！」

「あ、あたしも!?　……う、うん！　ジョーロと一緒がいい！　一緒にいる！」

「ん。ボクもみんなで遊びたいかな。まだ、ライラックと全然話せてなかったし」

「いいぜ！　ヒイラギ！　俺おれ達たちが午前中に身につけた必殺技を見せてやろうな！」

「見せるのぉ～！　みんなとお滑りするのぉ～！　とってもとっても楽しみなのぉ～！」

「んもぉ～う！　私と滑りたいなんて、如月きさらぎ先せん輩ぱいは根っからのワタゲストですねぇ～！」

　俺の誘いに、笑顔で答えてくれる最高の仲なか間ま達たち。

　ギリギリだったが、それでも間に合ってよかったよ。

　ここからが、本当の本番だ。だってよ、作りてぇじゃねぇか？

　ライラックと……図書室のみんなと『素敵な思い出』をさ！

　──さて、これで問題はすべて解決したように思えるがそうではない。

　実はあと一つ……一つだけ残っている大きな問題があるんだよな。

　だから、今からそいつを解決……できるかは分からないが、一歩進めよう。ライラックにあんだけ言っておいて、自分が根性を見せないなんてのはかっこ悪すぎるからな……。

　ゆっくりと、座席に座る一人の少女を見つめる俺。

　そして、ほんの少しの緊張と共に、

「あすなろ。全部、てめぇのおかげだ。本当にありがとな……」

　その少女……あすなろに対して、お礼を言った。

　こうして、俺からあすなろに話しかけるのはいつ以来だろう？

　繚りよう乱らん祭さいの灯火式以降、俺は一度もあすなろに話しかけられなかった。たまにあすなろから話しかけてくれることはあったが、それは必要最低限。

　今回の修学旅行中だって、俺が『ひまわり復活大作戦』を実行しようとして、あすなろがそいつを阻止する時しか俺おれ達たちは会話をしていない。

　当たり前だ。俺おれ達たちの絆きずなは壊れてしまっているのだから……。

「……っ！　ふふっ。……久しぶりに話しかけてくれましたね！」

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後に、笑顔で俺の言葉に返事をするあすなろ。

　その笑顔の中にどんな気持ちが隠れているか、俺には分からない。

　だけど、ずっとこのまま壊れた関係のままでいたくはない。そのために少しずつ、ほんの少しずつでいいから進んでいこう。これが、その第一歩だ。

「全部うまくいってよかったですね、ジョーロ！」

「俺だけの力じゃねぇよ。だから、あすなろには本当に感謝してるんだ……」

　きっと、ひまわりを立ち直らせてくれたのはこいつなんだろう。

　もし、あすなろがいなかったら、今頃……

「それでしたら、たんぽぽにも言ってあげて下さい！　一番の功労者ですから！」

「は、はい？　たんぽぽ？」

「むっ！　何やら如月きさらぎ先せん輩ぱいが褒めてくれそうな気がします！　でしたら、褒めつつ愛めでて下さい！　早く早く！」

　なんか、グイグイと頭を押し付けてきた。とても、うざい。

　普段ならやかましいと振り払うところではあるのだが……

「そうですよ！　ジョーロは、たんぽぽを褒めつつ愛めでるべきです！　さぁ、早く！」

　あすなろに、ここまで強く言われちまったらな。

「わ、分かったよ……。えーっと、よくやってくれたな、たんぽぽ。可愛かわいいぞ」

　仕方ないので、要望どおりに頭を撫なでつつ、愛めでてやった。

「……これでいいのか、あすなろ？」

「はい！　バッチリです！」

　しかし、たんぽぽが一番の功労者だと？

　まさか、サンちゃんの言っていた『頼れるバッター』って……

「むふぅ～ん。むふふふふ……」

　いや、まさかな。

　このアホが、ひまわりの悩みを解決することなんて……多分、ないよな？

「ジョーロ！　はやくいこっ！　わたし、午後もいっぱい遊びたい！」

「ジョー君っ！　私わたし達たち、準備万端だよっ！　来ないなら、おいてっちゃうからねっ！」

　俺の戻りが遅いからか、やけに急せかしてくるひまわりとライラック。

　早く遊びに行きたいようで、二人そろって、やけにソワソワした態度でこっちを見ている。

「……分かったよ！　今行くから、ちょっと待ってろって！」

　そんな二人のところに、俺おれ達たちは足を弾ませて向かっていき、午後はライラックと図書室メンバーのみんなで、スノーボードを楽しんだのであった。
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「今日はありがとう、ジョーロ君。貴方あなたと一緒に遊べて、とても楽しかったわ」

「別に礼なんていらねぇよ。……つか、悪かったな。変なことに巻き込んじまって……」

　スキー・スノボ教室を終え、香こう峰ほう旅りよ館かんに戻ってきた俺は、夕食前の時間にパンジーと二人で話していた。ちなみに、どこで話しているかというと……

「構わないわ。こうして、ジョーロ君のお部屋にも遊びに来れたしね。ふふふっ」

　修学旅行で割り振られた俺の部屋だったりもする……。

　本来は、サンちゃんや有ある不ふ和わ君、それに部べ江え田た君がいるのだが、なぜか偶然にも三人とも友達の部屋に遊びに行って不在だった隙を狙って、パンジーがやってきたというわけだ。

　夕食後の就寝時間に来られるよりは遥はるかにマシだったので、深くはつっこまないでおく。

「なぁ、パンジー……。てめぇは、最初から気づいてたのか？　俺の目的に……」

「最初というのがどのタイミングかは分からないけど、コスモス先せん輩ぱいから、『ライラックに素敵な思い出を作る』のが修学旅行でのジョーロ君の目的と教えてもらった時点で分かったわ。貴方あなたが、ひまわりとライラックを仲直りさせたいんだって。……もちろん、コスモス先せん輩ぱいも気づいていたわよ。サザンカには、私とコスモス先せん輩ぱいから説明しておいたわ」

　案の定、最初からこいつとコスモスにはバレてたわけか……。

　それに、わざわざサザンカに説明まで……。

「助かったよ。色々、陰で動いてくれてありがとな」

「ふふっ。それなら、貴方あなたからのお礼には期待してていいのかしら？」

「うっ！　わ、分かったよ……」

　また、変な借りを作っちまった……。けど、パンジーが気づいて裏方に徹してくれなかったら、今回の目的は達成できなかったかもしれねぇんだし、仕方ねぇか……。

　というか、そこまで事情を知ってたのなら……

「もしかして、てめぇら三人がひまわりを……」

「違うわ。私わたし達たちは、あくまできっかけを作っただけ。私わたし達たちが何を言っても、ひまわりは自分と比べてしまって、まともに話を聞いてくれなかったでしょうからね」

　なるほどな。結局、最後までひまわりの悩みの正体は分からなかったが、『頼れるバッター』の正体は、パンジー、コスモス、サザンカではなかったわけか。

　となると、やはりツバキかヒイラギか？　はたまた、あすなろがやけに推していた……いや、そんなはずはない。そんなはずがあってたまるか。よし、この件はここまで。

　俺の修学旅行での目的は無事に達成できた。それでいい。

「これで、二学期最後のビッグイベントは終わり……か」

　あとは、期末テストを受けて少しのテスト休み期間を過ごしたら、いよいよやってくるんだ。

　二学期のおしまいを象徴する……終業式が……。

「そうね……。もうすぐその時はやってくる。だけど、その前に一つだけ……」

「ん？　どうかしたのか、パンジー？」

「内緒よ。この件については、他のみんなと話し合って決めたいもの」

　またお得意の秘密主義ってわけね。

　ほんとこいつは、噓うそは一切つかないくせに、隠し事がやけに多い奴やつだよ。

「それじゃあ、私はそろそろ自分のお部屋に戻るわね。ありがとう、ジョーロ君。少しだけでも、こうして二人きりで過ごせて嬉うれしかったわ」

「へいへい……」

　まったく、パンジーは何を企たくらんでいるのやら……。





※






　──修学旅行　最終日。

　色々あった修学旅行も、遂ついに終わりの時がやってきた。

　今日の予定は、飛行機に乗って帰るだけではあるのだが、その飛行機の搭乗まで時間に結構余裕があるので、新しん千歳ちとせ空くう港こうでの自由行動が認められている。

　それで、俺の現在位置は空港のラウンジ。土産などを粗あら方かた購入したので、後は搭乗時間まではここでまったりと休んでいるつもりだ。

　パンジー達たちは、お土産以外にも色々と新しん千歳ちとせ空くう港こうを見て回りたいそうで、別行動。

　なので、俺と一緒にいるのは、

「んー！　やっぱり、あまおうクリームパンは最高だよっ！」

　上機嫌に大好物のあまおうクリームパンを頰張る、幼おさな馴な染じみのひまわり。

　加えて、もちろん……いや、もちろんと言っていいのか分からないのだが……

「あーあっ！　今日でジョー君達たち、帰っちゃうのかぁ～っ！」

　わざわざ見送りのためについてきた、ライラックだ。

　どうせ来るんだろうなとか思ってたから、もうこれ以上はつっこまないよ。

「だいじょぶだよ、ライちゃん！　あまおうクリームパンを食べれば、あっという間に元気になるから、さみしくないよ！　それに、また会えば楽しいよ！」

　安定のよく分からないひまわり理論を展開していて余よ裕ゆう綽しやく々しやくのようにみえるが、昨日の雪山では『今日で最後だから、もっとライちゃんと遊ぶの！』と、終了時間が来ても駄々をこね続けたという経歴持ちだ。やはり、自分のことを棚に上げるプロフェッショナルである。

「ふふっ。そうかもね。ありがとね、ひまちゃん。私にも分けてくれて」

「んーん！　あまおうクリームパンは、あまあまでフワフワで……、みんなで食べるともっとおいしくなるんだから！」

「……そっかっ。ふふ、そうだね……」

　こうしてひまわりとライラックが、本当の意味で友達になってくれて、よかったよ。

「……そういえば、ひまちゃんっ。北ほつ海かい道どう限定で売ってるあまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味は食べたのっ？」

「うん！　あまあまでフワフワでジュワジュワで、すっごいおいしかったよ！」

　は？　ひまわり、あまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味、食べたの!?

　初日に俺おれ達たちの班で食いに行こうとして失敗したのに、いつの間に食ったんだ？

　羨ましい……。俺も少し食べてみたかったのに……ん？　あれは……

「ひまわり！　大変ですよ！　とんでもない情報を手に入れてしまいました！」

「う？　どーしたの、あすなろちゃん」

　慌しい様子で俺おれ達たちの所にやってきたのはあすなろだ。

　何やらとんでもない情報を手に入れたと言っているが、何の話だろう？

「なんと、この新しん千歳ちとせ空くう港こうで、あまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味が売ってるみたいなんですよ！　ひまわりは一つしか食べてないでしょう？　ですから──」

「大変！　いっぱい買わないと！」

　はやっ！　あすなろの話を最後まで聞かずに、即座に立ち上がりやがったよ。

　しかし、これは嬉うれしい情報だな。だったら、俺も一緒に買いに……おや？　なぜだか、俺の制服のすそをライラックさんがつまんでいるのだが、もしかしてこれって……

「ありがとね、あすなろちゃんっ」

「このくらい、お茶の子さいさいですよ、ライラック」

　小さな声で会話をする、あすなろとライラック。完全にあまおうクリームパンモードになったひまわりは、そんな二人の会話はまるで耳に入っていないようだ。

　……やっぱり、そういうことか。

「あすなろちゃん、場所教えて！　あまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味はわたしが買ってあげないと、かわいそうなんだよ！」

「もちろんです！　まだ時間に余裕はありますが、急いで行きましょう！」

「うん！　ジョーロ、ライちゃん！　わたし、ちょっと行ってくるね！」

「ああ。分かったよ」

「オッケーッ！　いってらっしゃい、ひまちゃんっ！」

　あっという間に、あすなろと共にあまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味を買うために駆け出していくひまわり。

　そして、残された俺とライラックだが……、

「ふふっ！　やっぱり、ひまちゃんの弱点はこれだよねっ！　作戦大成功っ！」

　どうやら、ライラックはあすなろに頼んで、俺とひまわりを引き離したようだ。

「よかったな。昨日は散々失敗したけど、今日は成功して」

「でしょっ？　ライちゃんは、日々成長しているのですっ！」

　どこか誇らしげに、胸を張るライラック。

　……で、なぜライラックは、今さら俺と二人になりたがるのだ？

　むしろ、ひまわりと一緒にいたいと思ったのだが……

「ありがとね、ジョー君。私に『素敵な思い出』を作ってくれて……。本当に、昨日は楽しかったよ。ひまちゃんだけじゃなくて、他のみんなとも友達になれて」

　今までの天てん真しん爛らん漫まんな態度ではなく、穏やかな表情に落ち着いた態度。

　それは、札さつ幌ぽろ時と計けい台だいで出会った時の、自分の正体を隠していたライラックを思い起こさせる。もしかしたら、これが『今』のライラックの本当の姿なのかもな。

「いや、それを言うなら俺もだよ。ライがいてくれたおかげで、俺も楽しかったからさ」

「そう言ってもらえると、嬉うれしいな」

　まずいな……。ライラックは、真のパンジーに匹敵するか、それ以上の美人だ。

　そんな女の子が、綺き麗れいな笑顔でじっと見つめてくると……やはりドキドキする。

　いやいや、冷静になれ！　ライラックは、別に俺を何とも思っていない。

　ただ、小学校の頃のひまわりへの対抗意識から……

「でも、ジョー君はまだ、私のお願いは達成してくれてないよね？」

「へ？」

「私の『楽しい思い出』は、終わってないよ？」

「どういうことだよ？」

　意味が分からん……。なぜ、修学旅行の最後の最後でライラックは……

「実はさ……、昨日のジョー君の話で、一つだけジョー君が勘違いしたことがあるんだ」

「俺が勘違いしたこと？」

「私の……本当のジョー君への気持ちだよ」

　はて？　俺への気持ちですと？

「いや、ライは俺のことを何とも思ってなかったって……」

「うん。……小学校の頃はね」

「んなっ！」

　ちょっと待てよ……。それって、まさか……

「家の都合でジョー君と離れ離れになった後さ、私はひまちゃんになろうと頑張って、自分を変化させた。おかげで、沢山友達もできて人気者にもなれた。……でもね、ずっと胸の中にぽっかりと穴が空いてる気持ちになったの。それで、気がついたんだ。……私の好きな人に」

　まじか……。なら、今のライラックは……

「そうだよ。私は、本当にずっとジョー君が好きなんだ」

　最後の最後で、とんでもないもんをぶっこんできやがった！

　噓うそだろ？　ライラックが、俺を……

「だから、もう一度聞くね？　ひまちゃんに勝つためじゃない。私が私になるためでもない。私がジョー君を好きだから……」

　穏やかで、だけどどこか扇情的な瞳で俺を見つめ、柔らかそうな唇をゆっくりと動かしていくライラック。そして、放たれた言葉は……




「私を、ジョー君の恋人にしてほしいな」




　今度こそ、本当の告白だった。

　素直に言えば嬉うれしい。その気持ちに噓うそはない。だけど……

「悪い、ライ。俺は、てめぇの気持ちには応えられない」

「うん……。知ってたよ……」

　最初から分かっていた規定事項のように、悲しい笑顔を浮かべるライラック。

　なんでだよ？　分かってたんだろ？　なのに、なんでこんな思い出を最後に……、

「その、俺はみんなと約束があるから──」

「違うよね？」

「え？」

「ジョー君が、私の気持ちを断ったのは、みんなとの約束があるからじゃないでしょ？」

「うっ！」

　その通りだ……。言われるまで気がつかなかったが、仮に俺はみんなとの約束がなかったとしても、ライラックの気持ちに応えることはなかっただろう。

「その、通りだよ……」

「ふふっ……。だよねっ」

　俺の返事にライラックは満足したのか、先程までの悲しい笑顔ではなく、どこか達観して大人びた余裕を感じさせる笑顔を見せた。

「なら、続きを話させてもらうね」

「続き？」

「気持ちが届かなかった相手と、気持ちを受け取らなかった相手の間には、大きな溝が生まれる。ダメだったから、ここからは友達に……なんて、受け取らなかった側にとって、都合が良すぎる展開だよね？」

「……そうだな」

　ホースとチェリーも、お互いに嫌い合っているわけではないが、大きな溝が生まれている。

　そして、俺とあすなろの間にも、やはり大きな溝は未いまだに存在している。

　いや、それだけじゃない。……これから俺にはもっと多くの……

「だから、少しでもそうならないために、少しでも傷つけないために、間接的に終わらせようとすることもある。……たとえば、自分が好きな子にだけ気持ちを伝えて、他の子には何も返事をせずに、その人と恋人同士になるとかね……」

「いや、でもそれは……」

「うん。私は、そういう方法は嫌い。どれだけ相手と溝が生まれても、どれだけ相手を傷つけることになっても、ちゃんと終わらせてあげるべきだと思うんだ。……それなのにジョー君は、『二学期のおしまいに一人にだけ気持ちを伝える』だけなの？」

「……あっ！」

　そうか……。そういうことか……。

　ライラックの言いたいことが、理解できた。もし俺が、今の約束通りに『二学期のおしまいに一人にだけ気持ちを伝える』を行ったら、他の奴やつらはどうなる？

　ただ、なんの気持ちも伝えられずに、宙ぶらりんの状態になって……まさに、今ライラックが言った通りのことが起きちまうんだ……。

「小学校の頃のジョー君は、勇気がない人だった。だから、あのシール盗難事件で、自分の保身のために私を見捨てちゃったよね？　でも、今のジョー君はそうじゃない。私にちゃんと謝ってくれて、罪滅ぼしをしたいって言ってくれた。……だから、私に証明してほしいな。ジョー君が、ちゃんと勇気がある人になったってことを」

　そういえば、修学旅行の前にチェリーも言っていたな。

『……はい。「二学期のおしまいに一人にだけ気持ちを伝える」って、約束をしてます』

『え！　そんな約束なの!?』

『うーん……。それじゃ、ダメだと思うけど……まっ！　ジョーロっち達たちがそう決めてるなら、うちが余計なことを言うのはなしっしょ！』

　チェリーは、気づいていたんだ。俺おれ達たちの約束の大きな欠点に……。

「ライ。まさか、てめぇは俺にそれを気づかせるために……」

「さて、どうでしょう？　……だけど、もう一度言わせてもらうよ。旭あさひ山やま動どう物ぶつ園えんで伝えた、私の『楽しい思い出』に必要なことをさ」

　今からライラックが何を言うか、それは十分に理解できた。

「ジョー君は、修学旅行で私に『楽しい思い出』を作ってくれるんだよね？　私のために、頑張ってくれるんだよね？　だったらさ、ジョー君が他の女の子達たちとしてる約束だけどさ……」

　あの時と一言一句違わず、ライラックの唇がゆっくりと動いていく。

　妖よう艶えんな瞳が俺をとらえ、綺き麗れいな表情のまま、端的な一言を伝えてきた。

「あれ、なしにして」

　だよな……。そう言うと思ったよ……。

　チェリーだって、何度も何度もホースに挑戦して断られたと言っていた。あすなろだって、偶発的ではあるが、最後に俺に気持ちを伝え、俺はそれを拒絶した。

　どれだけ傷つけることになろうと、それは必要なことなんだ。

「さて、問題です。ジョー君は、私になんと返事をするでしょう？」

　何と応えるかなんて、決まっている。

　俺は……

「　　　　　　」

「大正解。百点満点だよ」

　俺の答えを聞いて、ライラックは優しい笑顔でそう言ってくれた。
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「ふぅー！　やっと帰ってきたね、ジョーロ！」

　午後五時、新しん千歳ちとせ空くう港こうから飛行機に乗り、羽はね田だ空くう港こうへと到着。

　隣では、空港で買い込んだあまおうクリームパン夕ゆう張ばりメロン味を頰張るひまわりがいる。

　本当に、もう終わりなんだな……。

「ねねっ！　ジョーロは、最後にライちゃんと何をお話してたの？」

「ん？　あぁ……、その件か……」

　ひまわりは、ちょうど俺とライラックとの会話が終わったタイミングで戻ってきたから、知らねぇんだよな。俺おれ達たちが、何を話していたかを。

　……さて、修学旅行はもうほぼ終わったも同然。

　だが、まだあと一つだけやるべきことができちまった。

　やりたくない気持ちがないと言えば噓うそになるが、それでもちゃんとやらねぇとな……。

「なぁ、ひまわり。少しここで待っててもらえるか？　ライと何を話したかは、他の奴やつらも来てから、教えるからよ」

「う？　分かった！　じゃ、わたし、ここで待ってるね！」

　可愛かわいらしい足取りで、空港に置かれた椅子に座り、笑顔でクリームパンを頰張るひまわり。

　そんな幼おさな馴な染じみの様子を確認した後、俺はとある人物達たちの下へ向かっていった……。




「悪いな、わざわざ集まってもらって。パンジー、コスモス、ひまわり、サザンカ」

　俺が声をかけて来てもらったのは、この四人。

　その時点で、みんなも何か大切な話があると理解したのだろう。

　ひまわりですら、どこか真剣な表情でジッと俺を見つめている。

「構わないわよ。せっかくのジョーロ君のお誘いですもの。断るわけにはいかないわ」

「そうだね。私わたし達たちに大切な話があると言われたら、来ないわけにはいかないよ」

「わたしも！　ジョーロの大事なお話、ちゃんと聞いちゃうんだから！」

「そうね！　そ、それで、話って……なに？」

　サザンカが、やけに心配そうな瞳で俺をじっと見つめる。

　これから俺が言うことは、もしかしたらこいつらにとって不都合なことかもしれない。

　そんなことはしないでくれと言われるかもしれない。

「あのよ、俺おれ達たちの約束あるだろ？　『二学期のおしまいに一人にだけ気持ちを伝える』ってやつがさ。あの約束なんだけどよ……」

　だけど、俺はライラックのお願いを聞いちまったからな……。

　こっちに帰ってきたからって、その言葉を噓うそにするわけにはいかねぇよ。

　だから、どれだけ悲しませることになろうと、どれだけ傷つけることになろうと、




「あれ、なしにしてくれ」




　やると決めたらやる。それが俺のモットーだ。

「……詳しく聞いてもいいかしら？」

　俺の言葉を予想していたのか、みんなどこか落ち着いた様子でいる。そんな中、四人を代表して俺に尋ねてきたのはパンジー。

　まるで、本当に大事なのはここから先だと言わんばかりの態度だ。

「ダメだったんだ……。一人だけに伝えるじゃダメだったんだよ……」

　もし俺が、『特別大好きな女の子』にだけ、気持ちを伝えたら他の奴やつらはどうなる？

「みんなは、俺に気持ちを伝えてくれた。それは本当にありがたいことだし、嬉うれしいことだと思ってる。だけど、その返事を一人だけにするなんてのは、俺にとって都合が良すぎる。……だから、新しい約束をさせてほしいんだ」

「新しい、約束？」

　コスモスが、僅かに震えた声で俺に尋ねる。

「ああ。決着をしっかりとつけるための、新しい約束だ」

　ただただ結果を見せられる。

　そんなものは、女の子にとっては最悪の展開だ。だからこそ、たとえ自分にとって不都合でも、ここまで気持ちをぶつけてくれた女の子達たちに誠意をもって応えるべきなんだ。

　そのための新しい約束。それは……

「『二学期のおしまいに、全員に気持ちを伝える』。それが、新しい約束だ」

　もちろん、全員に同じ答えを伝えるのではない。

　たった一人……、たった一人にだけ……、俺は『好きだ』という言葉を伝える。

　そして、他の子達たちには気持ちに応えられないことを伝えるんだ。

　そうしないと、進めなくなってしまうかもしれないから……。時間になんて、解決させるわけにはいかない。いつ終わるか分からない気持ちを抱え込ませるなんてできない。

「「「「…………」」」」

　俺の言葉に、四人は何も返事をしない。ただ、静かに沈黙しているだけ。

　だが、それからほんの少しだけ時間が経たつと、

「いいわよ！　あたし、その約束がいい！　前の約束はなくして、今の約束にする！」

　誰よりも最初にサザンカが、そう言った。

「うん！　わたしもいいよ！　ジョーロがそーしたいなら、そーしたほうがいい！」

　続いて、声を出したのはひまわり。いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でグッと拳を掲げている。

「私も二人の意見に賛同するよ。ジョーロ君がどんな答えを私に伝えるかは分からない。でも、その答えを私はしっかりと受け止めるよ」

　普段の乙女チック全開な態度ではなく、頼れる生徒会長としての凛り々りしさをたずさえたコスモスが、大人びた笑顔を見せている。

　これで、三人からの承諾は得られた。あとは、パンジーだが……

「ふふっ。そんな心配そうな顔で私を見つめて、どうしたのかしら？」

　やってくれたな……。本当にこいつは、一筋縄じゃいかねぇ女だよ。

「もちろん構わないわよ」

「そう言ってくれて、嬉うれしいよ」

　これでいいんだよな、ライ？

　ありがとな……。俺の間違いを教えてくれて……。

「ねぇ、ジョーロ君。その代わりと言ってはなんだけど、私わたし達たちからも一つだけ提案をさせてもらってもいいかしら？」

「ん？」

　なんだ？　何やら四人がやけにニコニコとした笑顔で俺を見つめているのだが……

「ふふ……。ようやくその話に入れるね」

「本当よ！　ジョーロ！　言っとくけど、あんただけが話があるわけじゃないんだからね！」

「えへへ！　ジョーロのお約束、聞くよ！　だから、わたし達たちのお願いも聞いて！」

　えーっと、どういうことかな？　俺は約束を新しく結び直したら終わりだと思っていたのだが……、まだここから続きがあるのか？

「修学旅行は終わった……。これで、二学期の催し事は全部おしまい……。だから、最後に一つだけジョーロ君に聞いてほしいお願いがあるの……」

　四人を代表して、パンジーがやけに明瞭な声で俺にお願いを伝えてくる。

　その姿は、三つ編み眼鏡の状態であるにもかかわらず、真の姿に匹敵するか、それ以上の魅力を備えているように感じられた。

「一日だけでいい……。私わたし達たちとそれぞれ二人きりの時間を作って」

「は？　それって……」

「勘違いしないでちょうだいね。別に、ダメだった時のための最後の思い出にするためにお願いしているのではないわ。……むしろ、逆。貴方あなたに私の望む気持ちを伝えさせるために、二人きりの時間を作ってほしいの」

　そういうことかよ……。確かに、繚りよう乱らん祭さいの最後でサザンカも『俺の気持ちを変える』と言っていたが、まさかそれを全員がやろうとしてくるとは……

「ジョーロ君。君の気持ちが今どうなっているかなんて、私にとっては重要ではない。大事なのはこれからさ！　これからの君の気持ちを、私に向けさせてみせる！　だから、お願いだ。私わたし達たちの頼みを聞いてほしい」

「ジョーロ！　わたしね、まだまだいっぱい知りたいことがあるの！　だから、それを教えて！　もっとジョーロをおべんきょー！」

「じ、時間がなくても、あたしは最後まであきらめないわよ！　だから、ジョーロ！　あんたの答えはまだ決めさせない！　絶対に、変えてみせるんだから！」

　パンジーの言葉が終わると同時に、それぞれの思いを口にする三人。

　ほんと……、なんでこんなすげぇ女の子達たちが……。けど……

「分かった。終業式までに、てめぇらとそれぞれ二人きりで過ごす時間を作る。ちょうど、修学旅行の礼もしたかったしな。……これでいいか？」

「ええ。バッチリよ」

　俺の返答に満足したのか、四人はそれぞれ綺き麗れいな笑顔を浮かべて頷うなずいている。

　きっと、俺がこの四人がそろって笑顔を浮かべているのを見るのは、これが最後なのだろう。

　ここから先、みんなとの思い出は作られない。

　地区大会の決勝戦の後のような、みんなで仲良く曖昧な終わりは訪れない。

　それでも、俺は進んでいこう。ライラックに証明してくれって言われたもんな。

　俺が、ちゃんと勇気のある人になったってことをさ……。
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あとがき




　どうも、アニメがいよいよ始まって、テンションが比較的高めの駱らく駝だです。

　今回のお話は、ずばり北海道！　十一巻のあとがきを覚えている方がいらっしゃったら、一度、北海道に行こうとして強制帰還させられた私ですが、懲りずに二度目の挑戦をしたところ、無事に北海道の大地に足を踏み入れることができました。やったね。

　とまぁ、私の北海道話はこのぐらいにして、いよいよ始まったアニメの話でも。

　恐らく現時点（二〇一九年一〇月一〇日）では、二話まで放送されたところでしょう。

　そして、ＯＰ映像も解禁されているでしょう。お察しの良い方は、『ここまでやるのかな？』と気づいちゃっているかもしれませんね。そうです、『アソコ』までやります。

　また明かされていない、あのキャラやあのキャラの声優さんも本当に豪華で……『え!?　こんな人が!?』と、私が本気で驚いた声優さんなどもいらっしゃったりするので、そちらも期待して待っていただけたらと。

　というわけで、今回はそんなアフレコのお話でも。

　個人的な見所というか聞き所は声優さん達のアグレッシブな演技ですね。

　山やま下したさんのジョーロ君。ツッコミは、ほぼ全てアドリブでやってくれています。『なんか面白くして』とお願いすると、想像以上にとても面白く仕上げてくる匠たくみの技ですね。

　毎週、激しいアップダウンのある演技ばかりしているので、喉と情緒がイカれてしまっているのではないかと、心配で心配で仕方がありません。

　なお、山やま下したさんに限らず、他の皆さんの演技もかなりのアドリブが入っています。

　時には、うっかり間違えてしまった台詞が、『面白いし、そのままいこう』と正式採用されるところなどがあります。本当に、こんな素敵な声優さん達にやっていただけて感謝です。

『内うち田だ雄ゆう馬まさん、バカボンのパパになる』、『戸と松まつ遥はるかさん、アクエリオン搭乗』など、他にも様々な面白出来事があり、そちらの話もできることならさせていただきたいのですが、あとがきは見開き一ページで収めてほしいという依頼が来てしまっているので、また次回にでも。

　では、謝辞を。

　十二巻を購入していただいた、読者の皆様、いつも付き合っていただきありがとうございます。次回のお話は、今回はあまり活躍できなかったあの子達が大活躍！　……の予定です。

　ブリキ様、見開き誠にありがとうございます。いつかやろう、いつかやろうと思っていて、満を持して十二巻でやらせていただきました。

　担当編集の皆様、今回も多くのアドバイスをありがとうございます。ライラックのキャラクターやビジュアルをどうしようかなど、様々な難問を一緒に考えてくれて非常に助かりました。

　アニメもコミカライズも原作も、まだまだ盛り上げていきたいと思います！


駱らく駝だ
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俺おれを好すきなのはお前まえだけかよ⑫
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